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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　玄げん関かんの扉とびらが激しく叩たたかれる音で、私は起こされた。

　いまだ薄うすい膜まくがかかったような思考の中で、溜ため息いきをつく。

　一体誰だれが来たのだろう、休日のこんな朝っぱらから……。

　仕事の疲つかれが十分取れず、まだ起きる気力がなかった。だがうるさく扉を叩く音はやむ気配もない。

　訪問者にやや苛いら立だちながら寝しん台だいを下り、寝ね間ま着きの上に簡単に上着を羽織って寝しん室しつを出る。

　欠伸あくびをしながら寝ねぼけ眼まなこで短い廊ろう下かを進んで玄関へ行くと、相変わらず外から誰かがしつこく扉を叩いていた。近所迷めい惑わく、という言葉が頭の中に浮うかぶ。

　そんなに力任せに扉を叩かないで欲ほしい。ただでさえ悪い建て付けが悪化したらどうしてくれるんだ。誰だか知らないが壊こわれたら修理させてやる。

　軽く眉まゆをひそめながら、私は慎しん重ちように玄関の扉を開けた。

　用心して薄く開けた扉の先に立っていたのは、朝から見るには心臓に悪いほどの美形騎き士しだった。騎士は目の眩くらむような美しい笑えみをたたえて、寝ね起おきの私を見下ろしていた。

　あまりに眩まぶしいので、扉をこれ以上開けることができない。

　騎士がそこに立っていることが色んな意味で信じられず、私は塗と装そうが剝はげかけた扉のノブにしがみついて、無言で彼かれを見上げていた。騎士は輝かがやく笑え顔がおのまま口を開いた。

「お久しぶりです。私を覚えていますか？」

　──宮きゆう廷てい騎士の、イライアス。

　私は彼の名をこの十年間、忘れたことはなかった。

　目の前に立つ騎士のイライアスと会うのは、十年ぶりだった。陽を紡つむいだような黄金の髪かみに、貴石に負けぬ澄すんだ緑色の瞳ひとみ。均整の取れた体たい軀くに纏まとうのは、非の打ちどころのない、立派で見み栄ばえする宮廷騎士団の軍服。普ふ段だんは遠い王都の王宮に詰つめている、この国最強の軍隊といわれる宮廷騎士団。彼が今またここにいる事態が飲み込めず、私は言葉もなく見上げ、そして扉を開けることも閉めることもできなかった。

「貴方あなたにいい話を持ってきたのですよ」

　イライアスは私が開けている扉の僅わずかな隙すき間まに手をねじ入れ、扉を無理矢理全開にした。

　開けられた扉の向こうから飛び込んできた光景に、愕がく然ぜんとした。

　爽さわやかな笑顔を披ひ露ろうして立つイライアスの後ろには、つまり我わが家やの玄関前には、武装した宮廷騎士たちが大挙して詰めかけ、寝間着姿の私には射るような視線が一いつ斉せいに注そそがれていたのだ。騎き乗じようした宮廷騎士たちは、小さな村の狭せまい通りの先までも占せん拠きよしていた。

　ぐっすり寝ていたせいか、騎士たちが来ていたことに全く気づかなかった。最近また国境沿いで東のガルシア王国との小こ競ぜり合あいが始まっていたから、兵隊たちが往来するのはたまに見ることがあった。だが、村まで入ってきたり、ましてや王宮にいる筈の宮廷騎士団を見かけるなんて、十年前のあの日以来のことだった。

　十年前──。まさにこのイライアスが、私の弟を王宮へと連れ去ったのだ。あの日の出来事は、私の二十四年間の今までの人生の中で、最も酷ひどい出来事として、脳のう裏りに深く刻まれていた。

　再びその彼と出会う日が来ようとは、思ってもいなかった。




　イライアスはこのようにして、はるばる王都から私が暮らすこの辺へん鄙ぴな田舎いなかの村まで、私を迎むかえに来たのだった。

　この後の私や、我が家に降ってかかる数すう奇きな運命の一いつ切さいは、あるたった一つの出来事が引き金になっていた。九歳さいだった私はあの日、自分の弟を森の中で「拾った」のである。

　後にこの弟との出会いが、我が家だけでなく、このイリリア王国と敵対するガルシア王国、両国の運命をも揺ゆるがすことになろうとは、あの日の私は知る由よしもなかった。
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　私には弟が一人いた。彼かれは実の弟ではなく、たまたま我わが家やが家族として迎むかえることになった、血の繫つながらない弟だった。

　私たちホルガー家の者達は、ある森でたまたま弟と出会ったのだ。あの日、我が家がイリリア王国の住み慣れた王都を後にして、地方へ下ったのは経済的な理由からだった。

　たとえ誰だれが何と言おうと我わがホルガー家は貴族だった。

　しかしながら誰がどう見ても我がホルガー家は立派に貧びん乏ぼうだった。

　私の祖父が子どもの頃ころには既すでにホルガー家には使用人はおろか、持ち家すらなかった。

　大陸一大きく、周辺諸国を圧あつ倒とうする国力を持つ我がイリリア王国が、東の小国ガルシア王国と戦い、その領地を大おお幅はばにぶんどった時、イリリアは戦争特とく需じゆに沸わいた。だが父が売り歩く鍋なべだけはサッパリ売れなかった。

　そんなわけで私、セーラ・ホルガーが両親と姉の四人で、田舎いなかに住む伯お母ばを頼たよって都みやこ落おちしたのは九歳さいの時だった。




「父さん、馬車を止めて！」

　森の中を走る車内で最も早はや我が慢まんできない尿によう意いに襲おそわれ、私は御ぎよ者しやをしていた父に向かって叫さけんだ。

　大量の引ひつ越こし荷物を積んでいた馬車はすぐには止まれず、やや進んでからようやく私を森の小道に降ろした。

　まだ九歳とはいえ、羞しゆう恥ち心しんは立派にある。人目につかない所で用を足すために、私は脇わき目めも振ふらず森の藪やぶの中に分け入り、鬱うつ蒼そうとした木立に隠かくれるようにして屈かがみ、用を足した。

　我慢が報むくわれた安あん堵どの溜ため息いきを長々とつくと私は再び立ち上がり、家族が待つ馬車に戻もどろうと走り出し、何か奇き妙みようなものを藪の中に発見して、立ち止まった。

　見み間ま違ちがいだろうか。何度か瞬まばたきをして視界をはっきりさせる。

　腰こしほどの高さの草むらの中に、黒い布の塊かたまりが見える。

　私は恐おそる恐おそるそれに近づき、あっと息を吞のんだ。

　それは黒いマントを羽織った子どもだった。私と同じくらいの歳としの子どもが、森の中に無造作に転がっていた。

　死んでる……!?

　私は叫び出しそうな口元を押おさえなら、食い入るようにその動かぬ少年を観察した。

　横向きに転がる彼の肩かた先さきほどまでの長さの黒い髪かみが、彼の顔にかかって口の周りで呼気に合わせるようにそよいでいた。

　違ちがう、生きてる……。

　私は足元に絡からみつく草をかき分け、サッと駆かけ寄よると、少年を揺ゆり動うごかした。

「……み、水……」

　呻うめくようにそう囁ささやきながら少年は目を開けた。

　私は開かれたその瞳ひとみの淡あわさに驚おどろいた。

　彼の瞳はまるで透すき通とおっているみたいに見える、淡い淡い青色だった。そんな色の瞳はそれまで見たことがなかった。私は何かとんでもない宝物を発見した気持ちになった。

　少年が水を要求していることは、私の頭の中からすっぽり抜ぬけ落おちていた。

　私は少年が起き上がるのを手伝うと、露あらわになったその容姿を見て再度感激した。

　少年は絵本に登場する天使のように美しい顔をしていた。目鼻立ちは大層整っており、まるで、巨きよ匠しようの手で寸分の狂くるいなく掘ほり上げられた彫ちよう像ぞうのようだ。肌はだが抜けるように白く、黒くろ髪かみとのコントラストが毒々しいほどに、冴さえ冴ざえとしていた。

　私は類たぐい稀まれなものを見た思いで、満面の笑えみを浮うかべていた。

「ここで何しているの？　昼ひる寝ね？」

　私の吞のん気きな質問に対し、少年は再度言った。

「お水、下さい」

「今持ってないの。馬車まで来てくれたらあげられるよ。おいで」
















　座すわり込こんだままの少年の手を取り、道に向けて歩き出すと、少し進んだ所で彼は足をもつれさせ、転んでしまった。

　なんだか随ずい分ぶん疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているみたいだった。不思議に思いながらも、私は少年の腕うでの下に身体を入れ、彼を支えるようにして歩くのを手伝った。瘦やせた少年だったが、その身体を支えて藪の中を進むのは、かなり大変だった。




　家族が待つ馬車に辿たどり着つくと、当然ながら両親は少年を見て血相を変えた。

　両親は少年を馬車に担かつぎ込み、水を与あたえて介かい抱ほうしながら、彼に矢や継つぎ早ばやに質問をした。

　なぜ森の中にいたのか。名前は何というのか。親はどこにいるのか。

　だが少年は、投げかけられた全ての質問に対して、首を振り続けるのだった。

「次の街に着いたら、この子の親を探そう」

　だが数時間後に街に着くなり、少年はブルブルと身体を震ふるわせて、下車を拒こばんだ。

　君のお母さんとお父さんを探すんだよ、心配いらない、と優やさしく説得する両親を尻しり目めに、彼の顔は白さを増し、やがて目に涙なみだを溜ためながら私に縋すがりついてきた。

　何か、余よ程ほど酷ひどいことがあったのだろうか。彼は自分の名前から年ねん齢れいに至るまで、何も覚えていないというのだった。

　少年は終始そんな様子で、お人ひと好よしの父には彼を放り出すことなどできやしなかった。

　私たちはたまたま拾った仔こ犬いぬに懐なつかれてしまい、飼う羽目になるのと似た経けい緯いで、その少年を引き取ることになった。

　都の家賃事情についていけず、田舎に引ひっ越こそうとしていた我が家の経済事情を考えれば、運の悪い拾いものだったかもしれない。しかし私は単純に、驚きよう異い的に可か愛わいらしい従順な弟ができて、とても嬉うれしかった。

　だが後から考えれば、その少年──私たちは彼をアルと名付け、勝手に七、八歳くらいだろうと判断した──を我が家の一員として招き入れたことは、災難以外の何ものでもなかった。
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　私たちが王都から引っ越して来たヨーデル村の新しい家の裏には、そのささやかな家には十分過ぎるほどの広さの庭があり、緑豊かなその庭には果物の木がたくさん生おい茂しげっていた。たいして世話もしないのに、オレンジやらアンズやら、ナシやら、一家五人では食べきれないほど実をつけたものだ。

　道中で私が拾って以来、新居に住むようになってからもアルは始終私にくっついて回った。新しく着いた村の探検も、家の掃そう除じも勉強も、私たちは何をするのも一いつ緒しよだった。

　家族はそんな私たち二人の様子を、おかしそうに眺ながめていた。




　オレンジが大量に庭になる頃、姉と私とアルはカゴいっぱいに実をもぎ、台所に運び入れた。

　私とアルがバシャバシャとオレンジを洗い、姉がそれらをまな板の上で二つに切る。

　姉のマーニーは私より二つ上だったが、赤あかん坊ぼうの時からしっかりとしたデキの良い子で、ほとんど親を困らせることもなく、私と違って周囲の大人から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられていた。

　だから包丁を握にぎっていいのも、いつも姉だった。

　私たちは姉が二つにしたオレンジを次々に搾しぼり、ジュースにした。その甘あま酸ずっぱい芳ほう香こうを放つ果か汁じゆうを空からの瓶びんに詰つめていくのだが、面おも白しろいほどできていく。そうして空の瓶がなくなったら、詰めた五本ほどを近所の伯母の家に届けるのだった。

　伯母は母よりかなり年上で、成人した一人息子むすこに親おや離ばなれされた寂さびしさを私たちで埋うめている人だった。遊びに行くとその巨きよ体たいを押しつけて私たちをかわるがわる抱だき締めるのだ。それはまるで大きなクッションに挟はさまれるような感覚に似ていた。

「マーニーは背が伸のびたねえ。一週間見ないうちに、大人っぽくなって」

「私もう十一歳だもの。多分そのうちお父さんより大きくなるんじゃないかな。お父さんチビだから」

「アルは見るたび綺き麗れいになるねえ。牛乳は飲んでいるの？」

「は、はい。毎日ちゃんと飲んでいます」

　アルは拾った当初に比べればマシになってきているものの、瘦せて背が低かった。私の両親は彼の体格から年齢を独断していたが、実際の年齢を私たちは知らなかった。

　伯母は私を見て弾はじけるように笑ってから言った。

「セーラは髪が相変わらず真っ赤だね！」

「酷い伯母さん！　私だけちっとも褒ほめてない」

　だが私以外全員が賑にぎやかな笑い声を上げて笑った。私の髪は父にそっくりで、びっくりするほど真っ赤で、おまけに量が多く分別なく広がるたちの悪い髪の毛だった。

　嫌きらいなところだらけの自分の容よう貌ぼうの中で、一番私が許せないのがこの髪だった。




　ある夜、私は風ふ呂ろ上がりにまだ濡ぬれている髪の周りに布を巻きつけ、髪が広がるのを未然に防ごうと試みていた。

　居間の床ゆかに大きな紙を広げ、絵を描かいて遊んでいると、アルが声をかけてきた。

「それ、どうして頭に巻いているの？」

　指し摘てきされてムッとした私は彼の質問を無視した。

　チビの瘦せっぽちのくせに、何もかもが美しいアルには分からないだろう。

　私はうるさいなあ、と呟つぶやいて絵を描き続けた。

「……ねえ、セーラの髪、とても綺麗だよ。僕ぼくは好きだよ」

「喧けん嘩か売ってんの？　髪の話はしないで！　私今、忙いそがしいんだから」

　私はしょっちゅう大きなお屋や敷しきの絵を描いて遊んでいた。空想の世界では、私は部屋が何部屋もある家に住んでいて、父も出で稼かせぎには出ていなくて、家にきちんといるのだ。

　父は人口の多い街まで、出稼ぎに行っていた。鍋の訪問販はん売ばいという、どう考えても実入りの悪そうな仕事のために。

　父はたまに帰宅するとそのたびに、自分の鍋はこれほど素す晴ばらしいのに、なぜ売れないのか分からない、と商品の鍋を撫なでながら悲しげに文句を言っていた。実のところ私には、これほど売れないのに、なぜ父が鍋売りを辞やめないのかが分からなかった。

　父はこよなく鍋を愛していたのだ。あの銀色の胴どう体たいと黒い持ち手を。

　アルは私の横に並び、私が描く絵を覗のぞき込こんだ。

　私は偉えらそうに、この部屋は姉さんのだ、とか、この部屋は遊ぶためだけに使える贅ぜい沢たくな部屋だ、とか自分の夢の家の間取りについて、胸を張って説明をした。

　まるで本当に自分の家の中を、案内する気分に浸ひたりながら。

「僕がいっぱい働いて、大きくなったらセーラにそういうお家うちを建ててあげるよ」

「本当に？　……でも何の仕事をするの？」

「鍋をたくさん売ってくるんだ！　大きい鍋をね！」

　これはいけない。一いつ瞬しゆんでも何かに期待した自分が馬ば鹿かだった。

　私は鍋売りとだけは結けつ婚こんしない、と心に決めていた。父さんにそんなこととても言えないけど。

「でも、アルは本当はお金持ちのお家の子かもしれないよ。アルの着てた服は上等な布地だったもの。いつかアルを白馬に乗った王子さ……王女様が、迎えに来るんだよ！」

　たまに私はそんな妄もう想そうに浸った。

　だがアルはそんな時、いつもサッと表情を曇くもらせて俯うつむいた。

「ぼ、僕、何も覚えていないから……」




　うちは狭せまかったので、私とアルは簡単なつい立てで仕切り、一部屋に二人で寝ねていた。

　だから私はアルが毎晩のようにうなされているのが、気になって仕方がなかった。真夜中に目を覚ますと、つい立ての向こうから、アルの苦しそうな呻き声が聞こえてくることがあったのだ。何度も寝返りを打つ、衣きぬ擦ずれの音がそれに続く。

　やがて急にそれが収まると、アルがベッドを抜け出す音がして、窓が開く。

　そうなると私は起き出して、窓から庭に飛び出したアルを追いかけるしかなかった。アルはたいてい庭の木の柵さくにしがみついて泣いていた。

　私に見つかって少し気まずそうにする彼の小さな背中をさすりながら、私はいつも彼の動どう揺ようが収まるまでそばにいた。




　アルは本当にどんどん綺麗になっていった。村で生活するうちに、瘦せた身体にも多少の肉がつき、肌に弾だん力りよくが出て顔色に生気が出てくると、見違えるようだった。漆しつ黒こくの髪は癖くせ一つなく艶つややかで、形の美しい鼻び梁りようと珍めずらしい色の切れ長の瞳は、見る者全ての目を奪うばった。

　十歳になると私はアルと見比べられてしまうのが嫌いやで、彼を少しずつ避さけ始めた。

　蟬せみがうるさい季節だった。

　私は伯母の家に野菜を貰もらいに行った帰りで、野菜を積んだカゴを両手で抱かかえて村の小道を歩いていた。

　土がまだついた根菜たちは、重たいが日持ちする野菜ばかりなので、とてもありがたい。

「セーラ！　探したよ」

　前方からアルが走ってきた。

　簡素な着古したシャツと、土で汚よごれたズボンを穿はいていても、彼は絵になった。

「伯母さんちにいくのなら、言ってくれれば良かったのに。重いでしょ？」

　そう言うとアルは私からカゴを取り上げた。

　私はアルから少し離れて歩いた。

　アルがその距きよ離りを縮め、再び私は少し彼から離れる。そんなことを繰くり返かえしていると。

「どうして最近セーラは、僕を避けるの？」

　私はギクリとして慌あわてて口を開いた。

　あんたが美人過ぎて比ひ較かくされたくないから、とは口が裂さけても言えない。私にも多少のプライドがあった。

「さ、避けてなんかないよ」

「本当に？　……僕たち、家族だよね？」

「当たり前じゃん！　そんなの」

　するとアルはカゴを急に地面に下ろすと、私に向き直った。

　どうして立ち止まるのだろう。怪け訝げんに思う一方で、私は彼の真しん剣けんな眼まな差ざしに驚いた。

「じゃあ、僕にキスしてよ」

　なぜそうなる。私は呆あきれながらも、アルの磁器の如ごとく滑なめらかな頰ほおに唇くちびるを軽くつけた。

　だが、アルはいまだ不ふ機き嫌げんそうに私を見み据すえていた。いつになく、その淡い青の瞳が挑ちよう戦せん的だった。

「頰にじゃなく、口にキスしてよ」

「ええっ！　なんで」

「家族なんでしょう！　噓うそじゃないなら口にできるでしょう？」

　私は咄とつ嗟さに物もの凄すごく困った。いくら身内でも、母さんとですらもう口になんてキスしてなかった。この年齢で弟にキスするのって、変なんじゃないだろうか？

　別に周囲の人間に、弟と何なん歳さいまでならキスするかを確かめてみたことなどないので、断言はできないのだが。

　……まあ、そもそもアルは実の弟ではないけれど。いやいや、だとすれば尚なお更さらなぜキスしなくちゃならないんだ。

　蟬がうるかさった。私に向かって四方から様々な種類の蟬の声が押し寄せていた。

　私たちは木立の陰かげで、しばらく二人で見つめ合っていた。私は諦あきらめて言っていた。

「分かったよ。キスするから、拗すねないでよ」

　思い切って押し当てたアルの唇は少し湿しめっていて、私は破は顔がん一いつ笑しようするアルとは裏腹に、ほんの少しの罪悪感を覚えた。

「僕たち、家族だよね」

　アルはそう言うなり私に抱きついてきた。彼の頭の位置はいつの間にか私のそれをすっかり抜いていた。低い鼻をアルの肩にぶつけながら私は考えた。アルは本当に年下なんだろうか、と。

　十歳の夏の、強きよう烈れつな思い出だ。
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　アルとの毎日は、私が十五歳になったその日に突とつ然ぜん終わりを告げられた。

　春の陽ひ射ざしが暖かな誕生日の朝、早起きをすると私は森に自分で仕し掛かけた罠わなを、張りきって見に行った。

　大物とはいわないから、ウサギくらい捕つかまっていて欲ほしい。そうしたら、誕生日の晩ばん餐さんの時くらい、家族みんなで肉にありつけるんだから。

　ああ、肉。肉が食べたい。

　年とし頃ごろの乙女おとめらしい希望に胸膨ふくらませながら、森の中の獣けもの道みちを走った。

　昨日頑がん張ばって作っておいた罠のそばまで向かうと、私は思わず、あっと呟いた。なんと草木を乗せて、穴の上に被かぶせていた布が下に落ちているではないか！

　これは確実に何らかの獲え物ものが捕まっているに違いない。はやる気持ちを抑おさえつつ、穴に駆け寄った。笑みとヨダレがこぼれる期待に溢あふれた顔で、足元の穴を覗き込む。

　……穴の中には虫一匹ぴきいなかった。

　悲しいかな落とし穴の中は空で、穴の脇わきに佇たたずんでいると、後ろから突然声をかけられた。

「そこなる娘むすめ」

　驚いて振り返ると大きな馬に跨またがる男がいた。念のため辺りを見み渡わたしたが、他に娘はおろか人っ子一人いない。

　男は間ま違ちがいなく私に話しかけている。

　馬上の人物は金糸の刺し繡しゆうが煌きらびやかな赤い上衣に白のズボンを穿はき、膝ひざまである黒いブーツを履いていた。胸あてや腰に下げた長い剣けんから推察するに、どうやら騎き士しのようだ。

　男は長いマントをはためかせて私を睥へい睨げいしていた。

　こんな森の中で騎士に声をかけられるのも驚きだったが、男の美び貌ぼうにも驚きよう愕がくだった。作り物のように酷く整った容貌を見上げ、しばし思考が止まった。

　私はこれまで、世界で一番綺麗なのはアルだと思っていたが、種類の違う美がこの世には存在したようだ。

　輝かがやく黄金の髪は、波打ちながら後ろで一つに束ねられ、瞳は貴婦人の指を飾かざる宝石の緑色をしていた。

「この穴を作ったのは貴方あなたですか」

　実にいい声だった。張りと艶つやがあるのに低音で、聞いていると頭の奥おくが痺しびれそうだ。

　私は男の圧倒的な迫はく力りよくに押されて、こくこくと頷うなずいていた。

「なぜこんな危険なものを」

　男の顔が整い過ぎていて表情が読みにくいが、どうやら私は怒おこられているらしい。

「森の獣けものを捕まえて夕食にするためです」

　私が正直に答えると男はその形の良い眉まゆを寄せた。

　しかしなんだってこの騎士はこんなことを言ってくるのか。ヨーデル村ではしばしば森に罠を仕掛け、獲物を捕まえていた。村の重要な食しよく糧りよう源げんだ。これで怒られるなど、想像もしなかった。

　そもそもこの騎士は、ここで何をしているのだろう。

「危あやうく私が穴に落ちるところだったのですよ」

　私は目を見開いた。まさかここを人が通るとは思っていなかったのだ。むしろ通りかかったのだとしたら、よくぞ落ちずに助かったものだと、男に対して尊敬の気持ちすら湧わいてくる。

　もし、穴に落ちていたら、男の跨がる馬は骨折を免まぬがれなかっただろう。

「ごめんなさい。村の人はここを通らないので」

　そしてヨソ者はもっとここを通らない。

「分かればよろしい。では責任を持って直ただちに埋めなさい」

　男はそう言うと私に唐とう突とつにスコップを突つき出だした。それまで馬の背中が死角になり見えなかったが、騎士のくせにどうしてこんなものを持っているんだ。

　スコップを受け取り、私は絶句した。渡わたされたのは近所のウーリヒ爺じいさんのスコップだった。ウーリヒ爺さんは犬が三度の飯より好きで、あらゆる持ち物に犬の模様を家か紋もんよろしく彫ほり入れていた。手の中のスコップの柄えには、大型犬の横顔が彫られていた。間違いなくウーリヒ爺さんの物だ。ヨーデル村の人間なら、誰でもすぐに分かる。

　まさか、盗ぬすんできたのだろうか。

「早くしなさい。私は待ちくたびれているのだから」

　促うながされてスコップで穴の中に土を放り込み、埋め戻しながら私は困こん惑わくした。どうやらこの男は自分が落ちそうになった罠の仕掛け主を待まち伏ぶせしていたらしい。それもスコップを調達したうえで。念入りなことだ。

　馬上の男に親のカタキでも見るみたいに鋭するどい目で観察されながら大きな穴を埋めるのは、なかなかしんどい作業だった。

　おまけに男は、あちらの土を使え、とか腰の使い方がなっていない、とかこまごまとした指示を小うるさく頭上から飛ばしてきた。

　まるで土木作業の監かん督とくでもしているようだった。

「ああもう。見ていられませんね」

　苛いら立だって溜め息をつく男に流石さすがにムッとして顔を上げると、驚いたことに男が馬からヒラリと下りた。思わず私は後ずさる。

　近くで見ると思ったより若く、まだ青年のようだった。

「私に貸しなさい。貴方がやっていたら日が暮れてしまいますよ」

　そう言うなり男は私からスコップを強ごう奪だつし、自ら穴を埋め始めた。

　素晴らしいスピードだった。ほとんど力をかけずに大量の土を穴めがけて投げ込み、私が一日がかりで作った罠は見る間に元に戻されていく。

　啞あ然ぜんとする私の目の前で作業を終えると、男は秀ひいでた額に薄うつすらとかいていた汗あせを拭ぬぐった。

　私は結局全部やらせたことを申し訳なく思い、何とか詫わびの気持ちを表明して彼の怒いかりを鎮しずめようと、自家製オレンジジュースを入れた水すい筒とうを彼に差し出した。持ち合わせがこれしかないからだ。

「庭のオレンジを搾ったものです。この近くの村は庭にたくさんの果物がなるんです」

　男ははじめ胡う散さんくさそうに私の水筒を眺めていたが、再び目が合ったのでニッコリと愛あい想そ笑わらいを浮かべてみると、表情を緩ゆるめて水筒を受け取ってくれた。

　私は男がオレンジジュースを飲み下している間、気まずさを何とかしようと、自分の家の庭について話した。

「ほとんど何の世話もしなくても、果物がなるんですよ。アンズなんて、それこそ数えきれないくらい」

　飲み終えた男がジュースの味を讃たたえてくれながら、言った。

「では庭の果物は売り物にもしているのですか」

「いえいえ。収しゆう穫かくが間に合わないんです。アンズなんて、家族だけの人の手では手に負えないくらい実が木から落ちるんです。落ちて潰つぶれた実は鳥を呼んでしまって、それがまた庭を糞ふんで汚して……。だからアンズの季節になると母が落ちたアンズを、全精力をかけて拾うんです」

　男は私の身み振ぶり手て振ぶりを交えた話を、感心した様子で聞いていた。

　気をよくした私は、なおも果物の話を続けた。

　オレンジは食べても搾ってもいいし、あまり味にも外れがない。ライムは世話が楽で、勝手に四季を過ごしてくれる。意外と困るのはナシだ。味の当たり外れが大きく、加工しようにもゼリーやジュースにしにくい。私の料理の腕のせいかもしれないが。

　話し終わってから、私は急に恥はずかしくなった。騎士にとって、果物の蘊うん蓄ちくなどどうでも良いだろう。

「ごめんなさい。ペラペラ話してしまって。騎士様は興味ないですよね」

「そんなことはありません。とても面白かったですよ」

　話の内容ではなく、こんな下らないことを嬉き々きとして話す私が、面白がられたのではないだろうか。なんだかそんな気がした。

　話し終えても彼はまだ私から目を離さなかった。そして不意に尋たずねてきた。

「貴方はこの近くの村の人ですか？」

「は、はい。ヨーデル村ですけど……」

「それはちょうど良かった！」

　男は途と端たんに輝く笑え顔がおを浮かべた。私まで、ええちょうど良かったです、と意味不明に微笑ほほえんでしまいそうなほどの爆ばく発はつ的な引力があった。

「では村まで送ってあげましょう」

　えっ、と目を白黒させる私の前で男は突然屈み、私を抱え上げた。

　何をするんだ、と悲鳴を上げる私をよそに、男は私の身体を馬の背の上に軽々と押し上げた。

　おかしな体勢で押し上げられた私のせいで馬がよろめき、落馬の恐きよう怖ふを感じた私は死しに物もの狂ぐるいで鞍くらにしがみつく。どうにか姿勢を立て直し、馬から下りようとした矢先、男に下からスコップを押しつけられ、その機会を失った。

「あの、ちょっと……」

「貴方一人で乗るわけではありませんよ。少し前に詰めなさい」

　有う無むを言わさぬその口調に私は無意識に従って、鞍の後ろをあけた。

　えっ、いや、ということはつまり……。

　予想は当たり、次の瞬しゆん間かん私のすぐ後ろに男が乗ってきた。

　男の内うち腿ももが私の尻しりや腿ももに否いや応おうなく密着し、恥ずかし過ぎて顔から火が噴ふきそうだ。

「け、結構ですから！　歩いて村まで帰れま……うわっ！」

　私の発言は軽く無視され、男の掛かけ声ごえで馬が走り出した。

　スコップを片手に持つ私は鞍から滑すべり落おちそうになり、手た綱づなを握る男の腕に咄嗟に捕まった。

　かたっ！

　男の腕は硬かたく筋肉が盛り上がり、スラリとした長身からは想像できないほど太かった。貴族の次男坊ぼうがお飾りで有力貴族の家に仕えるような、名前だけの騎士ではなく、間違いなく本物の騎士だった。

　尚更こんな所に何の用があるのか。

　男は私からスコップを取り片手で持つと、馬の腹を更に蹴けり、真っすぐにヨーデル村の方向へ走らせていた。かなりの速度が出ていたので、身体があちこちに揺れて怖こわさを感じる反面、意外にも風が心地ここち良い。ヨーデル村では馬は貴重な財産だったし我が家は馬を所有していなかったので、私は乗馬の経験があまりなかった。走る馬に乗ったことがなかった私は高い位置で揺れ、風を切って進むその愉ゆ快かいさに次し第だいに興奮し、気がつくと声を立てて笑ってしまっていた。

「何をそんなに笑っているのです？」

　男が後ろから不思議そうに尋ねてきた。

「私、馬でこんなに速く走ったの、初めてです！」

「それなら、もう少し走りますか？」

　男は面白そうに言うと、ヨーデル村から遠ざかるように馬を走らせた。落ちれば危険なのかもしれないが、それよりも爽そう快かいさが遙はるかに上回った。

「面白いですか？」

「はい！　乗馬って気持ちいいんですね！」

「そんなに素直に喜んでもらえると、いつまでも走っていたくなりますね」

　スコップを持つ男の手が私の腹に回され、そのままぐっと男の方に引き寄せられる。

　安全のためだろうが、一瞬どきんと心臓が跳はねる。

　男はしばらく私のために馬を走らせてくれた後、再びヨーデル村へ馬首を向けた。

　村の建物が粗あら方かた見える位置まで駆かけてくると、男は馬を止めて口を開いた。

「あれがヨーデル村ですね？」

　近い。耳元で美声を囁かないで欲しい。

　私がそわそわと同意すると、男は馬を下り、続けて私を地面に下ろした。

「ヨーデル村にホルガーという一家はいますか？」

　一瞬喉のどがぐっと詰まった。なぜうちの名を？

　警けい戒かいしつつも私が肯こう定ていすると、男は緑の瞳を微かすかに細めて私に尋ねてきた。

「ホルガー家は昔からヨーデル村に住んでいるのですか？」

「いいえ。ホルガーさんたちは六年前に、王都からヨーデル村に来たんです」

「王都から？」

　男の読みにくい表情に、一瞬サッと得体の知れないものが走った。

「とりあえずそのスコップを所有者に返へん却きやくしてきなさい」

　ギクリとした。私が返したら私が盗んだと思われるじゃないか。

　だが穴を埋め戻してもらった手前、文句は言えない。

　男は私の顔を覗き込むと声を落として言った。

「できればまた戻ってきて、もう少し話を聞かせてくれませんか？　……思ったより早く仕事が終えられそうです」

　男はそう言うと、自分のポケットに手を入れて、財さい布ふを取り出すと私の手にお札を数枚、押しつけてきた。

　久々に見る最高額紙し幣へい……！

　まさか礼を貰えるとは思っていなかった私は、受け取っていいのか狼狽うろたえた。

　思わず男の頭のてっぺんからつま先まで目を走らせる。

　こんなに背筋が伸びて自信に溢れた男など、ヨーデル村では見かけない。男が腰に下げた剣の鞘さやには無む駄だに豪ごう奢しやな彫ほり物ものや貴石がはめられていた。

　……よく見ればいい人そうではないか。それにお金持ちなら悪いことはしないに違いない。

「また戻っていらっしゃい。更さらに上乗せしてあげましょう」

　神だ。目が眩くらむのは美貌のせいかと思っていたが、慈じ善ぜん精神が内から溢れているせいなのかもしれない。

　私は二つ返事でその場を後にすると、ウーリヒ爺さんのスコップを抱えて爆ばく走そうした。爺さんの裏庭に忍しのび込こみ、納な屋やの外がい壁へきにスコップを立てかけて、輝く騎士のもとへ舞まい戻もどった。

　スコップを返している間にいなくなっているかもしれない。そう危き惧ぐしたが、男は別れた場所にまだ立っていた。

　思わず嬉しくなって、口元がニヤリと綻ほころぶ。

　男は私が飼い主に駆けつける愛犬ばりに、脇目も振らず駆けつけると、なぜか私をひたと見つめて、しばらく口を開かなかった。

「そんなにも嬉しそうに一いち途ずに駆け戻って来てくれるとは、思いませんでした」

　お礼欲しさに走ったとバレただろうか。真っすぐ戻ったので、と説明すると、至近距離から男はなぜか熱心に私を見つめてきた。男は口角を上げて満足そうに頷いた。

「ここは人目についていけませんね。こちらへいらっしゃい」

　私は男の手に引かれて村の入口の近くにある林の中に連れ込まれた。

　男は私の手首を摑つかんだまま、言った。

「私は宮きゆう廷てい騎士団のイライアス・ショアフィールドといいます」

「宮廷騎士団って……宮廷に仕える騎士さんということですか？」

　するとイライアスは口元を歪ゆがめた。ヒヤリとする冷たい視線が私に投げかけられた。

「宮廷騎士団を知らない……？」

　知りません、と控ひかえめに首を振ると彼は興味深そうに私を見た。

「あの、騎士様はどうしてこの村に？」

　彼は質問に答えることなく、ただ興味深そうに私を見ていた。ジッと見つめられて居い心地ごこちが悪くなった私は、目を逸そらした。

　イライアスは林の木々の間から見える村の家並みを指差した。

「ホルガー家は赤い屋根の一ひと際きわ小さな家だと聞いています。あの家で合っていますか？」

　小さくて悪かったな、と私は若じやつ干かんムッとしつつ、無言で頷いた。

「ホルガー家には絶世の美少女がいるとか」

　一体それは誰のことだ。思わずおかしくなって、笑ってしまった。

「いいえ、美男子ならいますけど。あの……なぜホルガーさんのことを聞かれるのですか？」

　イライアスはつましい我が家から目を離し、ゆっくりと私に戻した。その瞳はひたと私に注がれているのに、全く表情が読めなかった。

　見つめられるうちに私は怖くなった。

　私は何かとんでもない過あやまちを犯おかしたのではないだろうか？

　見入ってしまうほど美しいその顔は、見つめているうちに背筋がぞくりと冷えてくるほど、思考の断だん片ぺんを一いつ切さい覗のぞかせない。

　イライアスは再びお金を私の手に押しつけてきた。

「とても助かりましたよ。なるべくすぐに家に帰りなさい。間もなく大軍が来るからね」

　そう言い残してイライアスは馬に跨がった。私は衝しよう動どう的に彼の足を押さえた。

「大軍って何ですか!?」

　イライアスは優しげにふわりと微び笑しようした。

「貴方が心配するようなことは何も。ただ、危ないことがないように、家の扉とびらと窓をしっかり閉めて、全て終わるまで待っていなさい」

　嫌な予感がした。

　家の中にこもっていた方がいいなんて、どんな事態が待ち受けているというのか。

　にわかに焦あせりだす私の手をそっと自分の足から離すと、イライアスは私が止める声を無視して、駆け去って行った。




　急に怖くなった私は急いで自宅に帰った。

　家に帰るとアルが庭の柵を修理していた。

　日ひ頃ごろ出稼ぎに出ていて留守がちな父さんの代わりに、力仕事は全部彼の担当になっていた。柵の前に座り込み、柵に打うち込こまれた杭くいと格かく闘とうしているようだ。

　アルは私の帰宅に気づくと、手にしていた工具を芝しばの上に置き、立ち上がってこちらにやって来た。

「随分時間がかかっていたね。……その様子だと、やっぱり何も捕まらなかった？」

　私は質問には答えず、アルの目の前でそろそろと手の平を開いて、イライアスから貰ったお金を見せた。アルがはっと息を吞む。

「こんなお金、一体どうしたんだよ!?」

　私はアルの剣けん幕まくにビクリと身体を震わせて、今いま更さらながら両手を背中に隠した。

「見たこともない騎士が森にいたの」

「騎士!?」

　私が記き憶おくを辿り、宮廷騎士団だと名乗っていたことを告げると、アルはその淡い色の瞳を驚愕に見開いて叫んだ。

「宮廷騎士団だって!?」

「知っているの？　宮廷騎士団って何？」

「王都に住んでいたくせになんで知らないんだよ。王宮に仕えるこの国最強の軍隊じゃないか」

　なぜ王宮にいるはずの最強の軍隊が、この村に来るのだ。啞然とする私と芝の上の工具を放置し、アルは家の中に駆けていった。

　アルは自室のクロゼットを開けて、鞄かばんを引っ張り出すと、自分の服を次々に中へ詰め込み始めた。急に何を始めるのだ。

　口を真一文字に結び、心なしか顔色が悪いように見える。

「……街に出かけてくるよ。何日か向こうに泊とまるから」

「泊まるって何？　どうして」

　アルが外がい泊はくをしたことなど今まで一度もなかった。鞄を肩にかけたアルは私の右手を取ると、握にぎり締しめていたお札を一枚奪った。

「……ねえアル、外に出たらダメだよ。騎士が言ってたんだから。大軍が来るから、危ないから家にこもっていろって」

「大軍!?」

　短く叫ぶとアルは私の両腕に摑みかかった。物凄い力で腕を摑まれ、いつの間にか私の手の中のお札はハラハラと床に落ちていた。

　見上げるほど高い位置にある、淡い青の瞳は驚愕に見開かれた後、徐じよ々じよに力と光を失い、それに合わせて私の腕を摑む力も弱くなっていった。力なくアルの両手が私から離れると、彼は掠かすれた声で呟いた。

「……僕が姿を消したら、セーラたちが危ない……。宮廷騎士団が動いたら最後、誰も逃にげることなど叶かなわない」

「危ないってどうして？　それになぜ急に出て行くなんて言うの」

「……きっと僕を捜さがしに来たんだ。でなければあの宮廷騎士団が村に来る筈はずがない」

　まるで宮廷騎士団をよく知っているような口ぶりだ。私たちのこれまでの生活で、そんな話が出たことなど一度もなかったのに。

　アルが、私にはさっぱり分からない話をしていた。

「ねえアル、もしかして昔のこと、何か思い出したの？」

　アルと私の視線がぶつかり、彼は絞り出すような声で言った。

「セーラは馬鹿だ。そのはした金で僕を売ったんだ」

　私は浴びせられた言葉に、激しく殴おう打だされたような衝しよう撃げきを受けた。

「一生恨うらんでやる。僕だって、セーラが姉さんだなんて思ったことは一度もないからね」

　浴びせられる憎ぞう悪おの視線と言葉に、ショックのあまり私は硬こう直ちよくした。心が抉えぐられるように痛んだ。




　やがて地じ震しんのような揺れと、地鳴りが一帯を襲った。私たちはその間も物言わず見つめ合って棒立ちになっていた。たくさんの馬のいななきと、村人たちの悲鳴。

　騒そう然ぜんとする窓の外に恐る恐る目を向けると、赤と白の軍服を身につけて騎き乗じようした大量の騎士たちが、村の道を埋うめ尽つくしていた。周囲には凄すさまじい砂すな埃ぼこりが舞い上がっていて、その軍勢がどこまで続いているのか、分からない。

「あれは何──!?」

　母さんと姉さんが叫びながら、私たちのいる部屋に入ってきた。

　騎士団はあっという間に近づいてきて、それは真っすぐにこちらを目指して来ると、私たちの小さな家を取り囲んだ。大軍が私たちの家を標的にしているのは火を見るより明らかだった。

　父さんは私の誕生日には帰宅する筈だったのだが、まだ戻っていなかった。つまり母さんは今、一人で子どもたちを守らなければいけなかった。

　ドンドンドン、と力強く玄げん関かんの扉が叩たたかれる音がし、私たちは怯おびえたように固く抱だき合あった。

　家の窓と扉を閉めていなさい──イライアスの美声が脳のう裏りにこだました。他の家ならばきっとそうしていたことだろう。だが、大軍に狙ねらわれているのが自分の家である場合は、どうしたらいい。

　やがて扉が、破られるのではないかと思うほどの力で叩かれ、母さんは観念して、私たちを部屋に残して一人玄関に向かった。

　姉さんは部屋の扉に耳を押し当て、様子を窺うかがっていた。私とアルは身体を寄せ合って、恐怖に耐たえた。猛もう烈れつな力でアルに抱き寄せられ、身体がくっついちゃうのではと思うほどだった。

　玄関の方向からは何やら押し問答が聞こえ、やがて母さんが招き入れたのか、数人の足音と声が家の中に入ってきて、それらは居間に向かった。

　しばらくの後のち、母さんが私たちの所に戻ってきた。その顔はどこか少し、困惑していた。

「アル、居間に来て。騎士団長がアルに会いたいって」

　アルが長い溜め息をついた。私たちは身を寄せ合って部屋を出て、短い廊ろう下かを渡っていった。

　居間のソファには騎士たちが三人腰かけていた。

　イライアス……！

　ソファの一番手前にいたのは彼だった。

　澄すんだ緑の双そう眸ぼうは一瞬大きく見開かれ、次いで僅わずかに非難がましい感情がそこに浮かんだ──なぜこの家に貴方がいるのか──イライアスはそう言いたげだった。

　イライアスの隣となりに座っていた中年の騎士が立ち上がり、大おお股またで私たちの前までやって来た。アルがぎゅっと私の服を握り締める。

　中年の騎士は濃こい口くち髭ひげに覆おおわれた厚みのある唇を開き、おずおずと笑顔を作った。大きな丸い瞳はどこかギラついていた。

「ずっとお捜し申し上げておりました。このような場所にいらしたとは！」

　その声はどこか興奮しているかのように掠れていた。

「殿でん下か。お迎むかえに参りました」

　聞き間違いをしたのかと思った。

　だが中年の騎士はそのまま床に膝をつくと、胸に手を当てお辞じ儀ぎをした。残る二人の騎士たちも次々とアルと、彼とぴったりくっついている私の前にやって来て、流れるような仕草で膝をつき、頭こうべを垂れた。痛いほどの沈ちん黙もくの後、アルは言った。

「何の話か、分からない」

　すると三人は顔を上げた。中年の騎士が諭さとすように言った。

「殿下の警護を担当しておりましたディディエでございます。お忘れになったなどと仰おつしやいますな。今は昇しよう進しん致いたしまして、こうして宮廷騎士団長になっております」

　どういうことなのだろう。私は信じ難がたい気持ちでいっぱいになった。

　殿下、と呼ぶということは、もしやこのアルがこの国の王子様だということだろうか……？

　我が家が拾ったアルを、いつか裕ゆう福ふくな彼の両親が迎えに来る──私はそんな子どもらしい夢物語みたいな展開を、しばしば想像したりもした。だが、まさか本当にこんな日が来ようとは、思いもしなかった。

　隣に立つアルの白い顔は、いつにも増して白く、騎士団長を見つめ返す瞳は不快そうで、強い憎悪すら感じられた。

　私は一連のこのアルの反応に幾いく分ぶんの違い和わ感かんを抱いだいた。

　アルは、記憶を失っていて、私達に拾われる前のことは一切覚えていない筈だった。しかし、初対面の筈の宮廷騎士たちを見下ろす彼は、はっきりと、私には理由が分からない嫌けん悪おの表情を浮かべていた。

　狭い我が家の居間の中で、全員がアルを見つめ、彼が口を開くのを待っていた。

「……ディディエ。貴様が団長か。宮廷騎士団は余程の人材不足なんだな」

　吐はき捨すてるように冷たく言い放つアルの発言に、私たち家族は皆みな一様に瞠どう目もくした。

　彼の今の発言はどう考えても、昔の記憶があるとしか思えなかった。

　……アルは、この六年間ずっと、私たちに噓をついていたのだろうか。

「僕は帰らない。ここにいる。……帰ってくれ」

「なりません。殿下のいらっしゃるべき場所は、王宮です。何としてもお連れします」

　騎士団長とアルは無言で睨にらみ合あっていた。

　そこには私たちには分からない、目には見えない火花が散る壮そう絶ぜつな感情のぶつけ合いが存在した。

「騎士団長様、あの、息子は本当に王子様なのですか？　この子は記憶がないとずっと言っておりましたもので……」

　母さんが話している途と中ちゆうで騎士団長は豪ごう快かいに笑いだした。

「ははははは！　ご記憶がないフリをなさればお立場を放ほう棄きできるとお考えに？　殿下のお立場はそんなに安いものではありませんよ」

　こちらの鼓こ膜まくをビリビリと振しん動どうさせる勢いで笑った騎士団長に呼応するように、アルの赤い唇は微かに震えていた。

　どう見ても彼は、自分に迎えが来たというこの展開を喜んでなどいなかった。

「息子は、……嫌がっているように見えます」

　震える声で母さんは騎士団長に抵てい抗こうしようと試みていた。母さんは拳こぶしを握り締めていた。だが騎士団長は一転して凄みのある声で言った。

「ホルガー夫人。六年前、殿下は不届き者に王宮から誘ゆう拐かいされ、ずっと行方ゆくえ知れずだったのです。助けて下さったことは感謝致しますが、ここにいて良いお方ではありません」

「ですが、こんなに急に……」

「ご夫人。表に待機させている騎士たちを、私もできれば使いたくはないのですよ？」

　母さんの表情に戦せん慄りつが走った。

　騎士団長は、アルが抵抗する場合は武力行使も厭いとわない、と言ったのだった。

　窓の外を埋め尽くす騎士たちの数に、私は絶望に近い思いを抱いた。

　アルは摑んでいた私の服からゆっくりと手を剝はがし、そっと私の身体を押おし退のけた。

「分かった。行くよ」

　騎士団長の顔に勝利を思わせる笑みが広がった。騎士たちは立ち上がると、アルの肩に軽く触ふれ、誘ゆう導どうしようとした。

「せめて夫が帰るまでは、お許しを！　今日は下の娘の誕生日なのです！」

「我々は待ちません。万一があれば私の首が飛びますからね」

　騎士団長は母さんの懇こん願がんをあっさりと流した。そのまま動こうとしないアルの腕を引いて、居間を出ようと歩きだす。

「アル！　アルを連れて行かないで」

　私はいても立ってもいられず、アルの身体にしがみついた。

「セーラ……。僕は……」

「イライアスさん！　私、お金をお返ししますから、だからアルをどこにも連れて行かないで下さい！　お願いします！」

　私は懇願しながらイライアスを見た。

　彼は感情の読めない瞳で私を見つめた後、言った。意外にも少し微笑んでくれながら。

「貴方が話してくれたことは関係ありません。今日になるか、明日になっていたか。それくらいの差しか」

　私の身体は騎士団長によって乱雑にアルから引き剝がされてしまい、そのままアルは玄関へ連れて行かれた。

　彼は扉を開ける騎士に促され、項うな垂だれたまま家の外に連れ出された。

　イライアスは後に続いて扉から出る直前、私に近づくと囁いた。

「誕生日を台無しにして、すみません」

　台無しなんてものじゃない。

　私は母さんと姉さんと一緒に、アルを追ってもつれるように玄関から外に出た。

　我が家の前に広がる光景を見て、私たちは息が止まりそうになった。

　騎乗した騎士たちが辺りを埋め尽くし、皆こちらを鋭い目つきで睨にらみ据すえていた。

　その騎士たちの間には豪ごう華かな装そう飾しよくがなされた金色の馬車があり、アルは騎士団長に導かれるようにして歩いていった。

　アルは一度も振り返ることなく、馬車に乗り込んだ。馬車はすぐさま騎士たちに囲まれ、車窓越ごしに見えるアルが、何か話そうとしたのか、窓の外に向かって身を乗り出し、口を開いた時、馬車が動き出してしまった。

　すぐに彼の姿は馬車を囲む騎士たちで見えなくなった。

　アルが連れて行かれてしまう！

　遠ざかり始めた馬車を追いかけようと、一歩踏ふみ出だした私を、母さんがすかさず両腕で抱え込み、猛烈な力で押さえた。危ないからここにいなさい、と母さんが耳元で怒ど鳴なるが、私は必死に馬車の方へ行こうとした。母さんの腕は、とても震えていた。

　私は母さんの腕の中で、どんどん小さくなっていく馬車を見ていた。まるで自分の半身をもぎ取られるような痛みと苦しみだった。

　宮廷騎士団の大軍が走り去った後、辺りに砂埃が舞う中、それまで家の中で息を殺していた村人たちが次々と外に出てきた。彼らは一様に遠巻きに私たちを見ていた。

　何が起きたのか、と困惑する村人たちの視線を浴びながら、私たち三人は玄関先に力なく座り込んでいた。




「ただいま！　父さんが帰ったぞ～！」

　朗ほがらかな帰宅宣言をしながら父さんがヨーデル村に戻って来たのは、夜だった。

　私たちがパンとスープだけの質素な夕食を食べているのを見て、父さんは背負っている荷物を下ろすのも忘れて尋ねてきた。

「あれ？　なんだぁ、今日はセーラの誕生日なのに、いつもと同じ夕飯なのか？　……アルはどこにいるんだ？」




　翌朝私が起きると、両親が居間で話し込んでいた。私は廊下の脇に立ち、居間を覗きながら二人の会話に耳をそば立てた。

　父さんは頭を抱えて、疲ひ労ろうを感じさせる声で母さんに言った。

「なあ、やっぱりこれは何か変だよ。王子様が誘拐されて行方不明だなんて話は、聞いたことがない」

　そうなのか？　国王には既にたくさんの王子や王女がいて、正せい妃ひの産む王子以外はあまり大きな話題にはならないのが常だった。

　そもそもヨーデル村にいると、王都の情報自体が入ってこなかった。

　私は漠ばく然ぜんと、アルは国王の側そく妃ひが産んだ王子の一人なのだろうと思っていた。

　父さんは狼狽える母さんに言った。

「……村長に馬を借りて、宮廷騎士団を追いかけてくるよ。大軍ならそう速く動けないだろうから、すぐに追いつくさ。ちゃんと詳くわしく話を聞いてくる」




　父さんはその後、アルと宮廷騎士団を追ってヨーデル村を発たった。

　以後の父さんの行方を知る者は誰もいなかった。
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「ホルガー先生、さよなら！」

　私に元気に挨あい拶さつをして家へと帰っていく子どもたちを、今日も笑え顔がおで送り出す。誰だれもいなくなった教室の窓ガラスに映った私の顔は、すっかり疲つかれきっていた。二十四歳さいの、隠かくしきれないお肌はだの曲がり角を、こんなふとした瞬しゆん間かんに感じる。

　教会の学校で子どもたちに勉強を教えるのは、なかなか重労働だ。

　可か愛わいくも憎にくたらしい子どもたちは、常に教師を困らせようと粗あらい計画を立て、漏もらさず実行してくれる。

　それに基本的に立ちっぱなしで教きよう鞭べんを執とるし、悪ガキたちを注意するために授業中も動き回るので、仕事が終わる夕方には心身共に疲れていた。

　仕事の帰り道、自分で自分の肩かたを揉もみながら歩き、我わが家やに辿たどり着つくと、家の前に一台の馬車がとまっていた。

　──姉さんが来ているんだ！

　私は途と端たんに嬉うれしくなって、急いで家に飛び込んだ。

　姉のマーニーは隣となり村むらの地主の長男に嫁とついでいた。たまにこうして実家に遊びに来てくれるのが、母さんと二人暮らしの私にはたまらなく嬉しかった。




　三人で食しよく卓たくにつくと、姉さんは軽く咳せき払ばらいをしてから聞いてきた。

「ねえ、セーラ。そろそろ新しい恋こい人びとはできたの？」

　美人で既き婚こんの姉にこれを聞かれるのは、結構切ないものがある。

　私が潔いさぎよく首を横に振ふると、姉さんは苦く笑しようした。

「セーラももうすぐ二十五歳になっちゃうんだから。村の女の子はほとんどが二十歳くらいで結けつ婚こんしているんだから、もう少し焦あせらなきゃ」

　焦っている。

　朝から晩まで、いや、夢の中でも焦っているから、休まる間もなくちゃんと焦っている。

　道みち端ばたにハンカチをわざと落としてみたこともある。──拾い主と恋こいに落ちる展開を妄もう想そうしながら。

　だがハンカチをいくら落としても、幸運だけは落ちていなかった。

「私も何とかしなきゃとは思っているよ」

「そう？　早く姉さんを安心させて。半年後にはセーラも叔お母ばさんになっちゃうんだから」

　姉さんはそういいながらお腹なかに手を当て、微び笑しようした。

　──叔母さん……？

　私は言われたことがすぐには理解できなかった。そして理解すると、あっと叫さけんだ。

　母さんが姉さんに代わって実に嬉しそうに報告してくれた。

「マーニーに赤ちゃんができたのよ」

　すぐには信じられなかった。というより実感がまるで湧わかなかった。だが私はジワジワと込み上げる喜びを感じながら、姉さんの肩を抱だき締しめた。

「おめでとう、姉さん！」

　ありがとう、と言い返す姉さんの表情はほんの少しの照れも含ふくんでいた。

　私は新しい家族の誕生をとても嬉しく感じたが、何より、母さんが心底喜んでいるのを見るのが一番嬉しかった。

　アルと父さんが姿を消してから、十年が経たっていた。何が起きたのかすら理解できぬまま、家族をほとんど同時に二人も喪そう失しつした我が家は、長く覚めない悪夢の中を彷徨さまよっていた。残されたホルガー家は、言葉すら出ないほどの暗あん澹たんとした空気が長らく支配していた。

　とりわけ田舎いなかの生活は男手が不可欠なので、それを失った私たちは本当に苦労した。

　ただし経済面では困こん窮きゆうすることはなかった。

　むしろ父さんが行方ゆくえ不明になってから、なぜかうちには多額のお金が定期的に送られてくるようになったのだ。はじめは父さんが送ったのかと思ったが、あまりに大金な上に毎月届くので、流石さすがにそんなことを父さんができるはずがない、と私たちは不気味に感じたものだった。

　もしやアルのこともあって、王宮が送っているのかとも思い、悔くやしさから手をつけずにいた。

　だが切せつ羽ぱ詰つまれば、正体不明なお金でも手元にあれば手を出してしまうのが人というもの。いつしか私たちはそのお金で生計を立てるようになっていた。

　お陰かげで私は一応満足な教育を受け、教師の仕事についているし、姉は近きん隣りんでは有名な地主の長男に嫁いだ。

　夫と息子を二人も唐とう突とつに失った母さんの心労は相当なものだったろう。

　しかし今、孫の顔が見られる喜びで、ホルガー家は久々に明るい雰ふん囲い気きに包まれていた。




　食後、食器を洗っていると姉さんが私に声をかけてきた。

「ねえセーラ。……もしかして、まだアルのことが忘れられないの？」

　姉さんの何気ない質問にギクリとした。私はアルの話題を出されるのが嫌きらいだった。いつまでも癒いえない傷をこじ開けられるような痛みがあった。

「セーラはアルと仲が良かったもんね。……でも、もうそろそろ忘れて、いい人を本気で探さなきゃ」

　またその話か、と些いささか食傷気味になりつつも、姉さんが本気で心配してくれているのは知っているので、嫌いやな顔はできない。

「あのね、うちの村で教師をやっているアンリっていう素す敵てきな男性がいるの。……会ってみる気はない？」

　姉さん。そんないい話があったなら、もっと早く紹介してよ。

　私の小さな胸は期待に膨ふくらんだ。

「どうしようかな……」

　少しは迷ってみせないと、がっついていると思われても癪しやくだ。一応私は小首を傾かしげて、考えているフリをしてみせた。

「何迷ってるのよ。そんな余よ裕ゆうある歳としじゃないでしょ。もっとがっつきなさい」

　正面きってもっともなことを言われてしまい、私は傾かたむけていた首を元に戻もどした。

　姉し妹まいの間に下手な小こ芝しば居いは不要か。

「わ、分かってるよ。……アンリさんに会わせて」

「じゃあ、明日また来るから、その時に連れてくるわね！　爽さわやかなとてもいい人なのよ」

　持つべきものは、金持ちに嫁いだ社交的な姉だ。姉は結婚してから、近隣の村の上流階級の中で広い人脈を築き上げていた。

　いつ途切れるかわからない送金に頼っている上に、男手を欠いた我が家にとって、地主に嫁ぐというのは、夢みたいな玉たまの輿こしだった。

　行方不明になる前、父さんはうちが貴族だということにこだわっていたが、何もかも失った今、そんな矜きよう恃じはとうに持ち合わせていない。

　貴族かどうかなど、もう誰も気にしていないのだ。何よりアンリは私と同じ職業だというではないか。きっと、縁えんがあるに違ちがいない。

　二年ぶりに私にも春がくるかもしれない。

　私はまだ見ぬアンリに、早くも勝手に運命を感じ始めていた。

　姉は食後のお茶を一いつ緒しよに飲み、ひとときの団だん欒らんを楽しんだ後、私と母さんに別れを告げた。

「いい？　明日のお昼にアンリ・グリーンさんを連れてくるから、ちゃんと綺き麗れいにお化け粧しようしておきなさいよ。二人で湖にでも行ってくるといいわ！」

　別わかれ際ぎわ、姉さんはデートコースの提案までしてくれた。

　グリーンさんというのか……。──セーラ・グリーン。

　なかなか良い響ひびきだ。私は自分が近い将来、もしかしたらセーラ・グリーンになるかもしれないという、心地ここち良よい空想にしばらく浸ひたっていた。そしてその夢ゆめ心地ごこちのまま、眠ねむりについた。




　そうして私は、あの日を迎むかえた。

　突とつ然ぜんの来訪者があったのは、気持ちよく眠っていた休日の朝のことだった。

　玄げん関かんの扉とびらがうるさく叩たたかれ、目を覚まして渋しぶ々しぶ向かうと、宮きゆう廷てい騎き士しのイライアスが、眩まぶしい笑顔で立っていたのである。

「お久しぶりです。私を覚えていますか？」

　私は一いつ瞬しゆん自分の目を疑った。この十年間、その名を忘れた日はなかった。

　イライアス。

　私の弟だった、アルを連れ去った宮廷騎士の一人だ。

　十年ぶりに見る彼かれは、以前見た時よりも少し細ほそ面おもてになり、肩先程度だった髪かみは腰こしより少し高い位置まで長く伸のばされていたが、一目で記き憶おくを手た繰ぐり寄よせられる端たん正せいな容よう貌ぼうは健在で、むしろ磨みがきがかかっていた。

　彼の背後には、いつかどこかで見た光景が広がっていた。騎き乗じようした大量の宮廷騎士が、我が家を取り囲んでいたのだ。

「貴方あなたにいい話を持ってきたのですよ」

　いい話は姉さんが昨夜持ってきてくれたから、間に合っている。

　そもそも十年ぶりの怪あやしい騎士が、どんないい話を持ってきてくれたというのか。

　まごつく私の横を通り過ぎて勝手に家の中に入ると、イライアスは居間まで進み、その途と中ちゆうで出くわした寝ね間ま着き姿の母さんは大層な悲鳴を上げた。
















　イライアスは人の家のソファに断りもなく腰かけると、長い足を組み、深く寄りかかった。そのまま向かいのソファを手で示し、私と母さんにも座すわるよう促うながした。

「単刀直入に言います。殿でん下かがセーラに会いたがっていらっしゃいます。私と王都に来て下さい」

　単刀直入過ぎて二の句が継つげない。

　私と母さんは寝ねぼけ頭の寝間着姿で、しばし沈ちん黙もくしていた。

　殿下……アルのことだろうか？

　母さんがまだ起きてから櫛くしも入れていない髪を撫なでながら、言った。

「アルは、どうしています？　あれから音おと沙さ汰たもないので、とても心配していました」

「お元気にご活かつ躍やくですよ。聞けばこちらのお宅は男だん爵しやく位をお持ちだそうではありませんか。現在の落ちぶれた境きよう遇ぐうに、殿下は大変お心を痛めていらっしゃいます。セーラ、いかがですか？　王宮に侍じ女じよとして仕えてみる気はありませんか？」

「侍女？　私がですか？　そんな、とんでもない。アルには会いたいですけど」

　するとイライアスは母さんの方を向いた。

　モジモジと座り直す母さんに向かって、イライアスは言い放つ。

「セーラは刺し繡しゆうもダンスもできないそうではありませんか。王宮へ来れば、最高の教養を身につけられます。殿下がそれをご希望なのです」

　刺繡もダンスも貴族の嗜たしなみかもしれないが、ヨーデル村では縁のないものだ。

　私は関心がなかったが、母さんは黙だまって考え込んでしまった。急にうちが貴族だということを思い出してしまったのだろうか。

　私は聞くべきことを忘れはしなかった。

「あのう、私の父は、十年前にアルを追って出て行ったきり、行方不明になってしまったのですが、何かご存知ありませんか？」

「ホルガー男爵は王宮にお勤めですよ。生活費をこちらに送っているとも聞きました」

　私たちはええっ、と叫んだ。

　心のどこかで、父さんはもう生きてはいないのではないかと思っていた。それが、王宮勤めを？　おまけに毎月送られてくる大金は、やはり父さんからだったのか？　そんなこと、全然知らなかった。

　あの鍋なべ売りの父さんが、一体どんな華か麗れいな転身を遂とげたのか。

「それが本当なら、どうして十年も父さんは連絡を寄よ越こさなかったんでしょうか？」

「直接聞いて下さい。ホルガー男爵もセーラに大変会いたがっています」

「私も娘むすめと王都に行きます。一人では心配ですし、主人に会いたいです」

「ご夫人は後日機会を設けましょう。もう一人の娘さんが近々出産予定ですよね」

　どこで調べてきたんだ。

　表情を変えずに淡たん々たんと話すイライアスにぞくりと背筋が冷えるような思いがした。

　またどこぞの村娘に札束を握にぎらせたのだろうか。

　私は小さな家に大きな圧あつ迫ぱく感を与あたえている騎士の大軍を窓の外に見ながら、小さな声で答えた。

「アルと父には会いたいですが、王宮勤めはできません。私は教師をしているんです。……そんな急なお話、困ります」

　イライアスは突然その涼すずしい目元に影かげを作り、不ふ機き嫌げんそうな溜ため息いきをついた。

　まるで聞き分けのない子どもに呆あきれた、といった様子だった。彼はチラリと窓に視線を投げた。再び私たちに戻された剣けん吞のんな目つきは、口よりも雄ゆう弁べんに語っていた。

　表に待機させている騎士たちを、私もできれば使いたくはないのですよ、と。

　嫌な汗あせが手の平に出てきた。

「殿下のご命令ですので。さあ、行きましょうか」

　まるでちょっと食事にでも誘さそうかの如ごとく軽い調子でそう言うと、イライアスはマントをはためかせながら立ち上がり、私の前に手を差し出した。私がその手を取ることを確信しているような、自信に溢あふれた挙動だった。

　私はすっかり思考が停止している母さんを見た。父さんは本当に王宮にいるのだろうか。

　侍女になるなどという提案は受け入れられないが、父さんとアルのことはこの目で確かめたかった。

　父さんはなぜ私たちのもとに帰ってこないのか。

　会って確かめたかった。私たちが、どれほど心配したか。

　アルはあれからどうしていたのか。アルとの別れ際のことを思い出すと、いつまでも深く刺ささった針のように胸の中に痛みを感じる。

　もう一度恐おそる恐おそる窓の外を盗ぬすみ見みると、待機する騎士たちの距きよ離りが先ほどより明らかに近づいていた。本当に押おし入るつもりだろうか……？

　あの時、アルは同じ状じよう況きようで何を思ったのだろう。

　イライアスは吸すい込こまれそうな強さで私を見つめながら、まだ手を差し伸べていた。

「お願いに来たのではありません。これは命令ですよ」

　私に向けて差し出されていた手が、更さらに近づいた。

　彼は私の答えを待っていた。この男に武力で無理矢理連れ去られるのは、ごめんだ。

　私にもなけなしの自尊心があったらしい。せめて自分で決断したかった。

「……侍女とやらにはなれませんが、父とアルに会わせていただけるのでしたら、ご一緒します」

　イライアスは外に大軍を引き連れているとは思えない、優ゆう雅がな所作で私の右手を取ると、玄関へ向かって歩き出した。

　いやいや、私、寝間着のままだし、顔も洗っていませんけど。

「ちょっと待って下さい。荷物くらい用意しないと……」

「身一つで結構ですよ。全てこちらで準備しています」

　言うなりイライアスは猛もう烈れつな力で出口目指して引っ張っていった。

　セーラ、とオロオロしながら母さんがついてくる。

「母さん、心配しないで。父さんとアルに会ってくるから」

　私はそのままイライアスに引きずられるようにして外に連れ出された。私たちの姿をみとめると、騎乗した騎士たちの一部が横に崩くずれて道をあけた。

　その先には一台の馬車がとめられており、私は押し込められる形で馬車に乗せられた。続けてイライアスが乗り込むと、母さんが今にも泣き出しそうな形相で見ていた。

「セーラを、娘を必ず返して下さいよ！」

　馬車の扉が閉められる直前にイライアスは言った。

「いつか、お返ししますよ」

　今、いつかと言っただろうか？

　私は走り出した馬車の窓から母さんに手を振りながら、耳を疑った。そうして母さんの姿が他の騎士たちに隠れて見えなくなるまで手を振りながら考えた。

　……もしや来月の五日いつかのことだろうか。

　きっとそうだろう。とにかくアンリ・グリーンさんに今日の昼に会うことだけは不可能だ。帰ってきたらきちんと事情を説明して、また紹しよう介かいしてもらわねば。

　帰る日をイライアスに確認する機会を失ったのは、馬車に先客がいたためだった。

　私の斜ななめ向かいには、黒くろ髪かみを短く刈かり上あげた浅黒い肌の若い男が座っていた。男が纏まとう軍服は宮廷騎士団と同じ形のものであったが、色が異なっていた。群ぐん青じよう色の詰つめ襟えりの上下に剣けんをさし、白いマントをつけたその男は、お世辞にも友好的とは言えない焦こげ茶ちや色の瞳ひとみで私を睨にらんでいた。

「私の補ほ佐さ官かんのキースです。目つきが少々悪いのですが、お気になさらず」

　目つきが悪いんじゃなく、明らかに睨んでいるんですけど。それにこんな狭せまい車内の中でじろじろ見られて、気にしないでいられるほど私は鈍どん感かんじゃない。

　自分が寝間着姿なのを意識してしまい、縮こまりながら話しかけた。

「イライアスさん、王都までどのくらいかかりますか？　……あの、アルはどうして急に私に会いたいと言い出したのですか？」

「イライアスで結構ですよ。それはご本人に聞いて下さい」

「おい赤毛。イライアス様を呼び捨てになどしたらどうなるか分かっているだろうな」

　一瞬キースが誰に向かって話しているのか分からなかった。だが赤毛は、車内に私しかいない。どう楽観視しても私のことだろう。

「キース。何という言い方をするんだ。女性に対して失礼ではないか」

　イライアスから注意を受けたキースはふん、と鼻を鳴らした。間ま違ちがいなく僅わずかも反省などしていない。

　イライアスの話によれば、途中一泊ぱくして明日の夕方王都に着くらしかった。

　彼は村を出てからしばらくすると、馬車を降りて馬に乗り、隊列の指揮を執り始めた。どうやらイライアスはこの大軍の中では一番上位にあるらしい。

　困ったのはキースと二人にされた私だった。仕方がないので、私はこの目つきの悪い男と目を合わせまいとして、一いつ生しよう懸けん命めい外の景色に熱中しているフリをしていた。イライアスは馬車に並へい行こうして走り、窓の向こうにいるので、邪じや魔まだった。彼を避さけるようにして頭を動かし、工く夫ふうしなければ視界が開けない。

「イライアス様をジロジロ見るな。減る」

　私はギョッとしてキースを見た。

　キースは眉み間けんに皺しわを寄せ、腕うでを組んで睨んでいた。

「見ていませんから」

　減るって何だ。気は確かか。

「噓うそをつけ。色んな角度から舐なめ回すように見ていたじゃないか。……ふん、女は皆みなイライアス様に見み惚とれるからな。親切にされたからって、間違ってもイライアス様に惚ほれるんじゃないぞ」

「見惚れてませんよ！　だいたいこんな大軍引き連れて寝起きの人間攫さらう人の、どこが親切なんですか！」

　すると優やさしさを微み塵じんも感じさせない焦げ茶色の瞳は、殺意すら感じる冷たさを放ち始めた。

　この男、上司に近づく女性には誰彼構わず殺意を剝むき出だしにするのだろうか。

　それとも余程の赤毛嫌いなのか。たとえば私がもし黒髪だったとしたら、この男は私に対して、おい黒毛、などと呼びかけたりしただろうか？　しないだろう。

「知らぬが仏だな。迎えに来たのがイライアス様じゃなかったら、お前は鎖くさりに繫つながれて道具にされていたんだぞ」

「……はい？」

　キースはふいっと顔を逸らすと、それきり何も言わなくなってしまった。あまりに気になる発言だったので、それはどういうことかと私が何度尋たずねても、彼は頑がんとして答えてはくれなかった。

　道具ってどういうことだろう。私はアルと父さんに会いに行くだけじゃないのか。




　私たちは途中の街で一度停まると、街中の食堂で昼食を取った。街中ではイライアスとキース、それに騎士たち五人がついていたので、人目が気になった。悪目立ちとしか言いようがない。

　夕方になると隊列は森の中の洋館の前で止まった。

　どうやら今晩はこの館に泊とまるらしい。

　そこが一体どういう施し設せつなのかさっぱり分からなかったが、ここでようやく私は寝間着を替かえることができた。少し古いデザインの服を渡されると、私は早さつ速そくそれに着き替がえて、与えられた部屋で一人過ごした。

　食事を貰もらいに行く時だけでなく、なぜかトイレに行く時でさえ、キースがくっついてきたので、私はしまいには部屋から出る気がすっかり失うせてしまった。

　まるで私の見張りでもしているみたいだった。

　翌日の朝に洋館を出発し、長々と馬車に揺ゆられていると、夕方頃には景色が一変した。建物が並び始め、ガタガタと振しん動どうする石いし畳だたみの上を走り、田舎の町にはない、大きな都の活気が窓越ごしにも見て取れる。王都に着いたのだ。

　九歳まで王都に住んでいたけれど、正直その当時暮らしていた家の間取りくらいしか記憶になかった。

　……こんなに賑にぎやかな所だったんだ。

　石造りの建物が隙すき間まなく並び、上へ高くそびえているので、圧迫感がある。人々はごちゃごちゃと道を歩き、その多さに驚おどろく。道を絶え間なく馬車が行いき交かうので、流れる時間まで速く感じるから不思議だ。




　私を乗せた馬車はやがて道みち幅はばが広く、よく整備された地域に入った。道の両りよう端はしに現れる家々は、ゆとりある敷しき地ちに建ち、それぞれ意い匠しようを凝らした建て構えで、広い庭にも手入れがよく行き届いていた。

　どうやら高級住宅街に入ったらしい。

　中でも他を圧あつ倒とうする広い土地に、白い外がい壁へきに薄うす水みず色いろの屋根を持つお城が建っていた。

　私たち宮廷騎士団の一行はその敷地内に入っていった。

　馬車は道なりにある丸い噴ふん水すいを半周して建物の前まで行くと、停止した。

　着いたぞ、と呟つぶやきながらキースが降りたのに続いて、私も馬車を出た。両りよう翼よくを手前に広げ、緩ゆるやかに弧こを描えがくその城の大きさに圧倒されながら見上げていると、馬を降りたイライアスが言った。

「王宮へはすぐには案内できません。今後は私の家に滞たい在ざいして下さい」

　家？　この城が、イライアスの家？

　家などと表現するにはあまりに規模が大き過ぎないか。

　城のようなイライアスの自宅には、私のために豪ごう華かな部屋が用意されていた。

　クロゼットの中には既すでに女性物の服が取とり揃そろえられており、引き出しを開けると化粧道具や小物の類も備えられていて、用意の周しゆう到とうさに驚いた。ふとウーリヒ爺じいさんのスコップを連想してしまった。

　イライアスは何事も前もって念入りに準備をしておかないと気が済まないタチなのだろう。

　部屋でくつろいでいると、キースがやって来て夕食だと告げ、食堂に案内してくれた。

　アーチ型の天てん井じようを持つ馬ば鹿かデカい食堂には、大きな長い食卓があった。長過ぎて、端はしと端に座れば会話ができないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。こんなに部屋が広いのだから、半分の長さの食卓を二つ並べた方がいいのではないだろうか。一つに拘こだわる理由が分からない。

　大人しく席に着いて料理をいただき始めると、キースは私から一番遠い席に着いた。

　彼は私が食べるのを、ただつまらなそうに眺ながめていた。実に食べにくい。

「あの、キースさんは食べないんですか？」

「俺おれはイライアス様が戻られるまで、お前の子こ守もりをしている」

　子守、という表現は些か引っかかるものがあったが、私は別の質問をした。

「イライアスさんはまた外出されたのですか？」

「えっ？　聞こえない」

「イライアスさんはどちらに？」

「俺はこの部屋では食べないんだ」

　明らかに会話が嚙かみ合あっていない。

　苛いら立だちながら私はもう一度同じ質問をした。

「ああ、イライアス様は王宮に報告に行かれた」

　声を張り上げるのが面めん倒どうくさい。私はとりあえず腹を満たそう、と黙もく々もくと食事に勤いそしんだ。どの料理も大層美お味いしく、私は最後の一口に至るまで、しっかりと平らげた。

「奥おく様さま。料理はいかがでしたか？　お口に合いましたでしょうか」

　食事を終えてナプキンで口を拭ふいていると、突然初老の男性に横から声をかけられた。

　私は目をパチパチさせた。

　今、奥様って言われた気がする。

　白髪しらがの男性は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべて言った。

「私はショアフィールド家の料理長をしております。今日からよろしくお願い致いたします」

　私は愛あい想そ笑わらいを浮かべて、料理を褒ほめちぎった。

　後で、イライアスに聞かねばならないことがたくさんある。




　やたらに幅はばの広い寝しん台だいに身体を横たえ、寝つけないので寝返りを何度も打ちながら、私は父さんとアルのことを考えた。

　アルに会ったら、何て言おう。アルに会えると思うと、緊きん張ちようで胸がドキドキした。

　別れた時が十五歳だったから、もうすっかり大人になっていることだろう。私が分かるだろうか？

　アルは今も、私が彼を売ったと考えているのだろうか。

　柔やわらかな枕まくらから、微かすかに羽う毛もうの匂においがする。疲れた頭を受け止めてくれる、その柔らかさと高さが心地良い。ようやく眠りにつけそうだった時、部屋の扉がノックされた。

　タイミングが悪いな、とムッとしつつ扉を開けると、イライアスがいた。

　軍服を着たままであるところを見ると、どうやら王宮から今帰宅したばかりらしい。それにしても、朝昼晩いつ見ても、嫌いや味みなほど端正な顔立ちをしている。

「お休みでしたか？　明日、王宮に行って殿下にお会いできることになりましたので、その心積もりでいて下さい」

　眠ねむ気けも一気に吹ふき飛とんだ。こんなにすぐにアルに会わせてもらえるとは思っていなかった。

　いよいよ十年ぶりに弟に会える……！

「分かりました。ありがとうございます！」

　私が丁てい重ちように礼を言うと、イライアスは満足そうに一度頷うなずき、長いマントを翻ひるがえして私に背中を向けた。しかし彼は急にぴたりと立ち止まり、振ふり返かえる。

「そう、大事なことを伝え忘れるところでした。貴方はこのたび私と結婚しましたから。……ではお休みなさい」

　はい、お休みなさい、と私も言いかけハッとした。今、驚きよう愕がくの一言を言われた気がする。歩き始めたイライアスを慌あわてて追いかける。

「結婚!?　あの、何の話でしょうか」

「貴方は当面この家に滞在しますし、貴方の安全を考こう慮りよしたつもりです。私も他人と同じ家に暮らすつもりはありませんから」

　私もアカの他人と結婚するつもりはないんですけど！

「結婚って……聞いてません！　何が起きてるのか全く分からないんですけど……」

「そうでしょうね。心中はお察ししますよ」

　私は啞あ然ぜんとしてイライアスを見上げた。

　なぜ彼はこんなに冷静なんだろう。

「だって、私はただ弟と父に会いに来ただけの筈はずではありませんか」

「繰くり返かえしますが、貴方のためなのですよ。ショアフィールド家の妻になった貴方には、流石に殿下も無体な真ま似ねはなさらないでしょうから」

　無体な真似？　アルが私に？

　……アルはやはり私を大層恨うらんでいるのだろうか。私はキースが言っていたことを思い出した。

　そう考えると急にアルに会うのが恐ろしく感じられたが、それでも私は彼に会わねばならない。覚かく悟ごはできている。

「……む、無体な真似なら甘あまんじて受けますから！　いきなり結婚だなんて、おかしいでしょう!?」

「そんな自じ虐ぎやく的なことを受け入れるより、私との結婚を甘んじて受ければ良いではありませんか」

「そういう問題じゃなく……。で、でも私も家族も何の署名もしていないのに、どうやって……？」

「我が家には昔から目をかけている教会がありましてね。たいした話ではありません」

　つまり、教会と結けつ託たくしたのか！

　だがなぜこんなことをする。田舎娘をからかっているのかと思ったが、緑の瞳は冷静そのものだし、少しも笑っていない。

　居心地悪く感じながらも、全部冗じよう談だんですよね、と尋ねた。

　だがやはりイライアスの表情はいっそ冷たさを感じるほどに、冷静沈ちん着ちやくだった。

「私は冗談で結婚などしません。……貴方にとっても良い話ではありませんか。それともヨーデル村に意中の人でも？」

　私にはアンリがいる！

　胸を張ってそう答えたかったが、何を隠そうまだ本人に会ったことすらない。でもそれはイライアスが邪魔したからだ。

「第一、貴方もそろそろいい歳でしょう」

　この男、どうやらお綺麗なのは見てくれだけのようだ。口ぶりだけは丁てい寧ねいだが、発言の内容が率そつ直ちよく過ぎやしないか。

　キースが補佐官とやらをやっているだけある。お互たがい気が合うことだろう。

　イライアスはまるで結婚してやるんだから感謝しろとでも言いたげだ。だがしかし、目の前の男はあまりに規格外過ぎる。……でも待てよ。人をいい歳呼ばわりしているけれど、明らかに私より年上に見える。もしやイライアスこそが、結婚に焦っているんじゃないだろうか。

　外見が秀しゆう麗れい過ぎて、逆に世の女性たちが近づいてこないのかもしれない。あまりにもつり合わないことが明白な男性とは、交際したいとは考えないものだ。

　社会的地位も経済力もあるようだが、さしずめ性格に拭ぬぐい難がたい問題があるのだろう。たとえば口が悪い、とか。補佐官の人格が異常だ、とか。それだ。そうに違いない。

　この外観金ピカ騎士は、アルに会わせるのを口実に、一応男爵令れい嬢じようである私に目をつけて、社会的体てい裁さいのために結婚を目論もくろんだのではないだろうか。

　そう思うと問とい詰つめずにはいられなかった。

「イライアスさんはおいくつなんですか？　私より年上かと」

「私は三十です」

　ええっ！　と咄とつ嗟さに叫んでしまった。

　六つも年上だとは思っていなかった。

　肌が女性並みに綺麗だから、若く見えるのだろう。

　狼狽うろたえながらイライアスを見上げていると、無表情だった彼は徐じよ々じよに口角を上げ、不敵な笑みを浮かべて腕を組んだ。そのまま私に数歩近づき、詰め寄ってきた。

「貴方は考えていることが実によく顔に出ますね。別に女性に不自由しているわけではありません。ただ、以前振った女性に殺されそうになりましてね。以来、女性とは一夜限りにしています」

　振った女に殺されそうになった？　大変な修しゆ羅ら場ばじゃないか。

　それにたった今結婚したらしい男に一夜限りという単語を言われるのは、なぜか後頭部を殴なぐられるような衝しよう撃げきがあった。

「とにかく、今すぐの離り婚こんには応じませんから。貴方も離婚歴を土産みやげにヨーデル村に戻る勇気などないでしょう？」

「離婚って……！　結婚だって無茶苦茶なのに。こんなの、無効にして下さい！」

「もう私たちは正式な夫ふう婦ふですよ。そんなにお嫌なのでしたら、少なくとも全て終わってから離婚を視野に入れましょう」

　私を説とき伏ふせるような口調でそう言うイライアスの緑の瞳は、場ば違ちがいなほど美しく輝かがやいていた。

　どこか軽い足取りで立ち去って行くイライアスは、私の部屋は貴方の部屋の隣となりですから安心して下さい、と意味不明な発言を残して、宣言通り隣りん室しつに消えて行った。

　とんでもない所に来てしまった。

　ふと視線を感じてバッと首を横に向けると、なんとキースが薄うす暗ぐらい廊ろう下かの先に立っていた。いつの間に。

　長い廊下を照らすのは所々に置かれた蠟ろう燭そくだけなのでハッキリとは表情が見えないが、眼光鋭するどく私を睨んでいるに決まっていたので、私は急いで自室に戻った。
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　全然、眠れなかった。「全て終わってから」って何だろう。

　快晴の空から射さし込こむ陽光が、寝不足の目に眩しい。

　私は目をショボショボさせながら、乗り込んだ馬車の中で私の正面に座るイライアスを見た。

　こちらも正視に苦しむくらい眩しかった。

　宮廷騎士団の軍服ではなく、濃こい紫むらさき色いろの下地に白い糸でふんだんに模様が縫ぬわれた派手な上下を着込み、邪魔で仕方なさそうなくらい太く、重そうな金色の指輪や腕うで輪わをはめていた。落としたら盗んでやろう。

　緩く波打つ金きん髪ぱつは白い柔らかそうな布で右耳の下で一つにされ、その布の長い裾すその先にはなぜか小さな鈴すずが縫い付けられていて、馬車が揺れるたびに、彼の胸むな元もとでりんりんと涼しげな音をいちいち立てていた。




　今朝は大変だった。

　やっと眠りにつけた早朝、突とつ如じよ五人もの侍女が私の寝しん室しつに乱入してきたのだ。彼かの女じよたちは私の困こん惑わく顔がおを意に介かいすることなく、寝間着を毟むしり取とり、代わりに矯きよう正せい下着を巻きつけて内臓が潰つぶれるのではないかと危き惧ぐするほどの力でそれを締め上げた。

　年長と思おぼしき侍女が他の若い侍女たちに矢や継つぎ早ばやに指示を与えており、それが実に的確過ぎて聞くに堪たえない内容だった。

　どこの肉でもいいから引っ張ってきて胸を膨らませろ、だの藪やぶみたいな髪がこぼれないようにきつく結ゆい上あげてピンでガチガチに留とめろ、だの高いヒールで寸足らずを隠せ、だの。

　化粧が施ほどこされて王宮を訪ねる身み支じ度たくが整った頃には、私も侍女たちも疲れきっていた。

　……でも、素敵なドレスだ。

　私は自分が着ている薄うす緑みどり色のドレスの生き地じを撫でた。胸周りが開き過ぎているのが気にはなるが、貴族たちがこういったドレスを着ているということは私も知っていた。それに、侍女たちの腕うで前まえのお陰で、奇き跡せき的に胸に谷間までできていた。

「とても良くお似合いですよ」

　はっと顔を上げると、イライアスが私を見ていた。

　ありがとうございます、と言うと私は恥はずかしくなって目を逸そらした。

「セーラ。殿下の御ご前ぜんでは、私に話を合わせて下さいね。私たちは相思相愛で結婚したことになっていますから、それを忘れずに」

　えっ……。

　どんな作り話をすれば私たちが相思相愛になれるんだ。だいいち、そんな噓をどうしてつかなければならないのだ。

「……あ、あの、どうしても結婚しなきゃいけないんですか？」

「しなきゃいけないのではなく、もうしているんですよ」

　自分の立場が弱過ぎてどう対たい抗こうすればいいのか分からない。父さんに会ったら、助けてくれるだろうか。

　やがて馬車の窓いっぱいに王宮が見えてきた。高い丘おかの頂にそびえるその灰色の王宮は、王都を見下ろすように建っていて、朝の霧きりより高く空へと突つき出でたその壮そう麗れいな姿は、天てん空くう宮きゆうとも呼ばれていた。

　四角い巨きよ大だいな建物の四方の角に、円柱型の建物がくっついた形をしており、青いドーム型の天井は青空を映しているかのように見える。

　威い風ふう堂どう々どうとした王宮の建物の周りを、灰色の大きな鳥が悠ゆう然ぜんと舞まっていた。まるで王宮を守護しているみたいに。

　丘の麓ふもとから王宮の正門まではかなりの距離があり、勾こう配ばいも強いため、辿り着くのは容易ではない。

　平民は第一の門と呼ばれる麓にある門で馬車や馬から降りて、徒歩でそこから頂上まで進まねばならない。第一の門から少し登った先には第二の門があり、下級貴族はそこから徒歩となる。その後の第三の門は中級貴族の馬を止め、上級貴族と一部の王族は第四の門まで徒歩を強しいられることはない。第五の門まで馬車で行けるのは、国王夫妻とその子女だけであった。第五の門が事実上、王宮の正門である。

　それぞれの門には門番がいるのだが、彼らは馬車に彫ほられた家か紋もんを見て、通行を許可していた。ホルガー家はその辺の平民と何ら遜そん色しよくない暮らしぶりだったから、私は第一の門で降りなくていいのだろうか、と本気で心配した。

　馬車が軽かろやかに第二の門まで通過しようとした時、私はイライアスに声をかけた。

「私はここで降ります」

「その必要はありません。私に上で待っていろと？」

　うっ、と返事に困った。更に、いまだ見上げるほど遠く高くに存在する王宮を見て、その距離にかなりの躊ちゆう躇ちよを感じた。

　正直、あそこまで坂道をのぼりたくない……。寝不足でできたクマを隠すための厚あつ化げ粧しようがドロドロになりかねないし、無理矢理履はかされた靴くつの異常に高いヒールが折れそうで怖こわ過ぎるからだ。

　私は謙けん虚きよな笑顔を作り、答えた。

「そうですよね。お待たせしちゃ、申し訳ないですから、一緒に行きます」




　私たちは第四の門で馬車を降りた。

　そこから散策程度の短い道を歩くと第五の門だった。

　第五の門の先は建物で四方を囲まれた空間が広がっていて、宮廷騎士団の騎士たちがあちらこちらに立ち、警備をしているようだった。

　彼らはイライアスが入ってきたことに気づくと一いつ斉せいに敬礼をした。何となく気まずいので私も見よう見まねで敬礼をし返してみる。だが数秒後にイライアスの刺すような冷たい視線を浴びたので、額を搔かくフリをして誤ご魔ま化かした。

　王宮の建物の入口は大きなアーチ型の扉で、常に開かれているらしく、その両りよう脇わきに宮廷騎士が控ひかえていた。

　私は生まれてから九年間を王都で過ごしたが、王宮に入るのは初めてだった。緊張と好こう奇き心しんで高鳴る胸を抑おさえ、中に足を踏ふみ入いれた。

　ヒールの足音が広い空間に響ひびき渡わたる、白い石造りの荘そう厳ごんな内部の様相は、奥おくに入っていくとガラリと雰囲気が変わった。真しん紅くの絨じゆう毯たんが廊下の真ん中に敷き詰められ、色とりどりの石や壁かべ紙がみに囲まれた明るい内装になったのだ。

　すれ違う人々は皆豪華な衣い装しようを身につけており、私は目を見張った。見慣れない女がいるせいか、彼らは私のことをジロジロ見てきた。

　何度か角を曲がった所で、私たちは廊下の向こうから歩いてくる中年男性に声をかけられた。彼はイライアスに会え釈しやくをしながら口を開いた。

「騎士団長殿どの！　お久しぶりです」

　騎士団長？

　私は驚いて隣を歩くイライアスを見た。彼は話しかけてきた男性と世間話をし始めた。

　数分でそれを切り上げると、イライアスは立ち止まらせてすまない、と私に詫わびてきた。

「イライアスさんは今、宮廷騎士団長なんですか？」

「ええ。お陰かげ様さまであれから出世したのですよ」

　なんとまた随ずい分ぶんな若造を団長に据すえたもんだ。大陸一大きいこの国最強の軍隊との呼び声高い宮廷騎士団の、その頂点に位置する男が、髪から鈴などぶら下げていていいのか。




　やがて私たちは、両開きの大きな木の扉の前にやって来た。

　扉の両端には紺こん色いろの揃いの制服らしきものを着た男たちが二人いた。彼らは背の高さほどに長い木製の棒を床ゆかに立てて片手に持ち、視線一つ動かさず直立不動で控えていた。

　イライアスが目配せをすると、彼らは即そく座ざに一度頷き、直後に手にしていた棒をドン、と強く床に打ちつけた。すると内側から扉が開かれ、両側に開かれた扉の先に、高い吹ふき抜ぬけの大きな部屋が広がった。

　イライアスに続いてその中に入ると、初めて見る素す晴ばらしい景色が視界に飛び込んできた。

　広い部屋には大きな窓が全面についており、丘の頂という立地のお陰で、眼下に美しい王都が見渡せた。三六〇度に開けたその光景は、王都を越えて遙はるかな先まで臨のぞむことができ、街並みの向こうに緑の山々が見えた。

　まるで自分が空に浮かんでいるようだ。まさに天空宮の名に相応ふさわしかった。

　部屋の奥の方には、全面に空の絵が描かれた巨大な柱が二つ並んでおり、その間の数段高くなった所に金色の豪ごう奢しやな椅い子すが鎮ちん座ざしていた。

　私は絶景に目を奪うばわれるあまり、そこに腰かけていた人物が自分に向かって歩いてきていることに、全く気がついていなかった。その人物は私の目の前まで歩みを進めてくると言った。

「セーラ！　よく来てくれたね」

　その声に目を向けると、そこにはアルとは似ても似つかない男性がいた。

　窓の外の晴れ渡る青空色の瞳を歓かん喜きに輝かせ、腰まである艶つややかな茶色の髪をはためかせ、靴の音を軽快に響かせながらその男性は至近距離に迫せまった。

　アルと同じく、大変整った容貌の持ち主ではあったが、アルの面おも影かげは全くない。それに髪や目の色が違う。更には、目の前の男性には内面から滲にじみ出でるような、明るく華はなやかな雰囲気があった。たとえ脱だつ皮ぴしていようともアルではあり得ない。

　いくら十年もの歳さい月げつが経っていても、それくらいは分かる。家族だったのだから。

　私が逃にげるように離はなれると、彼は一いつ旦たん笑いを収め真顔になった。

「私は第三王子のフィリップだ。ようこそ天空宮へ」

　第三王子といえば、上の王子が失しつ脚きやくしたため、確か次の国王に最も近いと言われている王子だった筈だ。田舎者の私ですらその名を知っていた。確か、麗うるわしの美王子様、との別名を持つ王子だった気がする。

　その有名な王子が、なぜ私を出で迎むかえるのだろう。

「はじめまして。あの、……アルはどこにいるのですか？」

「君たち家族がアルと呼んでいた人物は、もう天空宮にはいないよ」

　えっ、と反射的に呟き、私はイライアスを問うように見つめた。

「私は『殿下が会いたがっている』とは言いましたが、どの殿下とは一度も口にしていません」

　イライアスが言わんとすることが私にはまだ理解できなかった。目を白黒させたまま彼を見上げていると、イライアスは溜め息をついた。

「申し訳ありません。私は貴方を騙だまして王都に連れてきました。貴方が弟に会うことはできません」

「そう。君を呼んだのはこの私だよ」

　騙された？　アルはここにいなくて、会えない？

　私は驚愕に目を見開いて、目の前の美形二人を交こう互ごに見た。

　事態が飲み込めないのは、私が田舎者だからか。何が起きているのか全く分からない。

　騙されて宮廷騎士団長に寝起きを攫われて、勝手に結婚させられ……今、茫ぼう然ぜん自じ失しつする私の両手首を、なぜか麗しの美王子様が痛みを感じるほど力強く握り締めていた。

　麗しの美王子様は美しい微笑を浮かべて歌うように囁ささやいた。

「君は今日からここに住んでもらうよ。天空宮から出ることは許さない。アルの最大の弱点は君だからね」

「殿下。セーラは私と昨日結婚しております。そのような扱あつかいは困ります」

　イライアスの告白を受けて、麗しの美王子様はたっぷり三秒かけてその目を見開いた。

「結婚!?　イライアス、お前が？　まさか……」

「私たちは彼女が十五の時に知り合ってから、ずっと愛を温め合ってきた仲なのです」

　ねえ、セーラ、と脳のう髄ずいが蕩とろけてどこかへ流れていってしまいそうなほど、艶つやっぽく同意を求められ、私は動転しつつも話を合わせろと言われていたことを思い出した。

　イライアスに話を合わせれば、手首を放してもらえるのだろうか。

「イライアス。お前らしくもない。なぜそんなことをした」

「ただのセーラ・ホルガーとして差し出せば、殿下が何をなさるか分からないからですよ」

「それは心外だな。私は別にセーラを慰なぐさみ者ものにしよう、などとは思ったこともないぞ？」

「……慰み者にするつもりだったんですか」

　変態だったのか。私は麗しの美王子様の手をさっと振ふり払はらい、イライアスに駆かけ寄よった。

　それに呼応するかのように、イライアスが片手を私の背に回したかと思うと、次の瞬間私の顔面は彼の胸に衝しよう突とつしていた。

　──なに、何、何が起きたの!?
















　数秒後に私は状況を理解した。私はイライアスに抱き寄せられていた。

　咄嗟に手の平をイライアスの胸に当てた。だが、彼の演技に合わせた方が身の安全かもしれない、と考えた末、押おし退のけるのを思い留まった。

　すると麗しの変態王子様は私を覗のぞき込んで言った。

「弟の真実を知りたいかい？　彼は君の弟などではない。君と同い年だからね。彼は我わがイリリア王国の敵国、ガルシア王国の第二王子として生まれた」

　ガルシアの王子？　そんな馬鹿な。

　アルの年ねん齢れいは私も疑っていた。けれどそれは瑣さ末まつなことだ。私たちは彼をイリリアの森の中で見つけたのだ。そのアルが、ガルシアの王子だったなんて、あり得ない。

「この天空宮には、他国の王子がたくさんいるのを知っている？」

　イリリアは周辺諸国を圧倒する、莫ばく大だいな経済力と文化を保持している。そんな大国イリリアに王子を留学させる国は多い。だが一方で留学というのは表向きの理由で、実態はイリリアに王子を差し出す代わりに、平和を約束する人ひと質じちみたいなものなのだという。

「ガルシアとイリリアは昔から小こ競ぜり合あいが絶えなくてね。第二王子は和平協定の印に、五歳の時イリリアにやって来たんだよ。それなのに、彼が九歳になると、ガルシアとイリリアの国境線で再び戦いくさが始まってしまったんだ。その頃、ガルシアのスパイが第二王子を天空宮から本国に戻そうと連れ去った。スパイは捕とらえたんだが、肝かん心じんの第二王子が行方不明になってしまったんだ。あの時は王宮が大おお騒さわぎになったものだよ。彼の身の安全のために、敢あえて公おおやけにはされなかったから、捜さがし出すのに六年もかかってしまった」

　まさかその逃げた第二王子が、私たち家族が拾ったアルだったというのか……！

　私は出会った頃のアルを思い出した。

　私の家に来たばかりの頃、彼が夜に度たび々たびうなされていたのを思い出した。十五歳の時に迎えが王宮から来ても、彼はちっとも嬉しそうではなかった。……それはアルが人質だったからなのか。

　麗しの変態王子様は笑顔を消し、冷れい徹てつな瞳で私を見み据すえた。それは他者を見下すことに慣れた、薄はく情じようなまでに人を利用しようとする王者の顔だった。

「今ガルシア王国軍を率いているのはアルだ。彼は兄王子の急死を受けて、八年前に王太子として正式にガルシアに帰国した。そして四年前に即位して、彼は今、ガルシア王国の王だ。レスター王。それが君の、かつてのアルだよ」

　アルが、王様？

　聞かされた言葉は実感をまるで伴ともなわず、私の頭の中をただただ旋せん回かいしていた。

　レスター。──それがアルの本当の名前だというのか。

　なぜあんな大軍が私の家を取り囲んだのか。それに対する答えは、今十分に与えられた。

　ホルガー家は敵国の王を育てたのだ。

「君はレスター王──アルと、家族の中で一番仲が良かったそうだね。戦いが長期化すれば、私は君を前線に連れて行く」

　麗しの変態王子様は、軽く首を傾けて言った。

「イライアスと愛し合っているなんて、噓でしょう？」

「あ、愛し合っています！　だから、彼と引き離さないで下さい！」

　自分でも鳥とり肌はだが立ちそうな寒い台詞せりふを吐はいていた。でもこの得体の知れない王子に捕らえられるくらいなら、イライアスの方が数ミリマシだ。

　麗しの変態王子様は私の目の奥を見み透すかすような目つきで、ふうん、とだけ言った。

　彼は元々座っていた椅子に向かって、コツコツと足音を響かせながら歩いていった。そこに深く腰かけると私を真っすぐに見る。

「君には私付きの侍女になってもらう。明日から……」

「殿下。お話が違います。王女付きの侍女にさせると仰おつしやっていたではありませんか」

「ははは。記憶力がいいね。じゃあそれでもいいよ。妹は少々我わが儘ままで、侍女たちを手こずらせていてね。皆残念なことにすぐに辞めてしまうんだよ。君みたいに王宮に染まっていない女性の方が、いっそ適役かもしれない。仲良くやってくれ」

　空中に舞うタンポポの種よりなお軽い調子で、私の意思は無視されていく。

　私はイライアスの方をチラチラ見ながら口を尖とがらせた。

「侍女になるというお話は、ヨーデル村を出る時にお断りしました」

「侍女になれば王宮の礼れい儀ぎ作法をはじめとして様々なことを学べる。天空宮に留学をした気分で来てくれればいい」

　それこそまさに、留学という名の人質ではないか。




「イライアスさん、どういうことですか！　全然話が違うじゃないですか！」

　私は麗しの変態王子様との面会が終わると、廊下に出るなりイライアスに詰め寄った。

　彼は相変わらず涼しげな相好のままで、怒いかりを露あらわに彼を睨みつける筈の私は、体格と身長差から悲しいかな完全に迫はく力りよく負まけしていた。

　でもこれは、話が違うなどというレベルを超えている。

「事実を話せば、貴方は来てくれなかったでしょう？　私なりに最大限の誠意は見せたつもりです。貴方の身の安全は保障しますよ」

「誠意ってまさか、結婚のことですか？」

　誠意の見せ方が根本から間違っている。誠意どころか悪意の方が表現として相応しいのではないか。

「本当の妻としての役割を望む気はありませんよ。ただショアフィールド夫人の地位は少なくとも貴方を護まもってくれます。……戦せん況きようによっては何とも言えませんが」

　最後の一言が素敵だ。なかなか正直に言えるものではない。

　ガルシア王国軍がこの国に優位に攻せめ込こんできたら、私を晒さらして盾たてにでもするつもりなんだろう。でも……。

「私は貴方たちが期待しているような存在にはなれませんよ。アルは私を恨んでいるでしょうから」

　イライアスは幾いく分ぶん目をすがめて不可解そうな顔をしたが、意に介する様子はなかった。

　彼と私は無言で王宮の階段を下り続けた。

　階段は乳白色の石造りで、中央に青い絨毯が敷かれていた。真ん中を歩かないと絨毯を踏ふみ外はずして、石の階段に高く細いヒールがカツンと当たり、膝ひざにこたえた。

　一階まで下りるとイライアスは私にそこで待つよう指示してきた。

「貴方の父上が、今日出勤しているか見てきます」

　すぐに戻りますから、と言い残して彼は地下へと続く階段を下りて行った。

　まさか父さんに会わせてくれるという話まで、噓ではないと信じたい。でなければ極度の人間不信になってしまいそうだ。

　ツルツルとした冷たい石の手すりに寄りかかるようにして、重い溜め息をついて身体を支えた。イライアスが消えて行った地下をぼんやりと眺める。

　父さんが王宮で他の貴族と交ざって働いているなんて、在りし日の姿からは想像ができない。あの日から十年が経ち、お互いにかなり変わっている筈だ。父さんも驚くだろう。

　顔を合わせたら何て言おう。聞きたいことや話さねばならないことが、山ほどある。

　父さんがイライアスのように煌きらびやかな貴族の装しよう束ぞくを身に纏っている姿を、頭の中に思い浮かべようとしたが、なかなか難しかった。借りてきた服を着ているみたいにしかならない。

　不意に後ろから数人の女性たちが歩いてくることに気がついた。

　豪華に着き飾かざった彼女たちは、私を頭からつま先まで舐め回すように眺めてきた。

　そうしてすぐ側まで来ると立ち止まり、先頭にいる気の強そうな女性が口を開いた。

「見かけない方ね。どなた？」

　私は無難に乗りきろうと、曖あい昧まいに返答することにした。

「今日初めてこちらに参りました。セーラといいます」

　別の女性が、私ににじり寄ってきた。こちらも例に漏れず、やたらと非友好的な視線を私に投げていた。

　誰も武器など持っていないのに、身が引き締まるような危険を感じるから不思議だ。

「お前、さっきイライアス様に言い寄っていたでしょう？　見たわ」

　詰め寄りはしたが、そのことだろうか。

「イライアス様はただ一人の女に肩入れしたりなさらないわ。あの方は王宮の至宝よ。新参者が図ずう々ずうしく近づこうなんて思ってはいけないの」

　なんだか聞き慣れない単語を耳にした。王宮の至宝……？

「知らなかったなんて言わせないわよ。フィリップ殿下とイライアス様。お美しいお二人は当代の王宮の至宝よ。ここで上う手まくやっていきたいのなら、お二人と親しくなろうなんて夢にも思わないことね」

　ドッと冷ひや汗あせが出てきた。

　変態王子と詐さ欺ぎ団長に、随分ご大層なあだ名がついているらしい。私は彼らと親しくなりたいわけではない。断じてない。だが胸を張って自分の境遇をここで暴ばく露ろするのも、いかがかと思われた。とりわけ私がレスター王の義あ姉ねだということは、私や家族の安全のためにも知られるわけにはいかない。このことはイライアスにもさっき釘くぎを刺されたのだ。

　私がモジモジしていると、十代半ばと思しき少女が、隣に立つ黒髪の美人を指差して言った。

「いいこと？　今一番イライアス様のご寵ちよう愛あいを受けているのはこの、シューリよ。分かるでしょ？　身のほど知らずな真似はやめることね」

　私は驚いてそのシューリと呼ばれた女性を見た。

　ハーフアップにされた艶のある長い黒髪は波打ちながら腰まで伸ばされ、大きな青い瞳は理知的な形をしていた。白く鞠まりみたいに盛り上がる胸元の膨らみに、同性ながら目が吸い寄せられるのを止められない。

　しかし、特定の相手を作らないのに、一夜限りの関係にも寵愛を受ける当番みたいなものがあるのか。なんだか理解し難いシステムだ。あの男自体がそもそも理解し難いから、当然の産物か。

　その時階下から軽やかに階段を駆け上がる足音がした。まさか……。

　急いでどこかに逃げて他人のフリをしたいが、女性たちに囲まれていて逃げ場がない。最悪のタイミングだ。悪質な嫌がらせとしか思えない。

　そうこうするうちにイライアスは階段を上りきり、にこやかに話しかけてきた。

「皆さんおはようございます。……セーラ、ホルガー男爵は下にいらっしゃいます。行きましょう」

　そう言うなり私の手首を引いた。

　驚愕に見開かれた彼女たちの眼まな差ざしが一斉に浴びせられる中、私は逃げるように地下へと急いだ。

　やや薄暗い廊下を歩きながら、イライアスは前方に視線を投げたまま私に尋ねてきた。

「彼女たちと何の話をしていたのですか？」

「えーと、なんといいますか、イライアスさんのご寵愛が今誰にあるとか。王宮での心構えに関してご高説を賜たまわりました」

　聞いてきたくせになぜ押し黙る。

　私は無言で私の手を引くイライアスをチラチラ見ながらも、廊下の様相が変わったことが気になった。飾かざられていた美しい絵画や壁かべの装そう飾しよくがなくなり、心なしか薄暗い。貴人が行き交うエリアではなく、明らかに王宮で下働きをする者たちが専用に使うエリアだと推測された。

　父さんは、ここに？




　簡素な木造の扉の前で立ち止まると、イライアスはそれを開いた。

　大きな薄暗い部屋の中に木箱が所狭しと並べられ、その中に多種多様な野菜が山積みされていた。微かな土の臭においとひんやりとした空気が私を包つつみ込こんだ。

「セーラ……」

　ゴン、と重量感ある音を立てて何かが床に落ちる音がした。

　──父さん……！

　斜め向かいに、父さんが立っていた。記憶の中の父さんより目め尻じりが少し下がり、小こ皺じわが増え、それとは対照的に髪が薄くなってはいたが、そこにいるのは紛まぎれもなく私の父だった。

　父さんと私はしばし見つめ合い、数秒の後にどちらからともなく互いの距離を縮めようと動きだし、父さんは自分が先ほど取り落としたばかりのジャガイモに躓つまずいて、見事にすっ転んだ。

　心配、悲しみ、驚き、怒り。

　並べてしまえば単純な言葉だが、今まで父さんに抱いていた長年に亘わたる複雑な感情は、十年も経つのに見慣れた感じがする肉親の顔を前に、全て押し流されてしまった。私の胸中を埋うめ尽つくすのは、十年ぶりに会ってもなお変わらぬ愛情だけだった。たとえそれが床に強打した膝を呻うめきながら摩さする、間ま抜ぬけな姿だったとしても。

　私は父さんを助け起こした。

　父さんは娘との久しぶりの再会に感激したのか、もしくは膝が余よ程ほど痛いのか、目に涙なみだを薄うつすら浮かべていた。

「セーラ。会いたかったよ。今まで連絡できずに本当にすまなかった。……ここで雇やとってもらう代わりに、お前たちと連絡を取るのを禁止されたんだよ。……セーラももう聞いたんだろう？　アルは、私たちの家族だったあの子は、ガルシア王国の王子だったんだ」

　私はこくこくと頷いた。

「十年前、宮廷騎士団に追いついた父さんは、しつこく騎士団を問い詰めた結果、口止めのために殺されそうになったんだ」

　そこまで聞くとゾッとした。強こわ張ばる私の表情に気づいて父さんは優しく微笑ほほえみ、私がほんの子どもの時にそうしたように、ポンポンと私の頭を叩いた。

「必死に命いのち乞ごいをしたら、王宮を一歩も出ないで下働きをすることと、アルの件を口外しないことを条件に、破格の給きゆう与よで雇ってもらえたんだ。……父さんは稼かせぎが悪かったからね。お前たちにたとえ会えなくても助けになれるなら……と思ったんだ」

　私はイライアスを睨んだ。

「どうして父さんと私たち家族を引ひき裂さいたんですか？」

　イライアスは壁に寄りかかりながら、緑の瞳をどこか面倒そうに私に流した。

「会えばレスター王子の話が漏れるからです。家族全員でこの境遇になりたかった、と？」

　すると父さんは私を宥なだめるように落ち着いた声こわ音ねで続けた。

「今は父さん、王宮の調理場で働いているんだよ。出で稼かせぎ暮ぐらしの間の自じ炊すいがこんなところで役に立つとは思わなかった。それに、父さんの鍋が王宮で使われる日がくるなんて、夢にも思わなかったよ」

　乾かわいた笑い声を立てた後、父さんは真しん剣けんな眼差しになって私に尋ねてきた。

　母さんとマーニーはどうしているか、と。

　私は父さんがいなくなってから我が家に起きた出来事をひとしきり話した。その間、父さんは目に涙を溜ためて口を真一文字にきつく結びながら、うん、うん、と頷いていた。

　それは単純な相あい槌づちではなく、自分をどうにか納なつ得とくさせるためのものに見えた。父さんは理り不ふ尽じんに離された家族との距離と時間を、自分の送金のお陰で無事に成長し、うまくやってこれた娘たちの話を聞いて、なんとか我が慢まんしようとしているのではないか──。私にはそんな風に見えてならなかった。

　姉さんに赤ちゃんができたことを教えると、父さんの濡ぬれていた目から、ついに一筋の涙が流れ落ちた。

「ねえ父さん、母さんに会ってあげてよ。お願い」

「できないんだよ、セーラ。状況は悪化しているんだ。ガルシア王国と戦争が始まってしまったし、今やアルはあちらの王だ。もう父さんはお前たちに会うのを諦あきらめていたんだ。まさかこんな形でお前と会えるなんて、思いもしなかった」

　それは私も同じ気持ちだった。

　そして私には父さんが考えたことも理解できた。母さんと姉さんがガルシア王を育てたとバレれば、二人を守ってくれる人は誰もいないのだ。父さんは母さんと姉さんを守りたいんだ。

　でも、私はもう一つ言わなきゃいけないことがあった。

　私はイライアスに一瞬視線を投げた。彼はいつの間にか手に持っていた人にん参じんの、フサフサとした葉を気まぐれのように指先で撫でていた。

　私は父さんに今一歩近づき、声を落として囁いた。

「父さん、私ね」

　その時、何の前まえ触ぶれもなく乱暴に背後から肩を抱き寄せられた。イライアスのその唐突な動作のせいで、私は忌いま々いましいほど高いヒールによろめき、倒たおれ込みそうになる。

　そんな私をイライアスの力強い腕が抱きとめ、私は彼の胸の中に押しつけられた。私の首筋にイライアスの髪が触れたかと思うと、彼は私を抱きすくめたまま、私の耳元に唇くちびるを寄せてきた。そうして小さな声で素す早ばやく耳打ちしてきた。

「ホルガー殿は昨年、大きな病気をされたのですよ。まだ本調子ではないホルガー殿にこれ以上、心配をかけてはいけませんよ」

　父さんが病気？

　全身にどっと冷や汗が出てきた。イライアスは私が父さんに言おうとしたことが、分かったのだろうか？

　ねえ父さん、私この見知らぬ騎士団長と勝手に結婚させられたの。変態王子の妹の侍女をさせられそうなの。助けて。と。

　自分の一身上に起きている出来事が突とつ飛ぴ過ぎて、口にするのが憚はばかられるほどだ。

　私は抱き寄せられていた身体を解放されても、硬こう直ちよくしたままだった。

　父さんに相談した方がいいだろうか。それとも……。

　父さんは戸と惑まどった様子で私に言った。

「病気といっても、たいしたことないし、今はもう治っているから心配いらないよ。セーラ、それより……お前までこちらに来ることになって、父さんはお前と、村に一人残された母さんが心配だ。その、私たちは今や人質みたいなものだからね」

　みたいなんてものじゃない。れっきとした人質だ。

「ガルシア王国軍とイリリアの国境警備隊が衝突し始めたと耳にして、嫌な予感はしていたんだ。騎士団長殿から聞いているよ。セーラも王宮で働くように命じられたんだろう？　お前はアルと一番仲が良かったからね」

　こんなことになるんじゃないかと思っていたんだ、と絞しぼり出だされた父さんの声は苦く悩のうに満ちていた。

「父さん……私、こんな所で働きたくない。それがだめなら、せめて父さんと暮らしたい」

「できるならそうしてあげたいよ。でもね、セーラ。ここでは権けん威いや後うしろ盾だてといったものが非常に重要なんだ。父さんなんかといたら、かえってお前のためにならない。聞いた話じゃ、騎士団長殿が身元保証人になって下さるそうじゃないか。大貴族ショアフィールド家なら間違いない。父さんを助けるように当時の騎士団長に進言して下さったのも、ここにいるイライアス・ショアフィールド様なんだよ」

　イライアスが父さんの命の恩人？

　意外な事実を知らされてまた振り返ると、イライアスは私と少しの間目を合わせただけで、何も言わなかった。

「このお方は国王陛下からも、そして次の国王におなりになるであろうフィリップ殿下からもご信しん頼らい厚い、頼たより甲が斐いあるお方だよ」

　私を安心させるようにやたらと褒めちぎる父さんに、イライアスが口を開いた。

「ありがたいお言葉です。報告が遅おくれてしまいましたが、実はセーラの立場を強固にするために、私との婚こん姻いんを昨日済ませてあります」

　父さんの表情が固まった。

　無理もない。

　薄暗い部屋の中ですら、明らかに顔色が悪くなって見える父さんは、掠かすれた声で言った。

「……ああ、そんな。まさか……。田舎者のこのセーラに騎士団長殿の奥様など、到とう底ていつとまりません！」

　父さんの目からは私に再会できた喜びがすっかり失せ、代わって強い困惑の色が浮かんだ。

　父さん！　もっと言ってやって！

　できれば強気に恫どう喝かつして欲ほしい。娘はやれません！　と。

「ホルガー殿、ご心配なく。私は武人ですので、貴族然とした社交などはセーラに望みません。必要な立ち居振ふる舞まいなど、王宮に勤めていれば間もなく身につきましょう」

「騎士団長殿……。そんな……、どうかご慈じ悲ひを。セーラを妻になど……なぜです。ど、どう見ても、考えても不ふ釣つり合あいではありませんか」

　先ほどまで褒めちぎっていたのは何だったのか、と首を傾げたくなるほど父さんは狼ろう狽ばいしていた。身分違いの男と自分の娘が結婚させられたことからくる、焦りや恐きよう縮しゆくといった感情と、少しの怯おびえが手に取るように伝わった。

「セーラはまだまだ未熟者です。王宮の至宝と名高い騎士団長殿と鍋売りの娘では、ちぐはぐが過ぎるではありませんか」

「その下らないあだ名をホルガー殿までご存知だったのですか。……ホルガー殿。いえ、義ち父ち上うえ。セーラは私が責任を持ってお預かりしますからご安心を。戦が終われば里帰りもさせますので」

「ちょっと！　それどういう意味ですか？　まさか戦が終わるまで村に帰れないってことじゃないですよね!?」

「セーラ、なんて口のきき方を……！」

　父さんは骨の髄ずいまで震ふるえ上あがっているような声を上げて、私とイライアスを交互に見た。

　対するイライアスは悠然としていた。

　手に持つジャガイモを無意味に右手から左手、そして左手から右手に持ち替えながら、父さんは眉まゆ根ねを寄せて気の毒なくらい動どう揺ようしていた。過呼吸にでもなるのではないか、と不安になるくらい浅い息を繰り返している。

　私は改めて、十年ぶりの父の姿を見つめ直した。

　どう見ても貴族には見えない。調理人である事を示す白い上うわ掛がけの下に着ている服は、平民のもの。ただあの日から十年歳を取った私の父がそこにはいた。

　父さんは、やはりあの父さんだった。

　しがない料理人である父さんが、宮廷騎士団長のイライアスに向かってできることなどないのだろう。

　私は期待していたことが脆もろくも崩れ去ったのを感じた。結局どうすることもできないのだ。

　父さんとまた会う約束をしてから、私は王宮を出た。私は頻ひん繁ぱんに父さんに会いに行きたかったが、父さんはそれをやんわりと断ってきた。男爵である筈の父が王宮で下働きをしていると知られたら、私が他の貴族令嬢である侍女たちにいじめられる、と言うのだ。
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　結局事態はイライアスの目もく論ろ見み通どおりに進んでいた。

　私は無力感のあまり、王宮からイライアスの城みたいな屋や敷しきみたいな、馬鹿みたいにデカい家に帰る馬車の中で、呆ぼう然ぜんと車窓を眺めていた。

「疲れましたか？」

　向かいに座るイライアスの無む駄だな美声が私の神経を逆さか撫なでした。

　疲れているに決まっているじゃない。

　とんでもないことに人を巻き込んでいる自覚は、この男にはないのか。

　私は一いち念ねん発ほつ起きし、身体の隅すみ々ずみから力と勇気をどうにかかき集めて抵てい抗こうを試みた。

「あの、やっぱりどう考えても私と宮廷騎士団長様が結婚っておかしくないですか？　っていうか、おかしいです。考え直してくだ……」

「存外しつこいですね」

　ピシャッと冷や水を浴びせられた気がした。しつこい？　し、しつこい!?

　そんな非難を私がされなければいけない状況だろうか？

「もう一度その話題を切り出したら、場を問わず既き成せい事実を作りますから黙りなさい」

「えっ？　き……」

　冬場の湖にでも投げ込まれたみたいに、瞬しゆん時じに全身の筋肉が緊張した。

　──今何て？

　いや、聞こえてはいたけれど。一言一句耳に入ってくれたけれど。……理解したくない。

　既成事実……。場を問わずってのが輪をかけて恐ろしい。それにしては物もの凄すごく冷静な顔で言われたんだけど。とりあえず黙っておいた方が賢けん明めいそうだ。

「……呼吸まで止めろとは言っていませんよ」

　指し摘てきされてやっと気づいたが、どうやら私は息をするのもやめてしまっていたらしい。慌てて息を整えた。

「あの、宮廷騎士団長様」

「なぜ呼び名が後退しているのです。そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな。イライアスで結構」

　いやでも、他人なんですけど。私たちは多分きっと確実にほぼ他人です。

　よく考えると私この人の趣しゆ味みも特技も知らないし。しかも呼び捨てにしたら補佐官とやらに殺されそうだし。そう言えば今日はまだあの補佐官に会っていないな。もちろんちっとも会いたくなんてないけど。

　私は父さんから聞いた話をもう一度頭の中で反はん芻すうさせてから、イライアスに尋ねた。

「イライアスさん、父さんが宮廷騎士団を追いかけたあの日、何があったんですか？」

「概おおむねホルガー殿が言っていた通りですよ。私たちは、レスター王子が長らく行方不明になっていたことを、なんとしても伏せたかったのです。無論、彼を奪だつ還かんしようとして失敗したガルシア王国側は気づいていましたが。国民に我が国の失態は知られたくなかったのです」

　イライアスは宮廷騎士団に追いつき、当時の騎士団長に縋すがりつく父の様子を思い出しながら語ってくれた。余計なことに首を突つっ込こみ、騎士団の進行を阻はばむ父は、状況からすれば、いつ斬きり殺ころされても不思議ではなかったのだという。

「けれど、私たちは貴方の父上が恐ろしかったのです」

「恐ろしい？　あの父さんが？」

「爵しやく位いを持つ貴族の筈なのに、平民の服を纏い……大小様々な鍋を防具代わりに胴どう回まわりに巻いて、騎士団に乗り込んできた姿が、ただ恐ろしかったのです。」

　鍋たちを身体に巻いて、仁に王おう立だちする父さん。どう考えても、恐きよう怖ふの対象にはなりそうもないけれど。

　反応に窮きゆうする私を見かねたのか、イライアスは説明を付け加えた。

「あれが没ぼつ落らくした貴族の末路かと思うと、私たちには他ひ人と事ごととは思えなかったのです」

　何だか分からないが、胸が締めつけられたみたいに切なくなった。

　恐怖という名の珍ちん妙みような同情を買ったらしい父さんは、斬り殺されずに済んだのだという。でも父さんは騎士団長の許しなく王宮から出てはならないのだそうだ。




　部屋に戻ると、私は窓まど際ぎわに置かれた机の引き出しを急いで全部開けて中を確かめた。期待通り、そこには一通りのレターセットが入っていた。焦りから震える手で、便びん箋せんを取り出して机き上じように広げ、ペンを走らせる。

　父さんに聞いた話を、そして自分が巻き込まれている事態を洗いざらい紙面に書き連ね、母さんの宛あて名なを書いた封ふう筒とうに入れた。母さんは今いま頃ごろ心配でたまらない筈だ。

　アルと父さんのこと。それに頭のおかしい騎士団長と無理矢理結婚させられて、変態王子の妹の侍女をやるから、当分帰れないかもしれない。それだけ書けば、十分だろう。

　それだけとはいえこんなものを読んだら、母さんが心労で倒れやしないかと気を揉んでしまう。

　私は手紙を書き終えると、屋敷の中をそそくさとウロつき、なるべく地位の低そうな侍女を探した。目についたのは、廊下のモップがけをする侍女で、急いで彼女に駆け寄る。

「ねえ、お願いがあるの。後で郵便所にこの手紙を持って行ってくれない？」

　びっくりしている様子の彼女の手に、手紙と一緒に数枚の紙し幣へいを押しつけた。

　それはかつてこの屋敷の主に渡された最高額紙幣。

　罪悪感と後こう悔かいから、私はずっとそのお金にだけは手をつけることができなかった。それを使うのにはまたとない機会だろう。

　彼女がこくりと頷き、受け取ってくれたので私はすぐに部屋に戻った。すると部屋に戻って少しも経たないうちに、扉がノックされた。

　微かに緊張して扉を開けると、そこには今日初めて見るキースが立っていた。

「昼食ができた。イライアス様は食堂で既にお待ちだ。行くぞ」




　キースはマントをはためかせ、後ろも確かめずに廊下を歩き始めた。そのかなりの速度に、私は半ば小走りでついていかねばならなかった。足の長さの差を考慮して欲しい。

　おまけに私はまだ例の高いヒール靴を履いていたので、足は痛いわバランスは取り辛づらいわで、彼についていくだけで一苦労だった。ヨタヨタと小走りする私をやっと怪け訝げんそうに振り返ると、キースは言った。

「……その靴、まだ履き替えてないのか」

「すみません、時間がなくて」

「時間がない？　ここに帰って来てから何してたんだ、あんた」

　手紙をコッソリ書いてたんですよ。とは言えない。




　通された食堂は昨日夕食をいただいた食堂とは別の部屋だった。この屋敷には食堂が複数あるらしい。何のために……。貧びん乏ぼう人にんにはちょっと理解できない。

　昨日の食堂よりはこじんまりとした広さだったが、それでもこの中にヨーデル村の我が家がまるごと収まってしまいそうだ。八人くらいが座るのにちょうど良さそうな大きさのテーブルが中央にあり、何かの書類に目を通しているイライアスが奥に座っていた。

　イライアスはゆったりとした白いシャツに灰色のズボンを穿はき、くつろいだ様子だった。

　胸元には親指大の縦長の金色のメダルが下げられていた。

　彼は私がキースに連れてこられるのをみとめるや、微笑を浮かべて自分の向かいの席を指差した。そこに座れということらしい。

　侍女が現れ、透とう明めいのボウルを私の斜め向かいに置いた。ボウルには水がはられていて、水面に紫や白の花弁が浮かび、ゆらゆらと揺れていた。……なんだろう、これ。

　テーブルには燭しよく台だいや花々が活いけられた花か瓶びん、それにたくさんの食器やカトラリーが並べられていた。何が入っているのか分からない磁器製の箱もあった。

　それにしても面倒くさい。家で昼食を取るのに、なんだってこんなに仰ぎよう々ぎようしい準備があるんだろう。

　私は運ばれてきたパンに手をつけた。外側はパリパリとしているのに、中はしっとりとしていて、とても美味しい。

　しかし手で千切るとパラパラと大量のパン屑くずが落ちて、皿やテーブルの周りを汚よごした。ちらりとイライアスを盗み見ると、不思議なことに彼も同じように千切って食べているのに、全くテーブルが汚れていない。

　顔を上げるとイライアスと目が合い、滲むような笑顔を浴び、一瞬硬直しそうになった。

　──そうだ。彼について質問しよう。趣味や特技くらいは知っていないと、相思相愛で結婚したなんて噓はすぐにばれてしまうだろう。

「あのう、ご兄弟とかはいらっしゃるんですか？」

「私に興味が？　姉と、弟がおります」

「こ、このお屋敷にお住まいですか？」

　まだ挨拶もしてないけど。

　屋敷が広大過ぎて、同じ屋根の下にいても探し回らなければ会うことができなそうだ。

「私はここには妻と二人で住んでいます」

　フォークにさしていた付け合わせの野菜が、どさりと皿の上に落下し、ソースが飛び散った。

　ええと、妻とは、私のことだろうか。それとも天下の宮廷騎士団を束ねる長には、妻が別にいたりするんだろうか。別に私はそれでも構わないけれど。

　無意識にきょろきょろと辺りを見回す。すると呆れたような声をかけられた。

「誰を探しているのです。貴方のことですよ」

　やはりそうか。安心すべきなのか、ガッカリすべきなのか。

「ご両親は……」

「今は北にある領地に住んでいます。少し落ち着いたら、会いに行きましょう」

　是ぜ非ひ遠えん慮りよしたい。行きがかり上娶めとった妻です、とか紹介されてもお互い困るだろう。

「ここの料理は口に合いますか？」

「はい。とても美味しいです。長くいたら、太れそうです」

「貴方はもう少し肉づきを良くした方がよろしい」

　どうにもこうにも失礼な男だ。私はふと、王宮で出会ったシューリたちを思い出した。皆さん、出るべきところがきっちりと出ていて、それでいて首や腰はとても細かった。断言できるが、私がたくさん食べても尻しりや腹が出るだけで、あんな風にはなれない。

　私は皿の上の最後の野菜と一いち抹まつの虚むなしさを嚙み締めながら、ボウルに張られた水を見た。

　浮かんでいるのは何の花だろう。確かめようとボウルに手を伸ばし、顔に近づけて涼しげな水面を見た。

　不意にその上に大きな手が被かぶせられた。

　驚いて顔を上げると、イライアスが立ち上がってこちらに腕を伸ばしていた。長い腕だ。ここまで届くとは思わなかった。

「飲まないで下さいね。手を洗うためのものですから」

「み、見ていただけですから！」

「そうですか。それは良かった」

　私は消え入りたいくらい恥ずかしくなりながら、ボウルを元に戻した。

　イライアスはそのまま食卓を回り、私のすぐ横まで来ると、私が座る椅子の背に両手をかけ、ぐるりと回した。私はイライアスと向かい合う形になった。彼の腕の距離分しか離れていないので、不覚にも心臓が鼓こ動どうを速くする。手を椅子から離して欲しい。

　周囲を窺うかがうと、さっきまでいた筈の侍女たちがいない。手て際ぎわ良く追い出したのか。

「明日は、一緒に王宮へ行きますが、王女様と会われてから先は、貴方は一人になります。十分気をつけて下さい」

　私は条件反射のようにこくこくと頷いた。

　だが意に反して、イライアスの緑の瞳は急に冷たい色を帯び、すがめられた。

「本当に分かっていますか？　注意した先から貴方は約束を破ってくれたようですが」

　私の目の前に、封筒が突きつけられた。一瞬のうちにそれが何か分かり、血の気が引く。私がさっき母さんに書いた手紙ではないか。

「推すい敲こうして機密事項は黒く塗ぬり潰しておきました。それにしても貴方は誤字脱だつ字じが多いですね」

　怒りなんて湧く余地はなかった。

　均整の取れた長身の騎士団長に覆おおい被かぶさるように見下ろされ、恐怖を覚えない人間なんていないだろう。それに美形が睨むと独特の凄すご味みがあった。私は指先から冷たくなり、怖くて震えそうになるのをどうにか堪こらえた。

「貴方の母親は長女に話し、長女は夫に話すでしょう。貴方は遠くに住む母親の口に戸を立てることはできないのですよ。どうか穏おん便びんに貴方を守らせて下さい」

　触れそうなほど近くにいるイライアスの目からどうにか目を逸らすと、何気なく彼の胸元にぶら下がるメダルに焦しよう点てんを合わせた。

「先ほどから随分これを気にしていますね。そんなに気に入ったのならあげますよ」

　イライアスはメダルを摑つかむとそのまま引き下ろし、金色の鎖を引き千切ってしまった。切れた鎖は彼の手の中のメダルの上部につけられた輪から、涼しげな音を道連れに床へと落ちた。私は硬直したままそれを眺めていた。

　イライアスは手の平を閉じ、メダルを軽く一度握ると、再び手を広げた。

　何が起きたのか分からなかった。メダルは真ん中で曲がり、半分ほどの長さになっていたのだ。なんて怪かい力りきなんだ。

　試ためしに震える手で取ってみると、メダルはやはり硬かたく、ちょっとやそっとでは曲げられそうにない。

　そのままイライアスの手が私の首に伸ばされ、そっと触れた。

　──殺される!?

　なぜか私はそう思った。メダルをいとも簡単に曲げられる男にとって、私の首を折ることなど造作もないだろう。だが彼の手はするすると上へ向かい、私は顎あごを軽く摑まれると上向かされ、視線を合わすことを強制された。

「……それとも貴方は、フィリップ殿下の方がお好みでしたか？」
















　返事ができなかった。どちらがマシだったか、確信が持てなくなったからだ。

　イライアスは私から手を離すと呟いた。

「変態王子と頭のおかしな騎士団長、ですか」

　しまった。母さんに宛あてた手紙にそんなことを書いたっけ。

　的確な表現だ、とイライアスが自じ嘲ちよう気ぎ味みに囁くのを上の空で聞いた。

「私が怖いですか？　ならば二度と妙みような画策はしないように」

「は、はい」

「私は今から出かけます」

「へ？　あ、はい」

「帰りは遅おそくなります」

「ご、ご勝手に……」

「……」

「い、行ってらっしゃいませ」

　イライアスはしばらく私を見つめた後、くるりと背を向けて出口に向かって歩き出した。

　彼が消えて行った扉を私は椅子に座り込んだまま長いこと凝ぎよう視ししていた。

　机に置きっぱなしにされた母さん宛ての手紙に目を走らせると、アルについて書かれた箇か所しよがきっちり塗り潰されていた。更に誤字脱字や文法上の誤りがある部分に赤く下線が引かれ、几き帳ちよう面めんに説明が朱しゆ書がきされていた。ご親切なことだ。教師みたいな男だ。

　やられたこちらが本職の教師なのだから、立場がない。大急ぎでしたためたから、仕方がないじゃないか。

　恐らく最も添てん削さく騎士様のご不興を買ったのが、私がショアフィールドのつづりを間違えた箇所らしかった。一ひと際きわ目立つ大きな字で訂てい正せいがされた上に、小さくお綺麗な字でショアフィールドという名前の由来について、「つづりを覚えやすくするための補助的情報」である旨むねを明記した後に長々と書き連ねられていた。この情報を覚える方が、つづりを覚えるより大変そうだ。

　──部屋に戻ろう。

　痺しびれたような頭で立ち上がると、数歩進んだ所で靴の下でジャリっと音がして何かを踏んだと気づいた。靴を退どけるとそこにはメダルから落ちた鎖が転がっていた。

　何気なくそれを拾い上げると、両手に鎖とメダルを持ってぼんやりと考えた。留め金に刻印された、材質を示す細かな字を目を凝こらして確かく認にんすると、どうやら純金製のようだった。

　母さんが簞たん笥すの奥深くに大事にしまっていた金のネックレスですら、純金製ではなかったのに。純金だとあまり丈じよう夫ぶじゃないから、少しくらい混ぜ物がされている方がいいのだ、と母さんが強がっていたのを思い出した。

　イライアスは私にくれると宣言したのだ。ありがたく頂ちよう戴だいしてやろうではないか。

　切れた鎖を修復する技術もツテも残念ながら持ち合わせていない。私は無残な塊かたまりと化したメダルの穴に鎖を通すと、千切れた鎖の端と端を手で紐ひものように結んだ。

　元々イライアスが首にかけてもゆとりある長さだったそれは、頭から被るとどうにか私の首にも提さげられた。

　それはイライアスに対する私のささやかな反はん抗こう心しんだったのかもしれない。




　部屋に戻るとキースがやって来た。

　彼はイライアスに命じられて、私に王宮のしきたりについて説明をしに来たのだと言う。

　部屋の戸口から動こうともせず、彼はさも不本意そうにその任務を開始した。

「いいか？　メリディアン王女は侍女を困らせることを生き甲斐にしている我儘女だ。振り回されるな。第三王子は自分に落とせない女はいないと自覚している。歩く女捕ほ獲かく器きみたいな王子だからうまくあしらえ。他の侍女たちには波風立たないよう、適当に持ち上げて従っておけ。以上だ」

　なんて口が悪いんだ。王宮の人間が聞いたら卒そつ倒とうしそうだ。

　しかも少し簡潔過ぎやしないか。明日から初めて王宮で働く人間に対して、もっと丁寧に説明しておくべきことがあるのではないか。

　私は念のため更なる情報の開示を促した。

「ああ、大事なことを忘れていた。第二王子の母親は五年前に失脚した大貴族ジマーマン家の娘だ。あの王子と関わると厄やつ介かいだから避けろ。というか会うな。イライアス様の逆げき鱗りんに触れるぞ」

　私は無意識に胸元のメダルを触さわった。逆鱗に触れたらきっと私がこのメダルになるのだろう。

「おい、そのネックレスはまさか……」

「はい。イライアスさんから貰もらいました」

「なっ……！　あんた、……やるな」

　軽い驚きと妬ねたみが混ざった、キースの複雑な表情が私に向けられた。

「……欲しいのなら、あげますよ。鎖が切れていますけど。この独創的な形はイライアスさんに元に戻してもらった方がいいと思いますが」

　怪力だからこれを直すのくらい朝飯前だろう。

　よいしょ、とネックレスを外そうとすると、キースは後頭部をかきながら鼻を鳴らした。

「ふん。まあ、いい。イライアス様のものでも、メダルくらいならつけてても許してやる。だがあんたから何か貰うつもりはない。とにかく、説明はしたからな」

　本当に説明はそれだけですか!?　と不満を表明する私に彼は言った。

「心配するな。明日にはきっとイライアス様の妻だと噂うわさが回っているだろうから。ショアフィールド家の大船に乗っていれば危ない目には合わない」

「えっ、噓！　そんな噂困ります！　私、妻じゃないから……！」

　するとキースは突然ふき出して笑った。すぐに真顔に戻ると、鋭い目つきで私を捉とらえたまま言った。

「あんた……変わってるよな」

　キースから今まで止やむことを知らず鮮せん烈れつに出ていた敵意みたいなものが、この時ばかりは幾分弱められていた。

「イライアス様に全然似合っていないと思っていたが、不思議とあんたが来てからイライアス様の表情が豊かになったのは確かだ。女性と深く付き合うのを何年も避けてきたイライアス様が、ご結婚なさるのはこの上なく目め出で度たいが、相手があんたじゃご乱心としか思えなかったが……」

　イライアスの表情が豊かに？　全然そんな風には見えない。

「それでも、イライアス様に惚れるのは俺が許さないぞ。あくまでもあんたの今の地位は一時的な、仮のものでしかない」

　困惑する私をよそに、キースは一人で勝手に溜め息をつきながら首を左右に振り、踵きびすを返かえして去って行った。

　勝手に私に反発心を抱いているみたいなので、本当に厄介な男だ。




　翌日は身支度のために日の出前に起こす、と侍女から脅きよう迫はくじみた宣言をされていたので、私は早目に就しゆう寝しんすることにした。

　高いヒールで痛めた足あしの甲こうを摩りながら、寝台の上で丸くなって考えた。

　……もう、逃げてしまいたい。

　王宮で侍女なんてやりたくない。イライアスの側にもいたくない。それに何より、私が王宮にいたら、ガルシア王国で頑がん張ばっているアルはどう思うだろう。

　アルはまだ十年前の私を恨んでいるだろうか。更に憎まれるような事態だけは避けたい。

　あの淡あわい瞳をもう一度見たかった。アルに、会いたかった。

　どうにもならない身の上に思い悩んで寝台の上でゴロゴロ転がっていると、喉のどが渇いてきた。我慢しようかとも考えたが、気にしだすと気になって仕方がなくなり、どうしても喉を潤うるおしたくなってきた。

　夕食の席ではイライアスに威い圧あつされ過ぎたし、おまけに明日はメリディアン王女に会うのだと思うと、気が重くなってきてしまい、食事があまり喉を通らなかった。そのせいか今いま更さらながらお腹の虫が騒ぎ出してしまったのだ。

「お腹がすいた……」

　仕方がない、台所に行こう。

　私は部屋を出ると薄暗い屋敷内を彷徨い始めた。どうせ台所は食堂の近くに配置されているのに違いない、という私の洞どう察さつ力りよくはたいしたものだった。案の定食堂の奥には調理場があり、中に食しよく糧りよう庫このような部屋がついていた。

　サッと目を走らせ、棚たなに陳ちん列れつされていたパンを小こ脇わきに挟はさみ、赤く熟うれた林りん檎ごを鷲わし摑づかみにすると、残る左手に水を入れたコップを持った。

　人に見つからないようにいそいそと台所を出ると、自室に向けて急いだ。美味しそうなパンだ──抱かかえ込こんでいる細長いパンから、甘い小麦の香かおりが立ちのぼり、食欲をそそる。もう少しで部屋に戻れる──そう思って顔を上げた時、ギクリと心臓が跳はねた。

　私の部屋の前にイライアスがいる。

　彼は扉の前で仁王立ちになり、腕を組んで私を見ていた。

　噓でしょ……。なんでよりによって今なのか。しかも私の部屋の前で……。待ち伏せか？

　慌ててどこかに身を隠そうかと思ったが、時既に遅く、彼は早足で私の目の前までやって来た。私は拝借してきた林檎とパンをどうにか腕の中に隠そうと、モゾモゾ両腕を動かしながら口を開いた。

「えーと、今お帰りになったんですか。随分と遅かったんですね。……こ、ここで何を？」

「部屋の扉が開いていたので。どちらに行かれたのかと案じていました」

　そう答える間、イライアスの視線はひたと私の腕からはみ出たパンに注がれていた。やがて彼の端正な顔が歪ゆがんだかと思うと、次の瞬間彼は腰を折って俯うつむいて肩を小刻みに震わせ始めた。笑っているのだと気がついたのはその少し後で、それに気づくと私は顔から火が噴ふくかと思うほど恥ずかしくなった。

「食事が足りませんでしたか？」

　それ以上笑うのを何とか堪えようとして失敗し、おかしな顔になりながらイライアスは私に尋ねた。人の家の食糧を漁あさったことがバレ、更に思いがけぬ人物に笑われた恥ち辱じよくからか、気がつくと私は逆上していた。

「……ご忠告に従ってもう少し肉をつけようとしただけです！　お気になさらず！」

「……すみません。昼間のあれですか。怒おこらせてしまいましたか」

「今頃分かったんですか。気づくのが遅いです」

　その時、廊下の先から時を告げる鐘かねの音が二回響いた。もう深夜だった。

「随分お帰りが遅かったんですね。また王宮に？」

「いいえ。……少しばかり用事がありまして」

「えっと、……ああ、もしや女性の所でしたか？　余計なことを聞いてすみません」

　私は軽けい蔑べつを込めてイライアスを一いち瞥べつし、自室に戻ろうとした。だが扉の前にイライアスが立たち塞ふさがっているので進めず、たたらを踏んだ。空気を読んでどいて欲しい。

「貴方が言う通り、私はシューリに会いに行っていたのです」

「そ、そうですか」

　別にそんな報告はいらないんだけど。

「シューリとはもう会いません。貴方に失礼ですから」

　私は虚きよを衝つかれてしばし惚ほうけたようにイライアスを見上げた。

「……それとも貴方は私が別の女性とどこでどう会おうが、気になりませんか？」

「全然気になりません」

「……」

「……」

　急になんだか気まずい沈黙が垂たれ込こめた。私は軽く咳払いをしてから、逆に質問をしてみた。

「じゃあ、たとえばイライアスさんは私が男性と二人でいたら、気になるんですか？」

「なります。とても嫌な気分になります」

　えーと、それは一体どういうことだ。そもそも女性とは一夜限りが主義じゃなかったのか。

　形ばかりの結婚を勝手にしたからって、私が頼たのみもしないのに、貞てい淑しゆくな夫を演じてくれちゃう気が満々で、それを私にも強要したい、ということだろうか。

　相思相愛で結婚したというお芝居を、もしや徹てつ底ていしたいのだろうか。だとすれば、納得できる。私に黙って婚姻届を出した事実を、隠いん蔽ぺいしたいのだろう。

「お芝居を徹底されたいんですね」

「……私はヨーデル村のすぐそばにも領地を持っています。私が領地を訪おとずれた際に貴方と出会った、という風に話を合わせておきましょう」

　本当は誕生日の晩ばん餐さんのために穴を掘ほって罠わなを仕し掛かけたせいで、出会った筈なんだけど。

　私はずっと疑問に思っていたことを聞いてみた。

「あのう、どうしてそこまでしてくれるんですか？　私なんかと結婚して、イライアスさんにはどんな得があるんですか？」

　私が問いかけると、イライアスの和なごやかな笑顔が、水が引いて行くように消え、幾分硬くなった。その視線はつい、と逸らされ、私が腕の中に抱える赤い林檎の上に落ちていった。

「貴方の家の果物の木は、あれから切られてしまいましたね」

　びくりと体が震えた。そんなことをどうして知っているのだろう。

　アルがいなくなり、子どもたちは誰もオレンジの果か汁じゆうを搾しぼらなくなった。

　母さんはアンズの木の世話をする気力を失い、庭は地上に落下した果物にたかる蟻ありと鳥に支配され、誰も近寄らなくなったために、目を背そむけたくなる惨さん状じように陥おちいった。今でも、私はあの腐くさった甘あま酸ずっぱいアンズの匂いを鮮せん明めいに思い出す。

　見かねた近所の人が、木を枯かれさせる薬やく剤ざいを散布して、果物の木を切り倒してくれたのだ。

　眉まゆをひそめてイライアスを見ていると、緑の瞳と私のそれは再びぶつかり、彼は疑問に答えてくれた。

「……貴方を、見ていたのですよ。あれからずっと」

「ずっと!?　まさか、宮廷騎士団は父さんと同じく、私たちのことまで見張っていたんですか？」

「まさか。当時のレスター王子にはそこまでの価値はありませんでしたから。ただ、私は……貴方があの後どうしているのか気になって仕方がなかったのです。私は貴方をとても深く傷つけてしまったから……」

「それは……」

　想定もしていなかったことを言われた。

　強ごう引いんで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな騎士団長が、人間らしい繊せん細さいな一面を覗かせた気がした。イライアスが私を傷つけた、とそこまで気にしていたなんて夢にも思わなかった。私を国の戦争の駒こまにしているとしか思っていなかった。しかもずっと見ていた……？

「私をあれからずっと見ていた、とはどういう意味ですか？　ヨーデル村に、まさかあの後何度かいらしていたのですか？」

　イライアスは不意に自嘲気味に笑った。

「貴方は私のことを知れば、きっともっと私を嫌けん悪おするでしょう。何も知らなくて結構ですよ。今はご自分が王宮でうまくやっていくことだけを考えていたらよろしい」

　淀よどみなくそう言い放つとイライアスはやっと私の部屋の前から体を動かし、道をあけてくれた。私が彼をジッと見つめる中、彼は振り返ることなく自室へと去って行った。

　つられるように私の足はイライアスの部屋の扉の前まで向かい、既に閉まった物言わぬ扉を食い入る勢いで見ていた。木の扉の表面に施された装飾の一点に焦点を当て、焦しよう燥そう感に駆られる。何を考えているのかサッパリ分からない男だ。

　少し内面が垣かい間ま見みれたと思った次の瞬間には、手の平を返すように突き放される。

　その時視界の端に人が映っているのが分かり、慌てて目を扉から引ひき剝はがして確認すると、キースが廊下の先にいた。

　クラクラとした既き視し感かんに苛さいなまれながら後ずさる私に向かって、キースはゆっくりと近づいてきた。暗がりから出てきた彼の表情は案の定、挑ちよう戦せん的だった。浅黒い肌と濡れたような黒髪は薄うす闇やみに溶とけ込こみ、張り詰めた敵意とあいまって、夜の闇やみを縫って現れた野生動物を思わせる。

　彼は適度な距離を取って立ち止まると、腕を組んで胸を反らせた。

「何してる。イライアス様の寝込みを襲おそうつもりか？」

「はあ？　見れば分かるでしょ！　パンと林檎でどう襲うのよ！」

　キースが果たしてどういう意味で襲う、と言っているのか若じやつ干かん気になった。

　キースはふん、と鼻を鳴らしてから言った。

「あんた、レスター王とは何もなかったのか？　男女の仲だったんじゃないのか？」

　信じられない侮ぶ辱じよくの言葉をぶつけられ、一瞬頭が真っ白になった。指先の血の気がすっと引いていき、同時に血流が頭に集まって、熱くなっていく気がした。

　男女の仲……？　姉と弟として育った私たちが、なぜ。

　私は怒りで震える声をどうにか落ち着かせながら答えた。──本当はこんな質問、答えてやる筋合いもないけど。

「私とアルは姉きよう弟だいです。それ以上でもそれ以下でもありません。何をどう誤解されているのか知りませんけど」

「そう思っていたのはあんただけじゃないのか？　レスター王は、別の感情を……」

「何も知らないくせに、おかしなこと言わないで！」

　カッとなっていくらか大きな声を出すと、キースはその薄情そうな薄い唇を閉じた。

　私の怒りを感じて、納得してくれたのだろうか？

　だが私に向けられるキースの焦げ茶色の瞳は、どこか探さぐるようなものだった。

「だがやはりそうでなければおかしい。あんたは人質として、レスター王の義父母より価値があるっていうんだから」

「ではそれが誤解なんじゃないですか？」

　ぶっきらぼうに私がそう答えると、キースは鋭えい利りな刃は物ものみたいな視線を私に向けたまま、呟いた。

「サッサと部屋に戻ってくれ。俺があんたをこれ以上いじめる前に」

　なんでこんな奴やつに命令されなければならないのだ。私も目の前の野生動物をやぶ睨みしてやったが、彼が一歩私に近づくと、その勇気は砂の城が壊こわれるように脆くも一気に崩れ、耐えきれなくなった私は脱だつ兎との如く部屋に逃げ帰った。




　その夜、寝入る直前の霞かすみがかかった頭の中に、入れ替わり立ち替わり、様々な光景が浮かんでは消えていった。それは酷ひどく曖昧で、過去のものとも想像の産物とも判別がつかなかった。

　やがてその先に感じられた心地良い睡すい眠みんの世界に身を委ねようとした矢先、雨に打たれる白い顔が振り向いた。

　アルだ。

　あれは私たちと一緒に暮らし始めて二、三年が経った頃。まだアルと一つの部屋を使っていた私は、その頃には珍めずらしく彼がうなされる声を聞いた。私は布ふ団とんにくるまってジッと耐え、アルを苦しめるその時間が過ぎ去るのを待っていた。だが一向に止やまないその辛そうな声に耐えきれず、心配になって寝台からそっと下り、忍しのび足あしでつい立てに近寄り、覗き込んだ。

　彼は何かを払はらいのけるような仕草で手を空中に押しやり、うなされていた。私が見つめているうちに、アルは不意に小さな叫び声を上げてガバリと起き上がると、どこまでも淡い青い双そう眸ぼうを見開き、しばらく混乱したかのようにふらふらとその瞳を宙に漂ただよわせた。

　そのうち吸い寄せられるみたいに私と目が合うと、バツが悪そうに廊下に飛び出して行ってしまった。ふらふらとついていくと、アルは引き止める間もなく、小さな家の外へ出て行ったではないか。

　外は雨だった。

　雨あま粒つぶが家の屋根を叩くサラサラとした音が絶え間なく続いていた。

　靴も履かずに出て行ったアルが、風か邪ぜを引いてしまう。玄関に立てかけてあった傘かさを手に取ると、私はそれをさしながら雨がしとしと降る外に出た。

　アルは雨に打たれるのを気にすることなく、庭先にポツリと立ち尽くしていた。濡れそぼった髪からはひっきりなしに水が滴したたり落おち、その両手は拳こぶしを握り締めていた。傘の中に入れてやると、長い睫毛まつげに引っかかっていた雨が、アルの抜けるように白い頰ほおから滑すべり落おちて消えた。──それは涙だったのかもしれない。

　彼は後をつけてきた私に特段驚く様子もなく、口を開いた。

「……この家の子に生まれていればよかった」

「アル……。どんな怖い夢を見たの？　オバケ？　それとももっと嫌なもの？」

　アルは引きつったように笑うと、その顔をグッと私に近づけた。雨を浴びて冷たい唇が私の唇に押し当てられた。ちょっと戸惑う私に、アルは告げた。

「セーラの唇は柔らかい。無む垢くで、罪がない………」

「アルの唇も柔らかいよ」

「………セーラの唇は、……違う。全然」

　するとアルは今度は角度を変えて唇を押しつけて来た。はじめは冷たかったそれに、次し第だいに温ぬくもりが通い始める。

　あの十歳の夏以来となるこの行こう為いに、私はほんの少し怯え、ジリジリと後ずさった。アルが傘を持つ私の手を無意識に払いのけたせいで、私たちは気がつくと再び雨を浴びていた。

「もう、しないよ。最後にするから、もう少しだけ」

　泣き出しそうな声でそう訴うつたえながら、アルはついばむように私の唇に何度もキスをした。混乱したアルがようやく気を落ち着かせ、私にキスの雨を降らせるのをやめてくれた頃には、私たちは池にでも落ちたみたいに濡れていた。

　それを最後に宣言通り、アルは頰にすらキスをしてこなくなった。
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「メリディアン王女様は、こちらの部屋でお待ちです」

　銀色のドレスに身を包んだ若い侍じ女じよが、胸を張って高らかにそう報告してくれた。

　私はイライアスと共に王宮へ来ると、彼かれと別れて若い侍女に案内され、長い廊ろう下かを歩いた。途と中ちゆう、箱を抱かかえた侍女がやたらに私にぶつかってきた。

　王宮の侍女ともあろう者が、粗そ忽こつ過ぎないか。

　しかし、無人のカートが私に向かって爆ばく走そうしてきた時には、ついに悪意の存在を認にん識しきせざるを得なかった。寸前でヒラリと身体をかわし、間かん一いつ髪ぱつよけることができたが、そのせいで道案内をしてくれている侍女にカートが衝しよう突とつしてしまった。土下座する勢いで謝あやまろうと思ったが、彼かの女じよはまるで私がカートをぶつけた、とでも言いたげな鬼おにの形相で睨にらんできたので、気が変わって軽い謝罪で済ませておいた。




　指定された部屋の花はな柄がらの扉とびらの前で大きく深呼吸をしてから、真しん鍮ちゆうのノブに手を伸のばした。

　……あれ？

　扉が指三本分くらいの隙すき間まで既すでに少し開いていた。嫌いやな予感がして扉の上部を見上げると、苦笑いが込み上げた。

　扉の隙間に細長い箱が挟はさまれているではないか。恐おそらく粘ねん着ちやく質のテープか何かで仮止めされていて、扉が開かれれば箱が落下する仕組みになっているのだろう。

　私が教きよう鞭べんを執とっていた教会の学校でも、よく低学年の悪ガキどもが仕し掛かけてくれた。まさか王宮であれと同じものを目もく撃げきすることになるとは。

　扉を思い切って開けると、箱が落下するのを待った。床ゆかに転がり、開いた箱から飛び出てビヨンビヨンと揺ゆれる、バネのついたギョロ目の人形を跨またいで部屋の中に入る。

　部屋の中には二人の女性がいて、そのうちの一人が高らかに笑った。

「ほほほほ。無視とはやるじゃないの！」

　私は赤と青の薔ば薇ら模様の描えがかれた、目がチカチカするような絨じゆう毯たんを踏ふみ締しめながら、二人に近づく。

　豪ごう華かな青いドレスを着ていることから、笑った女性がメリディアン王女だと見当をつける。

「お初にお目にかかります。セーラ・ホル……、ショアフィールドと申します」

「わたくしがメリディアンよ。ねえ、お前があのイライアスの妻だというのは本当なの？　意外だわ、もっと見み目め麗うるわしい女性を想像していたわ」

　私は激しく彼女に同調した。

　率そつ直ちよくに言って、メリディアン王女の容姿は、十人並みだった。あの麗うるわしの美王子様の同母妹いもうとなのだから、きっと大変な美女なのだろうと勝手に想像していたのだが……。青い目は大きいが菱ひし形がたがキツく、眉まゆは随ずい分ぶん垂れている。金色の髪かみは見事な縦巻きを描いており、なんというか、立派過ぎて顔立ちを完全に飲み込んでいた。

　私たちはしばらくの間、意味不明な優ゆう越えつ感に浸ひたりながら互たがいを見つめていた。互いに値ね踏ぶみしていると、メリディアン王女の横にいた女性が口を開いた。

「侍女のイリスです。よろしくお願いします」

　その女性は、艶つややかな黒くろ髪かみが印象的で、落ち着いた雰ふん囲い気きがあった。年の頃ころは私と同じくらいではないかと思われた。

「今日は私と一日、メリディアン様のお世話をしていただきます」

　私がイリスに丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、メリディアン王女が言った。

「隣となりの部屋でお茶にしましょう！　ねえイリス、お菓か子しも持ってきて頂ちよう戴だい」

　鈴すずが鳴るような軽かろやかな声を上げながら、メリディアン王女は隣りん室しつに移動した。フワフワとした金の髪が揺れて、砂糖菓子みたいな甘あまい香かおりがした。彼女についていくと、隣の部屋はこじんまりとした、お茶会でも催もよおすための部屋のようだった。部屋には大きな窓があり、陽の恩おん恵けいで大変明るかった。

　メリディアン王女は入室するなり、一番奥おくの席に着いた。何やら非常に嬉うれしそうである。

　怪あやしい。

　念のため、彼女の正面の席をよく観察すると、座席に置かれたクッションが不自然に盛り上がっている。クッションを持ち上げてみると、なんとその下には大きな、くすんだ緑色の蛙かえるが鎮ちん座ざしていた。お約束過ぎる。

　このメリディアン王女は御おん年とし十八だと聞いていたが、お茶目過ぎないか。

　とりあえず邪じや魔まなので、椅い子すを傾かたむけて揺すり、なかなか頑がん固こに動こうとしない蛙を床に落とし、クッションを敷しき直して座すわった。

「……つまんないの！　これで辞やめちゃった侍女が今まで何人もいたのに」

「大きな蛙は動きが遅おそいので、どこか間ま抜ぬけです」

「じゃ、じゃあ今度は小さな蛙にしておくわ」

「小さな蛙はオモチャみたいで可か愛わいいですよね」

　王女を軽くやりこめていると、イリスがカートを押おしながら戻もどってきた。彼女は床にうずくまり重低音で喉のどを鳴らす蛙を見て一瞬目を見張ったが、そのままカートの上からカップや三段に分かれた皿の上に乗る焼き菓子を取り、テーブルに並べた。どの菓子も一口で食べられそうな大きさであったが、一つ一つ丁寧に作られていた。

　イリスの手によって白い磁器のカップに注がれたお茶は琥こ珀はく色に輝かがやき、見るからに上等なものだった。彼女にお礼を言いながら口に含ふくむと、渋しぶ味みはほとんどないのに香こうばしく、かつ茶葉の自然な甘あま味みがありとても美お味いしかった。

　メリディアン王女が次々に菓子に手を伸ばし、口に放り込んでいく間、イリスが私の横に座って、今後について説明を始めた。

　彼女はまず折おり畳たたまれた一枚の紙をポケットから取り出すと、私の前に広げた。紙の上には表のようなものが書かれており、横よこ軸じくに時間、縦たて軸じくに場所が記されていた。

「メリディアン様の一日の予定表です。一週間分ありますので常に携けい帯たいして下さい。私たちの仕事はメリディアン様に一いち分ぶの乱れもなく、この予定をこなしていただくことです」

　イリスはしばし沈ちん黙もくしてから探さぐるような目で私を見て言った。

「あの、先ほどの扉の上の仕掛けですが……ワザと傍ぼう観かんしていたと言ったら怒おこりますか？　……正直、すぐに辞めてしまう人も多いのです。あれで挫くじけてしまうようでは、と思いまして」

　苦く笑しようするしかなかった。

　だがすぐ辞めてしまう人に同じ仕事を何度も教える苦労は想像できたので、私は首を横に振ふった。

　イリスは安あん堵どした様子で改めて詫わびてくれた。

　壁かべにかけられた木製の時計を確かく認にんすると、予定表によれば、間もなく政治学の授業が始まるようだった。

「メリディアン様はすぐ逃とう亡ぼうする悪い癖くせをお持ちですので、気をつけて下さい。次の授業はこの部屋で行われます。政治学の授業だけはメリディアン様はしっかり参加されますので、ご心配なく」

　これは意外なことを聞いた。メリディアン王女は政治に興味をお持ちらしい。

　紙一枚分くらいの薄うすい尊敬の眼まな差ざしをメリディアン王女に向けると、すかさずイリスが口を挟んだ。

「政治学の先生はお顔立ちが整ってらっしゃるので、メリディアン様は先生のお顔を眺ながめるのに夢中になるのです」

「ねえ、ちょっと、イリス。さっきから聞こえているわよ。失礼じゃないの」

「ハイハイ。すみません」

　私は両手いっぱいの尊敬の念を込めてイリスを見つめた。

「政治学の後は刺し繡しゆうの授業があります。裁さい縫ほう部べ屋やで行われますので、私たちはそちらに行って準備をしていましょう」




「メリディアン様はお寂さびしい方なんです。兄王子様ばかりに皆みなの目が行きますから……。私たちの注意を引きたがっているだけなんです」

　イリスは私と二人になるとそう言った。似たような境きよう遇ぐうの子どもたちは教会の学校にもいた。問題を起こす子は親の愛情を受けているという実感が希き薄はくな子に多かった。月並みだが、それは事実だった。私は何となくそんなことを思い出した。

　廊下をイリスと二人で歩いていると、聞き覚えのある声に呼び止められる。

　振り返るとフィリップ王子が爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべて私を見ていた。彼は顎あごを軽く動かし、イリスに外すよう促うながし、それを受けて彼女は無言で深くお辞儀をしてから、先に行っています、と私に一言残して歩き始めた。

　ここでは右も左も分からないのだから、追いていかれたら、私が困るではないか。

　王子は手近にある扉の一つを開けると、流れるような仕草でそっと私の肩かたを押した。

　そのようにして、私はものの数秒で王子に見知らぬ小部屋に連れ込まれていた。




　ここは、どこだ。

　真っ昼間からカーテンが閉められていて、陽の恩恵を受けることなく薄うす暗ぐらい小部屋には、白い大きな布がかけられたソファとテーブルが置かれているだけで、一見して普段使われていない部屋なのだろうと推測された。

「メリディアンとはうまくやっていけそうかな？　気になって、来てしまったよ」

　私たちは猛もう烈れつな勢いで部屋の角まで移動していた。王子が異常に私に近づいてくるので、私は後ずさるしかないのだ。それをまた王子が追ってくる。

「で、殿でん下か。近いです」

　私の頰ほおに王子の指先が触ふれ、ドキンと胸が早はや鐘がねを打つ。その麗うるわしい顔で至近距きよ離りに迫せまらないで欲ほしい。

　私の頭の中でキースが警けい鐘しようを鳴らしていた。王子は歩く女捕ほ獲かく器きである、と。私はなんとか自分の身体の左側に見つけた退路に進もうと、一歩足を動かした。すると素す早ばやく王子が壁に手をつき、それを妨ぼう害がいした。

　上流貴族は風紀が乱れている、とか不ふ倫りんや浮うわ気きが日にち常じよう茶さ飯はん事じだ、といった話を耳にしたことがある。あれは、下流を彷徨さまよう人間たちのやっかみが作り出した勝手な妄もう想そうだと思っていた。だが、今間ま違ちがいなく私はその乱れに巻き込まれていた。

「あのレスター王子が気にかける女性だからね。どんな人かとずっと思い描いていたよ」

　きっとご期待には添そえなかったに違ちがいない。

「殿下はレスター王子とは、親しかったんですか？」

「世間話をする程度にはね。留学生の王子たちは皆北きた棟とうに居住していたけれど、あの王子は実に綺き麗れいで、とても目立っていた」

　人を壁際に追い込んだまま、回想に耽ふけらないで欲しい。

　探るように私を見ながら王子は低い、抑おさえた声こわ色いろで言った。

「イライアスのどこが好きなのかな？」

　ギクリと心臓が跳はねた。そんなこと、考えたこともなかった。なぜなら、好きになってすらいなかったからだ。

　えっと、何て答えよう。

　顔？　顔は完かん璧ぺきだ。身体、というのは流石さすがに生々し過ぎる。月並みなのは優やさしい、という答えに思われるが、残念なことに優しいと感じた体験が思い浮かばない。覗のぞき込こむ王子の秀しゆう麗れいな顔に耐たえきれず、焦あせった私は口を開いていた。

「彼は、わ、私の初はつ恋こいの人なんです」

　王子は表情一つ変えず、そう、とだけ言った。

　あまりに短い返答に、かえって不安になる。信じてもらえたのかどうなのか。

「切り札は手元に置いておくべきだ。やはり君は私の側にいるべきだった。イライアスも何を考えているんだか。……それとも、彼も人の子だったのかな？」

　王子を見上げていると、彼の顔がぐっと私に近づいた。青い瞳ひとみが視界いっぱいに迫り、まさかと思いつつも私は顔を横にさっと動かし、逸そらした。王子の唇くちびるが私の顔すれすれを掠かすめる。信じられないことに、危あやうくキスをされるところだった。

「殿下は、侍女にこういう事をしょっちゅうなさるのですか？」

　真意をはかりかねて私は目の前の王子を睨みつけた。すると王子は笑った。

　麗しい微び笑しようを浮かべる口元とは対照的に、その青い瞳は、ちっとも笑ってはいなかった。

「……私に媚こびを売らないのは、メリディアンか君くらいだよ。きっとメリディアンと君は気が会うよ。頑がん張ばってね」

　邪魔をしたね、と手をひらひらと振り、王子は満足げに小部屋を後にした。王子が閉めていった扉を呆ぼう然ぜんと眺めた後、私はイリスを探そうと廊下に出た。驚おどろいたことに彼女は廊下の突き当たりで、カートに寄りかかって私が追いつくのを待っていてくれた。

「よかった。あのまま部屋からお二人が出て来なかったらどうしようかと思っていました。殿下はお手が早いと有名な方ですから、お気をつけて。しかも逃にげれば逃げるほど本気を出す方だと聞いてますので、適当な頃合いで手を打つことをお勧すすめします」

「て、適当な頃合いでどんな手を打つんですか!?」

「引くばかりでなく、こちらから積極的に迫ってみればよいのでは？」

　そんな高度な技わざ、どうやって……!?

　上流階級の恋れん愛あい事情に全くついていけない。

　言葉を失う私をよそに、イリスは裁縫部屋と呼ばれる部屋に入って行った。

　真ん中に低いテーブルがあり、座り心地ごこちが良さそうな布張りの大きなソファが、幾いくつか並んでいた。壁一面には引き出しが埋うめ込こまれており、イリスはそのうちの一つを開けて布や木の枠わくといった裁縫道具を取り出した。

　私も試ためしに引き出しの中を覗いてみると、中にはギッシリと多た彩さいな糸や布が詰つめられていた。

　私は簡単にその部屋についての説明を受けた。

「私は先生にお出しするお茶を取りに行ってきます。セーラ様はメリディアン様を連れてきて下さい」

「はい。……あの、セーラ様だなんてよして下さい。セーラでいいですから」

　するとイリスは大真面目な顔で言った。

「ショアフィールド家の方を、呼び捨てになんてできません」

　あの家の威い力りよくは、こんなどうでも良いところで発揮されるのか。

　メリディアン王女の部屋に呼びに行くと、部屋には初めて見る男性がいた。メリディアン王女と世間話をしているその男性は、私がやって来たことに気づくと、少し困り顔で会え釈しやくをした。

　なるほど、三十歳さいくらいだろうか。なかなか顔立ちが整っている。恐らくこの人物が政治学の先生なのだろう。しかし王女の美び貌ぼうの兄殿下に比べれば、いっそ平へい凡ぼんにすら見える。

　念のため時計を確認するとやはりもう、政治学の授業の時間は終わっている。私は軽く咳せき払ばらいをしてから、目の前の先生しか目に入っていない様子のメリディアン王女に話しかけた。

「そろそろ刺繡の部屋に移動しましょう。お時間ですよ」

　メリディアン王女は視線すら私に寄よ越こさない。

　教会の学校の問題児にソックリだ。あの子は七歳だったけれど。

　もう一度冷静な声で説得を試みるも、反応がない。これでは刺繡の先生を待たせてしまう。それに、イリスに私が使えない奴やつだと思われるじゃないか。こうなったらもう仕方がない。

　私はメリディアン王女がまだ話している最中の先生に無理矢理話しかけ、長引かせてしまってすみません、と彼に詫びながら出口となる扉を開けた。期待通り先生は安堵した様子で私に頭を下げてから退出していった。

　少々強ごう引いんだったが背に腹はかえられない。それにしても気の毒に、美形教師も楽ではない。




「わたくし、刺繡なんてやらないから！」

　裁縫部屋に入るなり、メリディアン王女は力強く断言した。部屋には既に刺繡の師が来ており、布を手にした、丸い眼鏡をかけた銀ぎん髪ぱつのお婆ばあちゃん先生がソファに深く腰こしかけていた。

　お婆ちゃん先生はメリディアン王女の暴言には慣れているのか、なんら動じることなく、人の良さそうな笑顔を私に向けた。

「こんにちは。セーラ様ですね？　フィリップ様から、貴方あなたにも刺繡を教えるよう仰おおせつかっておりますよ。可愛らしい生徒が増えて、嬉しいこと」

「私も、教えていただけるのですか？」

　わくわく胸を高鳴らせながら先生に近づくと、先生はにっこりと笑って、木枠に挟まれた白い布を私に寄越した。

「今日は、手ハン巾カチに小さな刺繡をしましょう」

　木枠の中にピンと張られた布には、青い色で鳥の絵が粗あらく描かかれていた。嘴くちばしに花を一本くわえている。

　先生はテーブルに広げられた色とりどりの糸をシワシワの手で示しながら、好きな色を使ってね、と言った。

「まずは思うまま糸を通して、色を入れていって下さいませね」

　早さつ速そくソファに座って針を取る私とは対照的に、メリディアン王女はテーブルに近づこうともせず、窓の外を眺め始めた。そんな彼女を呆あきれ顔で見つめていると、先生が話し始めた。

「刺繡は王族の女性が習得すべき大事な習い事の一つです。その昔、建国の英えい雄ゆうであるメリディアン王女様のご先祖様が、隣りん国ごくとの大きな戦いくさに行かれました。出しゆつ陣じんの際に王おう妃ひ様が『炎ほのおの戦馬』の刺繡を縫ぬわれた手巾を王様に差し上げ、王様は劣れつ勢せいを跳ね返して大勝利を収められたといわれています。それ以来、男性のここ一番という時には、女性が刺繡をした手巾を贈おくるのが習わしになっているのですよ」

「炎の戦馬とは何でしょうか」

　私は初めて聞くその話に興味をそそられ、質問をした。

「戦場にあって、火に包まれながらも馬上の主を守った、という伝説の馬ですよ。我わが国くにの戦の勝利の旗印として崇あがめられています」

　私は手の中の木枠を持ち直し、針をつまんだ。糸を針穴に通し、ピンと張られた白い布にチクチクと針を刺さし始めた。

　細心の注意を払はらって没ぼつ頭とうしていると、メリディアン王女が近づいてきた。

「楽しいの？」

　私は布から顔を上げて答えた。

「大事な人がこれを使ってくれるところを想像しながら刺すと、楽しいですよ」

「それ、イライアスにあげるの？」

　思いもかけぬことを言われて、はたと思考が止まった。イライアスのことなど、全く頭の中になかった。私は父さんにあげようと思っていたのだ。古今東西、男親は娘むすめからの贈り物なら何でも喜ぶ、と相場は決まっているし、父さんは長いことその経験がなかったので、まずは父さんにあげるべきだと思っていた。

「メリディアン王女様も、……たとえば兄君に差し上げるところを想像しながら刺されてはいかがですか？」

「ええっ!?　お兄様に？　余計にやる気が萎なえるじゃないの」

「どなたでも良いんですよ」

「……そんなこと言っている割に、お前随分下手ねぇ。隙間だらけじゃないの。ちょっと、見てなさいよ。わたくしの方がずっとうまいんだから」

　メリディアン王女は私の隣にどさりと腰を下ろすと、テーブルの上から木枠を取り、糸を選び始めた。どうやら私は期せずして彼女を焚たきつけるのに成功したらしい。

　なるほど確かにメリディアン王女の手つきは慣れたもので、私のお粗そ末まつな鳥とは比べ物にならないくらいの出で来き栄ばえだった。私は急に自分の刺繡が恥はずかしくなり、大きな口を叩たたくのを控ひかえることにした。

　授業が終わる頃、イリスがお茶を持ってきて私たちの様子を目にし、少し驚いた様子だった。後から聞くに、メリディアン王女がまともに刺繡をしたのは久方ぶりだったらしい。

　その後王宮の中を別の侍女に案内してもらうことになり、私はあれこれ説明を受けながら広い王宮内を歩き回った。王宮は広大であったが、メリディアン王女が日常的に使う範はん囲いは意外と限られており、どうにか覚えられそうであった。

　私を連れ歩いてくれたその侍女は、最初親切そうだったにもかかわらず、私の名前を聞くなり異常にツンケンした態度に豹ひよう変へんし、二度同じことを聞いてきたら承知しないから、と顔に書いてあるようだった。私は手の中の紙し片へんに必死にメモを取りながら要点を心に刻んだ。

　気のせいだと思いたいのだが、ショアフィールドの名前を出すと、侍女仲間に冷たくされるような気がするのだ。イライアスの妻という立ち位置は、別な危険を呼んでいるのではないだろうか。

　彼自身の不徳の致いたすところで、私の扱あつかいが悪くなるのはごめんだ。




　その日は私が王宮に侍女として上がった初日だったために、侍女を取りまとめるグラバー夫人という初老の女性のもとに呼ばれると、予定を変へん更こうして半日で下がってよいと配はい慮りよしてもらえた。そのため昼過ぎには家に向かう馬車に乗り込んだ。

　思えば馬車が家を出る時はイライアスが同乗していた。帰る時に私がこの馬車を使ってしまったら、彼はどうやって帰るのだろう。かといって、王宮の中で彼を探し回るわけにもいかない。

　おまけに私は慣れない場所で慣れない仕事をして、大層疲つかれていた。いつ終わるのか分からないイライアスの仕事を待つなんて至難の業わざだ。

　……まあいいか。置いていこう。

　軽快な馬車の振しん動どうの中で、私は徐じよ々じよに眠ねむりの世界に誘さそわれていった。虚うつろになっていく視界の端はしに、王宮を後にする幾つ目かの門が見える。

　それは突とつ然ぜんだった。

　私の身体が向かいの座席に吹ふっ飛とんだ。無意識に前に出した両手の防ぼう御ぎよで頭は打たずに済んだ。だが両脛すねを向かいの座席にしたたかに打ちつけた後、反動で背中から床にゴロンと落ちた。一いつ瞬しゆん何が起きたのか理解できず、目を白黒させながら這はいつくばるようにして起き上がると、窓の外に木が見えた。

　景色が動いていない。そのことに気づいて、馬車が止まったのだと分かった。

　タン、タン、と車体後方に何かがぶつかる音がする。

　どうしようか悩なやんだが、引きこもっていても何にもならない。恐る恐る扉を開けると、目にも止まらぬ速さで何かが飛んできて、開きかけた扉の内側がドン、と鈍にぶい音を立てた。

　その飛来してきた物体を認識するなり、私は短く叫さけんで転びそうになった。

　扉には矢が突き刺さっていたのだ。

　一体何事だ。なぜこの馬車は後ろから矢など射かけられている。これ以上飛んでくる矢がないことを祈いのりつつ、馬車の外をそっと眺めると、馬に乗った一人の男が後方から突とつ進しんしてくるのが見えた。長い金きん髪ぱつを靡なびかせて、弓矢を構えながら馬を繰あやつる男は、間違いなくイライアスだった。

　あの人、何をしているのだろう。

　イライアスは馬車からノロノロと出た私と目が合うと、馬の速度を急に落とし、形の良い眉をひそめながら私の目の前までやって来た。

「驚きました。貴方でしたか」

　全く同じ台詞せりふを返してやりたい。

　腰を抜ぬかしそうになりながら、まだ馬車の中に半分身を隠かくすようにしていると、イライアスはやっと気づいたのか、次なる一発を射ようと構えていた弓矢を下ろした。

「貴方がこんなに早く帰るとは聞いていませんでしたので、一体誰だれがうちの馬車を勝手に使っているのかと、非常に焦りました」

「初日だからもう帰っていいと言われたんですよ。……どうして矢なんて飛ばしてくるんですか」

　イライアスは馬から滑すべり下りて、すぐ近くまで歩いてきた。弓を肩に掛けると、片手を腰に当てて馬車の周りを歩きながら、車体に刺さった矢を抜き始める。自分で自分の家の馬車に射たその、矢を。

「手っ取り早かったからです。驚かせて本当にすみません」

　やることが大だい胆たん過ぎる。

　イライアスは車体にできた傷をこれといって気にする風もなく、私に更に近づいた。

「私はまだ帰れません。一いつ緒しよに帰ってあげたいのですが」

　とりあえず先に帰ってしまっていいようだ。渋しぶい顔で私が再び馬車の座席に戻ろうとすると、いきなり左ひだり腕うでを摑つかまれた。激しく瞬まばたきしながらイライアスを振り返ると、彼は私の胸むな元もとに視線を落としていた。私の申し訳程度の胸の膨ふくらみに目が釘くぎづけになっているとは思えない。どこを見ているんだ。

　イライアスは私が首から提さげているネックレスを凝ぎよう視ししていた。

「今朝から気になっていたのですが、それは何かの嫌いや味みですか？」

「嫌味だなんて、そんな。せっかくいただいた物ですから、ありがたく身につけさせてもらっているだけです」

　嫌味に決まっているじゃないか。

　私は答えながら胸を飾かざる曲がったメダルに触れた。もちろん王宮ではつけていない。変な人だと思われたらかなわないからだ。

「おやめなさい、みっともない……。貴方の部屋に、幾つか宝石類を用意させているでしょう。是ぜ非ひあちらを使って下さい。全て貴方の物ですから」

　確かに屋や敷しきで私に与あたえられた部屋のクロゼットの中には、豪華なネックレスや腕うで輪わがしまわれていた。どれもヨーデル村なら結けつ婚こん式しきであってもお目にかかれないような贅ぜい沢たくな物だった。

「あんなに凄すごいもの、怖こわくて使えません。なくしでもしたら、弁べん償しようできませんから」

「身につける物をどうやってなくすのです。そもそも差し上げたものを弁償しろとは言いません。そんな人間に思われたなら心外です。それに我わが家やにあるものは全て貴方のものでもあるのですから。……この私も含めて」

「えっ……？」

　最後の一言にどう反応すべきなのかが分からない。まさかこんな二人きりの時にまで、夫ふう婦ふ芝しば居いを徹てつ底ていしたいのだろうか。それに私以外誰も見ていないのに、なぜ無む駄だに色っぽい眼差しを向けてくるのか。

　こんな風に何の前まえ触ぶれもなしに三文芝居を開始されると、本当に困る。

　イライアスは動どう揺ようする私の手を取り、馬車に乗り込むのを助けてくれた。私が座席に腰を下ろすと、優しい声で言ってきた。

「気をつけて帰りなさい」

　いや、貴方が一番危ないから……。
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　ショアフィールド邸ていの裁縫部屋は、王宮のそれに劣おとらないくらい立派な部屋だった。屋敷の侍女に案内してもらうと、早速王宮で作った刺繡の手直しを開始した。

　そこへあまりありがたくない人物が現れた。相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらのキースだ。

「……イライアス様から、あんたについているように頼たのまれて帰ってきたんだ。言っとくが、補ほ佐さ官かんは暇ひまなわけじゃないからな」

　イライアスが帰宅したら話し合う必要がありそうだ。

　彼は無言で裁縫部屋に入ってくると、私の近くにあったあいている椅子を戸口付近まで引きずり、溜ため息いきをつきながら腰を下ろした。そのまま腕を組んで寄りかかり、視線を下に投げていた。

　私はしばらくの間、キースが何か話しかけてくるのではないかと思って顔を上げていたが、黙りこくったままなので、作業を続けることにした。

　なるべく彼の存在を気にせず手元に集中しようとしたが、大の男が置物よろしくあまり広くない部屋に一緒にいるのだから、容易ではない。

　なんだかどこをどう直せばよいのかも判然としなくなってきた。

　私は糸の処理をしながらキースに話しかけた。

「キースさんは、この屋敷にお住まいなんですか？」

「もちろん。補佐官は通常、上官と寝しん食しよくを共にする」

「えっ!?　し、しんしょくを……？」

　私が素すっ頓とん狂きような声を上げると、キースは不ふ機き嫌げんそうに表情を曇くもらせた。

「今、変なこと考えただろう！　おかしな意味で言ったんじゃない。俺おれもイライアス様も、そっちの趣しゆ味みはないからな！」

　赤面しながらやや声を荒あららげて説明するキースの様子がおかしくて、私は笑い出しそうになるのを堪こらえた。

　補佐官は位の高い軍人だけに専属でつく決まりになっており、宮きゆう廷てい騎き士し団だん員いんであれば団長でなくとも全員それぞれの補佐官を従えている。王立補佐官養成所で厳しい訓練を受け、時には死者すら出るという卒業試験を受けなければなれないという補佐官は、上官への絶対服従を叩き込まれている。なおかつ彼らは常に一心同体の如ごとく共にいるので、彼らを主人公にした婦人向けの文学作品が少なからず世に出ており、人気を博していた。

　それらの作品はたいてい、補佐官とその上官の禁断の恋こい物語を主題にしていた。私はその分野に興味はなかったが、その手の文学をこよなく愛するご婦人方は少なからずいた。

　大流行したその手の本を、一度だけ読んでみたことがあった。あの時は相当な衝しよう撃げきを受けたっけ……。

　キースの言動から、私はどうしてもああいった架か空くうの物語を連想してしまった。

　いけないいけない。

　恐らくキース自身もその手の小説があることを知っているのだろう。

　私は膨らんでしまいそうになる妄想に歯止めをかけながら言った。

「キースさんは、いつからイライアスさんの補佐官に？」

　私がイライアスと出会った十年前、彼は既に補佐官だったのだろうか。

　キースは抑よく揚ようのない声で答えた。

「俺は王立補佐官養成所を六年前に首席で卒業したんだ」

　聞き直した方がいいだろうか。聞き間違いだと断言したい報告を今受けた気がする。

「おい、なんだその胡う散さんくさそうな目は。俺が首席で悪いか」

「……どんな卒業試験だったんですか。口の悪さを競きそったんですか？」

「あんた、人のこと言えないぞ……。本来補佐官から上官を選ぶような逆指名はできないんだが、首席だけは特別にそれが許されるんだ。……俺は本当は当時の騎士団長を狙ねらっていたんだが、生憎あいにくディディエ様の補佐官は空席じゃなくてね。同じ頃、性格の不ふ一いつ致ちから補佐官を解任していたのがイライアス様だった。次期団長との呼び声も高かったからな。俺は迷わずイライアス様を逆指名した。そしてその一年後にイライアス様は団長になった」

　性格の不一致って、それこそ関係の壊こわれた夫婦に使われる言い回しじゃないか。
















　私もイライアスとは現時点で性格の不一致を感じている。

「キースさんって、おいくつなんですか？」

「二十九だ」

「お、お若く見えますね。特に言動が……」

「それは褒ほめているんじゃなく、けなしているんだよな？」

　私は慌あわてて膝ひざにのせていた木枠から手巾を外すのに集中するフリをした。




　その夜、私は聞き耳を立てていたが、ようやく隣の部屋の扉が閉められた音が聞こえた。

　イライアスが帰宅したらしい。

　補佐官キースをいちいち私に張りつかせる件について、話し合いを持とう。

　部屋を出ようと扉を開けた瞬しゆん間かん、視線が床に落ちた。私の部屋の前に、小さな布張りの細長い箱が落ちていたのだ。

　キョロキョロと辺りを見み渡わたすが、誰もいない。

　意を決して箱を手に取り、開けると中には一枚のカードとネックレスが入っていた。キラキラと白い光を放つ透とう明めいな石が並び、中央には鮮あざやかな涙なみだ型がたの赤い石がぶら下がっていた。綺麗だけど、こんな物がどうしてここに。

　中にあるカードをつまみ上げて指で開くと、見覚えある達筆でこう書かれていた。





　──謙けん虚きよで可愛い私の妻に






　なんだこれ？　読み間違えかと思って再度読み返す。

　手本みたいな美しい字は、どう見てもイライアスの手によるものだった。宮廷騎士団長などをやらせるには勿もつ体たいないくらい綺麗な字だ。教師に転職してはどうかと本気で考えてしまう。

　念のため頭の中の記録をめくり、確かめる。イライアスには一応、妻は私しかいない筈はずだ。イライアスに可愛い、と言われるなんて、照れくさいとか、恥ずかしいとかを通とおり越こして、嫌味にしか思えない……。

　私はそのままの足でイライアスの部屋を訪ねた。

　扉をノックすると、間かん髪はつを容いれずに扉が開けられ、イライアスが顔を出した。彼は既に部屋着に着き替がえていて、ゆったりとした服を着ていた。胸元が開いた柔やわらかそうな白いシャツは、悔くやしいかな彼をいつもより色っぽく見せていた。

　それにしても、私がノックをしてから扉が開くのが速かった。扉にしがみついていたとしか思えないほどだ。

　私は手の上の箱をおずおずとイライアスに差し出した。

「あのう、こんなものが私の部屋の前に落ちていたんですけど……」

「落ちていたのではなく、置いたのですよ。お気に召めしましたか？　それなら控えめで、身につけやすいのではありませんか？」

　まさか、買ってきてくれたのだろうか？　こんな高価そうな物を貰ったことがないので、どうしていいのか分からない。

　つけてあげましょう、と囁ささやくような声がしたかと思うと、肩を押されて後ろを向かされた。後ろからイライアスの手が私の首元に回され、ひんやりと重みのあるネックレスが胸元にかけられた。彼の指先が私の髪の毛をかき分け、うなじの辺りで動くのを感じた。留め金を留めるその動きで、時折私の首筋を温かい指が掠め、腰の辺りからぞわぞわと痺しびれに似た波が上がってきてしまう。

　つけ終わると再び正面を向かされ、イライアスは至し極ごく満足そうな極ごく上じようの笑顔を浮かべた。

「よくお似合いです。貴方の髪の色によく映はえる……」

　イライアスの手が伸びてきて、彼の指先が髪に軽く触れる。

　頭の芯しんから揺さぶられそうな感覚に危険を覚え、私は必死に自制した。この美貌で微笑ほほえまれ、贈り物を貰って軽く触さわられでもした日には、大方の女性なら後先考えずに胸に飛び込みたくなってしまうに違いない。澄すんで輝く緑の双そう眸ぼうを艶えん然ぜんと微笑みながら注がれると、腰から砕くだけてしまいそうだ。

　イライアスはあくまでも無意識なのかもしれないが、一夜限りの相手とやらをこうして手に入れてきたのだろう。そう思うと、なんだかとても複雑な気持ちになった。

　私までそんな手口に引っかかってはならない。私は一度大きく深呼吸をすると、話題を変えた。

「あの、ありがとうございます。大事に使わせていただきます。……ところで、キースさんのことなんですが。何も毎日私に張りつけなくてもよいのではありませんか？　彼と二人きりというのは、その、……なんだか気まずくて」

「ええ。安心なさい。明日からは貴方も一日王宮で過ごしますから、私の当直勤務がない日以外は私と往復共にいられます」

「ああ、そうでしたか。それなら安心ですね！」

　互いの間に自然と綻ほころぶような笑えみがこぼれる。……あれっ？　それって喜んでいいんだろうか。
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　お気に召していただけなかったのですか。

　物もの憂うげにそう呟つぶやくと、イライアスはその緑の視線を私の胸元に投げた。

　朝食のパンを頰ほお張ばりながら、私は気まずさに目を逸らした。昨夜貰ったばかりのネックレスを早速身につけるのが、なんだかとても恥ずかしくて、できなかった。

　それに何となく、屋敷の中でたまに向けられる彼の笑顔が怖かった。始終顔を合わせていると、警けい戒かいすべき相手なのに、気がつくと心の中にずかずかと彼という存在を入れてしまいそうになる──そんな気がしたのだ。私は彼に気を許すのが怖かった。




　王宮に着くとグラバー夫人に呼ばれた。朝だというのに彼女は既に疲れた顔をしていた。

　なんとメリディアン王女はまだ寝しん室しつにいるのだという。イリスが起こしに行っているらしいのだが、まだ起きてこないから、私も寝室に行き加勢するよう命じられた。

　メリディアン王女の寝室は赤い小こ花ばな柄がらの壁かべ紙がみがややうるさい、いかにも女の子らしい部屋だった。

「お腹なかが痛いんだってば！　今日は寝ねていたいの」

　寝室に入るなりメリディアン王女の大きな声が聞こえた。天てん蓋がいのついた立派な寝しん台だいの上で、絹のカバーがされた布ふ団とんの中に王女が蓑みの虫むしのようにくるまっていた。

　イリスがメリディアン王女を睥へい睨げいしながら腰に手を当て、冷静な声で言った。

「噓うそですよね、また。姉姫様のお誕生日の食事会を欠席するための仮病でございましょう？　お見通しですから」

　私は慌てて今日の予定表を確認した。昼食を挟んだ予定欄らんには、確かに第一王女様お誕生日会と書かれていた。王室の人間が集まって昼食を取るのだろう。

　第一王女は確か第一王子の異母妹いもうとで、側室の娘だった筈だ。なぜ姉のお祝いに参加する気がないのだろう。私は素そ朴ぼくな疑問を蓑虫王女にぶつけてみた。

「あのねぇ、あれは皆で寄ってたかってフィリップお兄様に媚びへつらうだけの集まりなの！　もっと癪しやくに障さわるのはお兄様の妃きさきと小生意気なその侍女連中だけれど。それにわたくし仲の良い姉し妹まいもいないの。何にも楽しくないんだから」

　なるほどそれはつまらなそうだ。主役の第一王女も心境いかばかりか。しかし、かといって祝いの席を蹴けるのは大人げない。組まれている行事に私情を交えずきちんと参加するのは王族の義務でもある。

　どうしたものかとイリスと困り顔で目を合わせていると、突然メリディアン王女が上半身を起こした。何やら目をパチパチと瞬いて私の方を見ていた。

「そうだわ。今回はお前がいるじゃないの。お兄様の妃たちの侍女連中は、日ひ頃ごろからイライアスをそれはそれはうっとりした目つきで見つめているのよ。セーラを見せびらかして、あの連中の鼻をあかしてやろうじゃない！　なんて言ったって、イライアスの新にい妻づまなんだから！」

　ああ、なんて素す晴ばらしいことを思いついたのだろう、楽しみだ、と、急に水を得た魚のようにイキイキと寝台から下りるメリディアン王女の機き嫌げんと反比例するように、私の心中には暗雲が垂れ込め始めた。

　なんてことだ。避さけて通りたかったところなのに。私とイライアスの関係など、突つっ込こまれると困ることばかりなのに。

　初めて王宮に来た時に出会ったシューリやその友人と同じく、イライアスに熱をあげている侍女たちからすれば、私などイライアスを横取りした女にしか思えないだろう。

　私まで急な腹痛を訴うつたえたくなってきた。




　弾はじけんばかりに瑞みず々みずしい笑顔のメリディアン王女は、私を見せつけるという趣味の悪い娯ご楽らくを余よ程ほど楽しみにしているのか、午前中の日程を驚くほどそつなくこなした。

　授業だけでなく、彼女には視察や訪問という仕事があった。その日は視察が一つあり、何代前かの王女が創設したとかいう、王宮からすぐそばにある病院へ行った。

　王女が乗った馬車は、玄げん関かんに勢揃いした病院の職員たちによって歓かん迎げいされ、院長がつきっきりで病院の概がい要ようや近きん況きようを説明してくれた。

　メリディアン王女の侍女になってみて初めて分かったのだが、意外にも難しいのは、それに対して要所要所で質問をしたり、適切な相あい槌づちを打つことだった。何せこちらは病院経営や医学に精通しているわけではない。けれど、衆しゆう人じんの視線があるので、興味を持っている態度が要求されるのだ。

　また、予あらかじめ指定された患かん者じやとも言葉を交かわす機会があった。これもなかなか難易度が高かった。

　かける言葉が思いつかない。何か話しかけられても、無難な返答が難しい。

　それらをそつなくこなすメリディアン王女は、王宮で私たちに見せる我わが儘ままで幼よう稚ちな姿を完全に封ふう印いんしていて、その変わり身にある意味感服した。
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　お昼になるといよいよ食事会の開かれるホールへ向かった。ホールの中は白で統一され、花々や木々が茂しげる大きな中庭に面していた。中庭に面したテラスは開けられていて、心地良い風がホールの中まで入ってくる。テラスと反対側の窓からは、王都が眼下に一望でき、ここが天てん空くう宮きゆうであることを改めて思い出させる。まるで宙に浮く庭園のようだ。

　ホールには長い食しよく卓たくが並べられ、既にほとんどの王族の方々が席に着いていた。メリディアン王女と共に中に入っていくと、私たちは一いつ斉せいに視線を浴びた。

「──まあ、メリディアン様、またご欠席かと思っていたわ」

「──あれが新しい侍女？　どうせすぐにまた辞めるでしょうね」

「──えっ？　あの子がイライアス様の!?」

　密ひそやかな、だがはっきり私たちに向けられた言葉の端はし々ばしが耳に滑り込んでくる。

　メリディアン王女の席はフィリップ王子の近くだった。王子の両りよう隣どなりには、天上から降りてきた美の女め神がみかと思うほどの麗しい女性たちが座っており、どうやら彼女たちがメリディアン王女の毛け嫌ぎらいしている、王子の妃たちのようだ。

　人にん間げん離ばなれした美貌の殿下や妃たちの近くに座るメリディアン王女は、痛々しいくらい視覚的な落差が浮うき彫ぼりになっていた。もっとも、お妃たちの後ろに控える侍女たちもなぜか皆顔立ちが整っており、彼女たちの端に縮こまって立つ私も、はたから見れば貴石の隣に転がる石ころにしか見えないだろう。

　その侍女たちの一人を見てギクリとした。見覚えがある気がするのだ。記き憶おく違いだと信じたいが、初めて王宮に来た時にシューリと一緒にいた女性のうちの一人ではないだろうか……。

　彼女は私を一いち瞥べつした途と端たん、燃えるような嫌けん悪おを露あらわにした。

　まずい。泣く子も黙りそうな、美女による恐ろしい形相に思わず私は一歩下がってイリスの陰かげに隠れた。

　主役である第一王女が最初に短い挨あい拶さつをすると、参加者たちはおのおの自由に会話を始めた。

　なるほど、メリディアン王女の指し摘てきした通りかもしれない。席に着いた王室の一員たちは、皆一様に猫ねこ撫なで声ごえで媚びるような笑顔を作りフィリップ王子にせっせと話しかけていた。そのすぐ近くで相槌すら打たず、つまらなそうな仏頂面をしていたメリディアン王女は、ふと思い立ったように顔を上げ、まだ幼さの残るよく通る澄んだ声で言った。

「いい機会だから紹しよう介かいしたいわ。わたくしの新しい侍女よ。セーラ・ショアフィールド、こちらに来て」

　こんな形で華々しく紹介されるとは、思っていなかった。

　わざとらしくフルネームを披ひ露ろうしてメリディアン王女は私を手招いた。やんごとない人々の視線を一身に浴びながら、私は仕方なくイリスの陰から出てメリディアン王女のすぐ後ろに歩み寄った。とりあえず、丁寧に礼を取る。

「お世話になります。一いつ生しよう懸けん命めい頑張りますのでよろしくお願い致します」

　月並みだが心にもないことを言った。他に何と言えばいいのか思いつかない。

「お見かけしない方ね。……ご出身はどちら？」

　誰だか全く分からないが、恐らくメリディアン王女の姉姫の一人なのだろうと思われる女性が、勿体ぶった口調で私に聞いてきた。私がヨーデル村のある地方の名前を答えるとその女性の後ろにいた侍女が口元を白い手で押さえて言った。

「まあ！　はるばるいらしたのね。勇ましいこと！」

　するとそれを受けて周囲にいる者たちはドッと笑った。明らかにそれは嘲ちよう笑しようだった。

　ところがメリディアン王女はそれをものともせずに口を開いた。

「そうね。セーラは勇ましい宮廷騎士団長と、とてもお似合いだわ！」

　ホールを満たしていた笑い声が、波が引くように消えていった。それと置おき換かえられる形で、侍女をはじめとする女性たちの顔に、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とが入り混じったような感情が走る。私は大層居い心地ごこちが悪い視線を一同から浴びた。

　メリディアン王女はこの状じよう況きように至極満足したらしく、笑顔を隠そうともせずに辺りを見渡してから、グラスを手に持ち、なみなみと入っていた酒を一気に口に流し込んだ。

　ふと射るような視線を感じ、隣を確認すると、シューリの友人その一と思おぼしき侍女から、私は睨まれていた。私が軽く会釈をすると彼女は口を開いた。

「知っていて？　シューリは塞ふさぎ込こんでしまって、部屋から一歩も出てこないのよ？」

　そう口火を切ると、彼女は少し甲かん高だかい小声で、私に嫌味をまくし立て始めた。やれお前と宮廷騎士団長は不ふ釣つり合あいだとか、大事な友人であるシューリを傷つけたのはお前だとか、休む間もなく私を非難した。口から次々と紡つむぎ出される中傷のその速さたるや、あまりの速度に耳がついていかず、段々彼女に何を言われているのか分からなくなるほどだった。高速開閉される彼女の口元にある種の感かん嘆たんを覚えながらも、私は考えた。

　シューリもシューリじゃないか。特定の相手を作らないイライアスにそんなに本気になって、どうするのだ。それとも最後にイライアスがシューリを訪おとずれた際に、余程酷ひどい振り方をしたのだろうか。

　そう言えばイライアスは、以前恋人に殺されそうになったとか言ってたっけ……。

　彼女はしまいに、ワザとらしい溜め息をついた。

「イライアス様はお前などの、どこが良かったのかしら」

　よくこんな失礼なことを本人に面と向かって言えるものだ。私はとりあえず話を終わらせようと、適当に返事をした。

「そうですねえ。シューリさんは、夫のどこが良かったんでしょうね。私も教えて欲しいです」

　彼女は瞳を一瞬見開くと、黙ってしまった。どうやら話を区切るのに成功したようだ。




「ねえ、あの一瞬で押し黙った侍女たちを見た？」

　興奮冷めやらぬ様子で嬉しそうにメリディアン王女は目を輝かせた。私たちは明日の視察でメリディアン王女が話す予定になっているスピーチの原げん稿こうを本人に書かせていた。

　王女の手元に置かれた原稿用紙は、まだほぼ白いままだ。

　メリディアン王女は目を輝かせ、私に尋たずねてきた。

「お兄様から聞いたわ。十五歳の時からの大恋愛だったのでしょう？　だからイライアスは誰にも夢中にならなかったのね！」

　大恋愛!?

　相思相愛から更にハードルが上がってしまったようだ。

　冷静沈ちん着ちやくなイリスですら、私を興味深そうに見ている。

「イライアスと昔偶ぐう然ぜん会ったのでしょう？　そこからどうやって愛を育んだの？」

　興奮と期待に見開かれた澄んだ青い瞳が、邪じや気きなく向けられる。私はシドロモドロになった。

「一緒に乗馬したり、ジュースを飲んだり、森で色んな事を語り合ったり……。あとは、落とし穴を埋うめたり」

　最後のはどうかと思われたが、恋に恋する乙女おとめは気にならなかったらしい。

　適当な回答にもかかわらず、メリディアン王女は胸に手を当てて恍こう惚こつとしていた。

　少ない情報から、勝手に妄想を膨らませているのだろう。

　結局時間ぎりぎりになって、メリディアン王女が殴なぐり書がきしながら完成したスピーチの原稿は、見てくれは悲ひ惨さんだったが内容は完璧で、私はこの王女に対する認識を再度改めた。

　メリディアン王女は自分の能力をよく把は握あくした上で、最大限サボっているのだ。




　二日目の仕事が終わると、私は馬車が待つ王宮の門のそばまで急いだ。

　私の勤務終しゆう了りように合わせてくれているイライアスをあまり待たせるのは怖い。私が遅おくれても早過ぎても弓矢を構えるかもしれないからだ。

「ショアフィールド夫人」

　後ろから、聞き覚えのない声をかけられた。

　さっと振り返ると、瘦そう身しんの若い男性が私に向かってゆっくりと近づいてきた。茶色い柔らかそうな髪は肩先で揃そろえられ、同じ色の瞳は柔にゆう和わな色と形をしている一方で、どこか荒すさんで見えた。夕暮れの廊下はさほど明るくなく、廊下に並ぶ四角い窓から射さし込こむ茜あかね色いろの光のせいか、その男性の顔色はやや悪かった。

「お帰りですか？　……あの宮廷騎士団長が結婚するなんて驚いたよ」

　またその話題か！

「あんな非道な男のどこに王宮の女性が惹ひかれるのか、私には分からない」

　咄とつ嗟さに言葉を失った。まさかイライアスの方を悪く言われるとは思っていなかった。軽い驚きを覚えつつ、私は確認するようにオウム返しに言った。

「非道……」

「そう思わないか？　彼は上官である前宮廷騎士団長を殺害して、今の地位を得たのだから」

　殺害して？

　初めて耳にしたそのあまりな内容に、動どう悸きが速くなっていくのが分かる。

「尊敬すべき上官を、あの手で殺あやめたんだ。あの美しい顔に返り血を浴びながらね」

　両手の平が痛かった。私は拳こぶしをきつく握にぎり締め過ぎて、手の平に爪つめを食い込ませていた。

　十年前アルを迎むかえに来た宮廷騎士団長は、確かディディエと名乗っていた。キースは、イライアスが五年前に宮廷騎士団長に昇しよう進しんしたと言っていた。つまり、この人が言うことが本当だとすれば、五年前にイライアスはディディエ団長を殺した、ということだろうか……？

　動揺を見せてはいけない。

　私はどうにか平静を装よそおおうとした。そもそもそんなことをわざわざ私に言ってくるこの男性は一体誰なのだろう。

「あの、失礼ですけれど、貴方はどなたなのでしょうか……？　こちらに来たばかりで、お名前を存じ上げません」

「私はレイモンドという。君が仕えるメリディアンにとっては母親が違う兄にあたる」

　レイモンド──！

　瞬しゆん時じに私の脳内をキースの低い声が蘇よみがえり、警告を鳴らした。

　母親の実家が失しつ脚きやくしたとかいう、第二王子。厄やつ介かいだから避けろ、と言っていた。

「殿下は……、イライアスが前宮廷騎士団長を……殺すところを見たのですか？」

「いや。だがディディエが殺されたのは自宅であり、またそこは私の母の生家でもあったのだよ。当時の様子は誰より詳くわしく聞いている。それに君のことも少し調べさせてもらったよ。君は名ばかりの男だん爵しやく令れい嬢じようらしいね。そんな君と、なぜイライアスが？　彼の狙いは何だ？」

　一番指摘されたくなかった事実を突かれ、胸をドッと押されたような気分になる。余計なことを話してはいけない。私は一生懸命動揺を抑えて口を開いた。

「父の爵しやく位いなど、私たちの結婚に関係ありません。私と彼には愛があるのですから」

「愛、ね……」

　とんだ噓っぱちだ。私たちの間には愛情なんてありはしない。見抜かれただろうか？

　私は先を急ごうと回れ右をした。

「待ちなさい」

　歩き出しかけた私の前にレイモンド王子が立ち塞がった。少し恐きよう怖ふを覚える。

　そのままレイモンド王子に、まるで顔色を読むかのように覗き込まれた。

「君は、イライアスにいいように利用されているのではないか？」

「わざわざご忠告ありがとうございます。ですが、ご心配なく」

「君は、騙だまされている」

　ご明察だ。騙されまくって王都に連れて来られた。そんなご忠告は今いま更さらだ。でも一応、聞いておこう。

「私が、どんなふうに騙されていると仰おつしやるのですか？」

「イライアスは君を……愛してなどいない」

　知っているから、それ！

　ここまで勿体ぶった挙句、言うことはそれか。急がねば本当にイライアスを待たせてしまう。

　私は失礼致します、と抑えた声で再度宣言しながら、今度こそレイモンド王子を置いて先へ進んだ。王宮の至宝との異名を持つ、愛のない形ばかりの夫のもとへ。




　案の定イライアスは既に馬車の前で私を待っていた。その隣にはキースもいる。イライアスは私をみとめると、微かすかに表情を緩ゆるめた。

「遅くなりましたね。お疲れ様でした」

　さあ、帰りましょう。そう言い添えながらイライアスは私の手を取り、馬車に乗り込んだ。キースが後に続き、イライアスの隣に腰かける。

　イライアスは馬車の中でマントが邪魔になったのか、肩から外した。それを無言でキースが受け取り、器用に畳み始める。

　今日は疲れているのか、イライアスは革かわ張ばりの席の背に深くもたれ、深く溜め息をつきながら、両目を伏ふせた。私はその一挙手一投足を複雑な心境で眺めた。

　本当に、ディディエ前宮廷騎士団長を、彼が……？

　閉じられていた瞳が前触れなく開かれ、強い意思を感じさせる緑色に真っすぐに射い抜ぬかれて、私はぎこちなく目を逸らした。だが逸らした先がまずかった。キースのやぶ睨みとぶつかり、私がしばらくの間イライアスをひたすら眺めていたことをキースに気づかれていたと知り、気まずさでいっぱいになった。

　外はもう真っ暗で、王宮の正門から外までの一本道には、道の両りよう端はしに灯あかりが等とう間かん隔かくで配置されており、光る道が眼下に続いていた。

「お父上に会われたのですか？」

　はっと顔を上げると、イライアスは窓の木枠部分に肘ひじを乗せ、手の平で側頭部を支えながら、やや下から見上げる形になった目で私を見ていた。

「いいえ。今日は忙いそがしかったので。調理場に行く時間がなくて……」

「それがよろしい。頻ひん繁ぱんに行けばそれだけ周囲に怪しまれます」

　私はふと疑問に思った。

「あの……。私が今日父さんに会いに行こうとしていたことがなぜ分かったんですか？」

「昨日、刺繡をしていたのでしょう？　まさか私にくれるわけではないでしょうから。想像したまでです」

　洞どう察さつ力りよくが怖い。私が自分で使うとは思わなかったのだろうか。

　それにしても、刺繡をしていたのをイライアスに話したのはキースだろうか。

　そっと手巾を出すと、私は自分の刺繡を見た。糸が所々はみ出たり、隙間があり、あまり上手ではないかもしれないが、手作り感が溢あふれていて父さんならきっと喜んでくれると思う。

「きっと喜ばれる」

　イライアスが呟き、私は再度顔を上げた。

「お父上は、大層喜ばれるでしょう」

　私は胸の中心がジワジワと温かくなるように嬉しくなり、隙間だらけの鳥の模様を指で撫なでた。




　馬車が屋敷に着き、キースがさっさと屋敷の奥の方に消えると、私はイライアスと廊下を歩き始めた。

「私は今日先に入浴しますので、貴方もそうしませんか？」

　てっきり先に入浴するからお前は夕食を一人で食べろ、と言われるのかと思った。どうして私まで先に入浴を……。

「可能な限り食事は一緒に取りましょう。申し訳ありませんが今日は炎えん天てん下かで剣けんの訓練がありましたので、早く汗あせを洗い流したいのです」

　どんな訓練をしているのだろう。私は汗と土つち埃ぼこりにまみれた宮廷騎士たちが剣を交わす姿を想像した。

　それにしても、この宮廷騎士団長は、夫婦は食卓を共に囲むべきだ、という曲げたくない主義をお持ちらしい。特段それに反はん抗こうする意義も見み出いだせなかったので、私は頷うなずいた。

「それに何より、貴方とできるだけ一緒にいたいのです」

　それはどういう主義によるものだろう。

　この屋敷には風ふ呂ろが複数存在するので、こういう時に便利だ。食堂が複数存在するのも、こんな時に便利なのかもしれない。あえて孤食したい時、とか。

　最も早はや便利と言うべきなのか定さだかではないが。




　服を脱ぬぎ、温かい湯を浴び始めると、王宮でレイモンド王子から聞かされた話がどうしても気になった。──やはり本人に聞くべきだろうか。

　王宮の人間は信用できないので、誰にも聞けない。というか、どう聞けばいいのかも悩ましいところだ。

「ちょっと小耳に挟んだんだけど、私の夫が前の宮廷騎士団長を殺したって話、知ってる？」

　とか……？

　──そんな場面も自分も想像ができない。やはりこうなったら、イライアス本人に聞いてみるしかない。レイモンド殿下の方から話しかけてきてしまった以上、今後私が注意するためにも、事情を少しくらい知っておかなければ。

　そもそも私からすれば、唯ゆい一いつ王都で頼たよれる筈の存在であるイライアスの情報が、少な過ぎるのだ。多少は彼を信しん頼らいしなければ、この先やっていけない。

　私はイライアスについてもっと知らなければならない。確認するしかないだろう。

　入浴の間中、私はそのことばかり考えていた。

　髪を乾かわかし、部屋着に着替えてサッパリして人ひと心地ごこちつくと、かなり時間が経たっていた。

　これでは、イライアスを待たせてしまっているだろう。今日は待たせてばかりだ。私は大おお慌あわてで、廊下を走った。

　食堂に駆かけつけると、案の定既にイライアスは席に着いていた。彼は私を見るや、一度目を見開き、その後どうしてなのか、どこか熱を帯びた眼差しで見つめてきた。

「おい、廊下を走るなよ。王宮でやったら白い目で見られるぞ」

　感じの悪い声の方向を見れば、食堂の隅すみにあるソファに座ったキースが、私に白い目を向けていた。彼はサイドテーブルに置かれた便びん箋せんの束を次々に開かい封ふうしては目を通していた。

　ムッとしながらも待たせたことを詫びながらイライアスの向かいに座ると、イライアスは口を開いた。

「駆けてくる姿に、出会った頃の貴方を思い出しました」

　彼はそれだけ言うと、侍女がついだ赤い酒を飲み始めた。

　出会った頃の私──私たちにとって、もう十年も前の、たった一日の出来事だ。




　前菜を食べながら、私はジワジワと質問を開始した。

　まずは昼に第一王女の誕生日会があったことを話し、メリディアン王女が蓑虫になっていた逸いつ話わで場を和なごませた。外そと堀ぼりから埋めていく作戦だ。

「昼食会にはたくさん王室の方々がいらしていたんですが、存じ上げない方ばかりでした」

「そうでしょうね。国王陛下には王子王女が山ほどいらっしゃいますから。実は私も全員の名を覚えきれていません。ここだけの話ですが」

　イライアスは緑色の瞳をきらきらと躍おどらせて笑った。私は少し引きつる笑顔をどうにか作り、何気なさを装って続けた。

「あの、そこで何人かに声をかけてもらったんです。……ええと、レイモンド王子とか」

　勇気を総動員して逆げき鱗りん王子の名を出してみたが、手応えは皆かい無むだった。

　イライアスは平然と鶏肉にナイフを刺し、適当な相槌を打っている。しかし視線を感じてキースの様子を窺うと、彼は目を剝むいて私を凝視していた。

　俺の忠告をなぜいとも簡単に無視するんだ──そう言いたいのだろう。

　だが目を逸らすわけにはいかないと判断したのだ。知るのは怖いが、知らないでいるのはそれ以上に恐ろしい。私たちは同じ家に住んでいるのだ。というより、夫婦なのだから。

　いや、自分でも何を言っているのかよく分からなくなってるけど。

「ええと、レイモンド王子はとても感じが悪かったんです」

「そうでしょうね。彼の後うしろ盾だてだったジマーマン家が没ぼつ落らくしたのは、宮廷騎士団による当時の騎士団長襲しゆう撃げきがきっかけでしたから」

　私はスープに突っ込んでいたスプーンをビクリと止めた。話の核かく心しんに突然触れられたからだ。乱れそうになる呼吸を整えながら続きを待つ。

「貴方も十年前に会ったディディエ・ジマーマン宮廷騎士団長です。彼は、自家が推おすレイモンド殿下の、そのライバルだったフィリップ殿下の暗殺を企くわだてた罪で、宮廷騎士団に討うたれたのです」

　王子暗殺を企てた──!?

　だとすれば、イライアスたちがディディエを殺した、正当な理由が存在したことになる。そうなるとレイモンド王子が言った、自分の出世のために上官を殺したという見解は逆さか恨うらみなのではないだろうか。

「レイモンド殿下は他に何と？」

「私が、……イライアスさんに騙されていると。私を愛してなんていない、とか……」

　後で思い直すと、分かりきったことながら、胸の深いところにグッと鋭えい利りなものを刺し込まれる感覚に似た痛みを覚える。そうだ、私は人ひと質じちに使えるから王都に連れて来られただけなのだと、事情を知らない第三者にまでも指摘された気がしたのだ。

「……失礼なことを仰る。レイモンド殿下は私に敵意しか抱いだいていらっしゃらない。メリディアン王女の侍女としても、貴方はあまり関わらない方が賢けん明めいです」

　イライアスと視線を交わすことに耐えきれず、視線を手元に落とした。

　スプーンを動かすと乳白色と琥珀色の二層からなるスープの色合いが乱れた。上の層は撹かく拌はんしたジャガイモのスープだ。混こん濁だくしていくその色を見ているうちに、気づきたくないけれど気づかされてしまった。

「父さんが軟なん禁きん状態にあるのも、私が今ここにいるのも、全部私が子どもの頃、アルを見つけたせいなんですね」

「また突然何を。……自分を責めているのですか？　貴方が拾わなければレスター王子は恐らく生き延びていませんでしたよ。その方がよかったと？」

　分かっている。

　私はあの時人助けをしたつもりだった。けれど、我が家にとっては不幸だったのではないだろうか。アルがいた六年は、貧びん乏ぼうだったがそれなりに楽しかった。我が家の輝いていた時代だ。でもその後の辛つらい年月の方が遙はるかに長かった。

「レスター王子にとって、ヨーデル村での日々は自分を支える糧かてになっている筈です。明日、彼が王宮で過ごした北棟にでも行ってみますか？」

　アルが生活していた場所を、見られる!?

　私は思ってもいなかったその話に飛びついた。アルが王都でどんな日々を送ったのか、垣かい間ま見みることができるかもしれない。

　興奮気味にイライアスを見つめると、彼は頷いた。

「では、フィリップ殿下に頼んで明日の夕方に貴方を案内していただきましょう。レスター王子の私物は厳重に管理されていますから」

　イライアスはそう言うとグラスの酒を飲み干した。そのまま視線がキースに投げられると、補佐官はすぐさま起立し、なぜか食堂を出て行った。

　キースの姿を目で追った後、首を元に戻すとイライアスの緑の双眸が私に注がれていた。それはどこか感情を抑えたもので、人工物かと見まがうほどに澄みきった色合いの美しいそれを正面から受けると、目を通り越して頭の中まで彼の視界が突き抜けてくるような感覚さえ覚えた。

「レイモンド殿下は他に何か？」

　言っていいのかどうかなど、迷う余地がなかった。イライアスの問いには尋じん問もんをすることに慣れていると感じさせる、独特の強制力があり逃のがれることは容易ではなかった。

「イライアスさんがその手でディディエさんを殺害した、と」

　まずい。室温が氷点下になったじゃないか。




　極限に張り詰めた空気の中を、涼すずやかな音が響ひびく。

　イライアスは空からになったグラスの、その表面に彫られた銀色の細工を爪でこするように弾はじいていた。

「ひ、人を呼んでおかわりを持ってこさせますね！」

　場を離れる口実を思いついた私が椅子から腰を上げかけると、イライアスはグラスを見つめたまま即そく答とうした。

「結構です。間もなくキースが持ってきますから。貴方はそこにいて下さい」

　キースが？

　さっきの目配せだけでそんな注文が通じたのだろうか。そして、毎度のことながらイライアスは侍女をいつの間に追い出しているのだろう。一いつ旦たん浮かせてしまった腰を、仕方なく落ち着ける。

「……ディディエを刺したのは確かにこの私です」

　一瞬自分の耳を疑った。

　やはりそうだったのか。でも──騎士なのだから、人の命を奪うばった経験があっても不思議はないのだ。仕事だったのだから……。私は自分を落ち着かせようとした。

「あの、フィリップ王子の暗殺って……」

「もちろん計画は失敗に終わりました。毒や暗殺者を用いた複数回に亘わたるものでしたが……。当時権勢を誇ほこっていたジマーマン家を討つのは大変難しく、ディディエ前騎士団長は私兵を用いて激しい抵てい抗こうを見せ、私に同行した騎士たちも相当数が負傷しました」

　イライアスは硬かたい表情のまま、グラスに焦しよう点てんを合わせていた。

「他にまだ私に尋ねたいことがありますか？」

　私は首を横に振った。

　その直後、扉が開くとキースが酒さか瓶びんを腕に抱えて戻ってきた。補佐官ともなれば、上官の思考を読めるものらしい。流石王立補佐官養成所を首席で卒業しただけはある。それにしても補佐官は給きゆう仕じの真ま似ね事ごとまでするのか。

　キースによって素早くつがれた赤い液体は、グラスを満たすや否いなやイライアスの喉に流し込まれた。嚥えん下かの間かん隔かくを分からせないほどの滑なめらかさと速さでそれは消費され、再び空になったグラスはテーブルに置かれると時を同じくして、キースの手で満たされた。

　先に食べ終えたイライアスは私がデザートの林りん檎ごのケーキをモソモソと頰張る間中、次々と酒を呷あおっていた。怒ど涛とうの勢いで飲まれていくその様子を、私は内心冷ひや汗あせをかきながらチラチラと見ていた。彼は相当な量を飲んでいた。

　──まさかのヤケ酒だろうか。

　酒に余程の耐たい性せいがあるのか、白い顔には僅わずかも赤みがさすことはなかった。




　食事が済むとイライアスはさっさと席を外してどこかへ行ってしまった。

　ノロノロとやっとの思いで重たい腰を上げると、キースに凄まれる。

　どういうつもりだ、と言うと彼は腕を組んで私の前に仁に王おう立だちになった。

　私も負けてはいけない。キッと目を据すわらせるとキースに言ってやった。

「こんなだいそれた事件を隠そうとする方がおかしいです。何も知識を与えずに王宮に放り込むのは、柵さくの中にいる狼おおかみの群れに羊を投げ入れるみたいなものです」

「微び妙みようなたとえだな。知識があれば役に立つとは限らない」

「それを判断するのは私です。……キースさんは私が何も知らないままここに来て、どれだけ心細いか分からないんですか？」

　キースは精せい悍かんにつり上がった眉まゆ根ねを寄せると、目を閉じて長い息を吐いた。再び開かれた彼の目は、予想に反してやや気弱だった。

「分かってる。俺だってどうしていいか分からなくて少し困っているんだ。あんたが不安なのは理解できる。だけと、人には絶対に触れられたくないことが一つや二つあるだろう。五年前の件は、イライアス様にとってまさにそれなんだ」

　珍めずらしく弱気な風ふ情ぜいを見せて項うな垂だれるキースに軽い驚きを覚えつつ、黙って聞いた。

　キースは苦しそうな溜め息をついた。

「……五年前、俺の先走り過ぎた行動のせいで、イライアス様はあの時深い傷を負われて死にかけたんだ。精神的にもなかなか立ち直れない傷を受けて。だから……、頼むよ。この話はイライアス様からなさらない限り、しないでくれ」

　死にかけた……。

　相当な乱らん闘とうになったのだろうか。私はびっくりしてしばし沈黙した。

「……先走り過ぎたって、どういう風に……？」

「俺は若くて、功を焦ったんだ。まだ十分な準備も心構えもできていないのに、ディディエに仕掛けた。やり方が違っていれば、怪け我が人にんもあんなに出なかったかもしれない。約束するよ。あんたが危なくなったら、俺が命にかえて守る。だからイライアス様に五年前の話を振るのだけはどうか勘かん弁べんしてくれ」

　焦こげ茶ちやの目はいつも以上に昏くらい色に見え、何か別の所を見ているように思える。

　縁えん起ぎでもない台詞だ。キースなんかに命をはってもらったら夢見が悪くなるじゃないか。そんなことは逆にありがた迷惑だ。
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　朝から、メリディアン王女がいなかった。

　イリスが起こしに行くと、寝台は既にもぬけの殻からだったらしい。その報告を受けてふらふらと脱だつ力りよくして手近な椅子に座り込んだグラバー夫人の頭を、何食わぬ顔でイリスは扇せん子すで煽あおいだ。夫人はどうやら上気し過ぎてしまったらしい。

　かくして私とイリスはメリディアン王女が行きそうな場所を捜さがし回ることになった。イリスは王宮内を、まだ内部に詳しくない私は庭園内を。

　イリスによれば、メリディアン王女は早朝にしばしば勝手に出かけてしまうのだという。それ自体信じられない行動だが、現に姿が見えないので捜す他ない。

　メリディアン王女の予定は一日の休みもなく、朝から晩まで決められていた。確かに息が詰まって逃げ出したくもなるだろう。もっともこれが王族の仕事なのだと考えればそれまでだ。一生誰かに虐しいたげられたり、生活に困ったり、売れない鍋なべを売り歩く羽目にはならない人生が確約されているのだから、ある意味では仕方がないのかもしれない。




　朝の庭園は湿しつ度どを帯びた冷気に満ちており、青い香りが立たち昇のぼっていた。まだ散策などをしている者は一人もなく、葉ずれの音と自分の立てる靴くつ音おとしかしなかった。時折頭上を鳥のさえずりが掠めていく。

　ショアフィールド家の侍女が履はかせてくれた靴は相変わらずヒールが高く、歩きにくい。特に芝しばの上を歩くといちいち躓つまずきそうになる。美しいきめ細やかな芝に私の体重で点々と楔くさびを穿うがつようで、庭園管理者には大変申し訳ない。

　王宮の庭園は広く、大おお雑ざつ把ぱに区分すれば様々な形の噴ふん水すいが集まるエリアや花か壇だんをはじめとした花々が咲さき乱みだれるエリア、そして王族の口に入る作物を育てるための農園があった。

　それぞれの規模が大きく、探し回っているうちに陽が高くなり、今度は遮さえぎるものがない太陽がきつく思えるようになってきた。

　あまり奥まで行くと迷ってしまい、私まで行方ゆくえ不明になりかねない。そもそもいなくなったと気づいてもらえるかも心配だ。

　グラバー夫人は手のあいている他の侍女たちにも声をかけて捜そう索さくを手伝わせるといっていたから、一旦戻って状況を確かめよう。その方が効率もいい。引き返そう。

　王宮の建物に戻る前に少しだけ農園の中も確認することにした。よく整備された畑が並び、脇わきには小さな倉庫があった。

「あの中で木き苺いちごでも盗ぬすみ食ぐいしていらしたりして……」

　畑と道を仕切るように背せ丈たけほどの塀へいがあり、そこには赤い実をつけた木苺の蔓つるが絡からみついて生おい茂しげっていた。私はあの自由なメリディアン王女が木苺を摘つんでいる無む邪じや気きな光景を思い浮かべてしまった。

　人の姿を探しながら農園に敷かれた砂じや利り道みちを走り、石造りの簡素な倉庫まで行くと、私は木の扉をノックした。返事はない。

　丸い黄おう銅どう色いろのドアノブに手をかけて回すと、扉を開けた。倉庫の中は農作業に使用する道具が雑然と置かれており、見通しが悪かった。その時私の背後で影かげが動いた気がした。

　振り返ろうとした刹せつ那な、背中に衝撃が走り、私は前のめりになった。高いヒールでよろめく体重を支えきれず、あっという間に床が近づいて、私は両手をつく格好で転んだ。その拍ひよう子しに靴が脱げて転がる。

　なんだ、何が起きたんだ。後ろから誰かに突き飛ばされた!?

　痛さを感じている場合ではない。信じ難がたい気持ちで慌てて立ち上がろうとすると、無情にも扉がバタンと閉まった。

　閉められた扉を開けようとドアノブに摑みかかると、回らなかった。血の気が引いた。外から鍵かぎをかけられたのだ。

「そんな汚い所にメリディアン王女様がいらっしゃるわけがないじゃない。馬ば鹿かね」

「田舎いなかから来た子は皆頭が回らない子ばかり」

　心臓をギュッと摑まれたような気がした。扉の向こうに誰かいる。声からすると、若い女……？

「貴方にはここがお似合いよ！」

「開けて！　冗じよう談だんはやめて開けて下さい！　誰なの!?」

　ドアノブを両手で握り締めて、力任せにガチャガチャと回す。甲高い笑い声が漏もれ聞こえる木の扉を、拳を作り力いっぱい叩いた。

　だが何者かが砂利道を踏む足音は次し第だいに遠ざかり、扉の向こうからは何の音もしなくなった。置いていかれたのだろうか……？

　必死で辺りを見渡すと、小屋の天てん井じよう近くには明かり取りのために窓が四方につけられていた。しかし、位置が高過ぎる。

「助けて！　誰か！」

　声を張り上げて壁や扉を叩いた。農作業をする下働きの人間が誰か通るかもしれない。そう希望を持って、何度も、何度も叫んだ。

　──外からは何の物音もせず、周囲には人っ子一人いないようだった。

　どれだけ声を上げ続けたか分からない。叫び続けて頭が痛くなり始め、喉も嗄かれてきてしまった。

　私は縋すがりついていた壁から離れ、小屋の中を見た。薄暗い小屋の中は、物が溢れていて雑然としてはいたが、掃そう除じはされているらしく、汚くはない。それだけは救いだった。

　部屋の真ん中に置いてある大きな台車をよけるようにして進み、大小様々な鎌かまや鍬くわが立たてかけられた横に置いてある、小さな丸椅子に座った。丸椅子は使い古されているのか、ガタガタと前後に揺れ、座り心地が悪かった。脚あしの長さが揃わなくなっているのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ。イリスが捜しに来てくれる筈だよ」

　自分を落ち着かせようと声に出して言った。

　気がつくと自分の両腕を手の平で摩さすっていた。──なんだか寒い。長いこと小屋の中でじっとしていると、徐々に冷えを感じるようになってきてしまったのだ。外は天気がいいのに……。気温自体は低いので、日光がない上に動いていないと、寒かった。

「どうして私がこんな目に……」

　そう考えだすと、切なくてたまらなくなった。

　名前も知らないような人から、なぜこんな意地悪をされなくてはいけないのだ。私が彼女たちに一体何をしたというの。田舎者、と罵ののしられた冷たい口調を思い出し、悲しくなる。

　ジワジワと目め頭がしらが熱くなり、ただでさえ悪い視界が更にボヤけ、熱いものが頰を伝う。泣いたっていい。どうせ誰も見ていないんだから。涙は温かかったが、顎から落ちて胸を滑る頃には冷たくなっていて、その冷たさに身を震ふるわせた。

　思わず拭ぬぐい取とり、胸の開き過ぎた貴族の衣い装しように心の中で悪態をつく。




　どれくらいそうしていただろうか。自分の疲れた呼吸の音だけが聞こえる。

　ふと小屋の隅に梯子はしごがあるのが目に入った。つられて私は高い位置にある窓を見た。

　梯子を使えば、窓までいけるかもしれない。窓を開けて、飛び下りても外は土だ。たいした怪け我がはしないだろう。

　一いち念ねん発ほつ起きして梯子まで歩くと、それを引きずり、窓の下に立てかける。梯子がズレたりしないよう、地面と接する部分は重そうな台車の車輪にかけて固定した。

　気合いを入れるために、両手をパンパン、と打ってから靴を脱いで梯子を上り始めた。中ほどまで上ると、梯子が軋きしむような音がして、内心焦りながらも窓を目指した。

　汚よごれで曇ったその窓を至近距離に捉とらえた時、ああ、と息が漏れた。窓は恐れていた通りに悲しいかなはめ殺しだった。どうしようか考えあぐね、一度梯子を下りた。そして立てかけてある小ぶりの鍬を手にすると、再度梯子を上り始めた。

　窓を叩き割るしかない。

　私の体重で梯子が軋む不気味な音を聞きながら、最初から鍬を持って上ればよかった、と苛いら立だった。窓の近くまで行くと、緊きん張ちようでゴクリと喉を鳴らす。

　深呼吸してから、いよいよ鍬を振り上げた。まさにその時。壁全体が揺れる激しい衝撃音が突とつ如じよ襲い、驚きよう愕がくのあまり私は足を滑らせ、鍬を取り落として必死に両手で梯子にしがみつき、落下を免まぬがれた。何事かと混乱しながら、足をどうにか梯子に巻きつけ身体を安定させる。

　そこから下りようと手を一段下にかけ直したが、今度はドレスの裾すそを巻き込んでしまって再び足が滑る。その時突然両脇の下に誰かの腕が差し込まれ、私は絶ぜつ叫きようした。そのまま間髪を容れずに猛烈な力で梯子から引きずり下ろされた。

　背後に誰かがいて、私を羽は交がい締じめにしようとしている！

　その容よう赦しやない力と鋼はがねのように硬く太い腕は、間違いなく男のものだった。

　何だ、この状況は!?

　まさか、襲われているのだろうか!?

　誰だか分からぬ男に抱きつかれ、私は死しに物もの狂ぐるいで暴れた。

「いやあっ！　放して！　放せっ！」

　右腕を拘こう束そくする力が微かに緩み、今だと振り返りながら爪を立て、右手を思いっきり背後の男にぶつけた。

　その頰を抉えぐる確かな手応えを感じた直後、男の顔が認識できた。

「……イライアス、さん……」

　私が梯子から落ちないように苦心していたのはイライアスだった。返す返すタイミングが悪い男だ。

　引ひっ搔かいてしまった右手を握り締めながら、後こう悔かいで後ずさる私を、イライアスが抱き締めた。そのまま私の耳元を彼の囁き声が掠める。

「よかった、見つかって……。無茶なことをしないで下さい」

　イライアスの腕の中はとても温かく、私は無意識に暖を求めて彼にしがみついていた。すると私を抱き締めるイライアスの両腕に更に力が込められ、厚い胸むな板いたにキツく押しつけられた。息苦しいが、温かい……。イライアスに抱き締められているというのに、心身共にほっとしている自分がいた。

「セーラ様、大丈夫ですか？」

　震える声がして視線を動かすと、小屋の扉が不自然に外れて開いている横にイリスがいた。その後ろになんとメリディアン王女までいた。よかった。いつの間にか見つかっていたらしい。

　イリスさん、と私が身じろぎしてもイライアスの腕の力は全く緩まない。彼に抱きついていた腕をぎこちなく離すが、状況は変わらなかった。

　イリスと王女の前でイライアスに抱き締められていることが、無む性しように恥ずかしい……。

　私の足は完全に床から離れて宙に浮いていた。身長差から、持ち上げられる格好になっていたらしい。

「イライアス様をお連れしてよかったです。でなければここだと分かるまでにもっと時間がかかったでしょう」

　イリスがそう呟くとイライアスはようやく私を解放した。視線を落とすと、イリスが手の中で鍵らしきものを弄もてあそんでいた。その瞳が惑まどうように壊れた扉を一瞥する。手の中にあるのは倉庫の鍵だろうか。ということは鍵があるのにイライアスは扉を蹴破ったらしい。

　それにしてもイライアスがどうしてここにいるのだろう。私は目の前のイライアスを見上げた。

「メリディアン王女様に呼ばれて、農園の下男を軽く締め上げました。王宮の侍女から、倉庫周辺に半日ほど近寄らないよう色いろ仕じ掛かけで頼まれたと白状しました」

「……色仕掛け……？」

　意表をつかれて問い返すとイライアスは頷いた。イリスが続ける。

「セーラ様をここに閉じ込めたのは、多分第一王女様の侍女です。マーヤという名の」

「あの、二人いました」

「でしたら……恐らくダリヤもいたのでしょう。気が強くて、他の侍女たちともよく諍いさかいを起こしている、躾しつけのなっていない二人組なのです」

　私たちは倉庫の中から暖かく明るい陽差しの中へと出た。見上げればイライアスの左頰に、私が引っ搔いた時にできたと思われるみみず腫ばれがくっきりと目立っていた。せっかくの美貌が台無しである。私は慌てて頭を下げた。

「助けてもらったのに引っ搔いてごめんなさい」

「いいえ、驚いたのでしょう。怖がらせてすみません」

　イライアスはじっと私を見つめた後、視線をつと王宮の建物の方へ流した。

「また同じようなことがあれば、貴方を侍女としてこちらへ上げるのはやめさせます」

　言われた意味が分かると急に喜びが私の中で広がった。侍女をしなくてもいい？　そんな選せん択たく肢しが残されていたのか。

　……それならいっそ、もう一度くらいなら閉じ込められてもいいかもしれない。

　イライアスは私の抑えきれない笑顔に気づくと、冷静な表情のまま言った。

「フィリップ殿下の反対にあうかもしれませんが」

「セーラはわたくしの侍女よ！　お兄様は関係ないじゃないの。これはお姉様からわたくしに売られた喧けん嘩かですわ！」

　メリディアン王女は顔を赤く染めて地団太を踏み、それを見たイライアスは片かた眉まゆを上げた。

「メリディアン王女様が私の妻のために怒って下さるなど。なんと胸震える光景でしょう」

「相変わらず憎にくまれ口ぐちを叩くわね。わ、わたくしだってのべつまくなしに侍女をクビにしているわけではなくってよ」

　ふと足に違い和わ感かんを覚え、靴を見るとなんと左右を逆に履いていた。倉庫が暗い上に履きなれていない靴だったので気がつかなかったらしい。

　恥ずかしさでいっぱいになりながら、履きかえる。

　イライアスは靴をいそいそと履き直す私に黙って手を貸してくれた。

「ねえイライアス。貴方が女性に靴を履かせるこの光景こそ、わたくしには感動的だわ」

「何のことやら。……仕事に戻ります。御ご前ぜんを失礼致します」

　イライアスは胸に手を当てて長い足を折り、非常に丁寧にお辞儀をした。




「メリディアン様。そもそも貴方が勝手にどこかへ行かれたりなさるから、こんなことになったのですよ！」

　過呼吸気味のグラバー夫人に怒ど鳴なられて、メリディアン王女が大人しくなったのは僅かな間だけだった。

　彼女はチラリとバツの悪そうな顔で私を見ると、グラバー夫人に言い返した。

「マーヤとダリヤに処しよ罰ばつを！　わたくしの侍女をいじめてくれた代だい償しようを払わせるのよ」

　ああ、ついでにお姉様も処罰すべきね、と続けるメリディアン王女を前に、グラバー夫人はその雪のように白い頭を抱えた。

　グラバー夫人は、処罰は与えるが侍女にだけです、と絞しぼり出だすように言った。

「あの二人も倉庫に閉じ込めるべきよ。セーラにしたみたいに。そうでしょ？　セーラもそうして欲しいでしょ？」

　メリディアン王女が私に同意を求めると、その場にいたイリスもグラバー夫人も私を見た。どうやらそろそろ何か意見を言った方がいいらしい。

「メリディアン王女様。彼女たちを閉じ込めるのはやめていただきたいです」

「あらなぜ!?　遠えん慮りよはいらないわよ？」

　遠慮って何だ……。

　二人を倉庫に閉じ込めでもしたら、倍返しの報復を受けそうではないか。私はここで顔がきくわけでも、人望があるわけでもない。女信者だけは多い宮廷騎士団長の妻で、変わり者王女の侍女という、胡散くさい立場を持ち合わせているだけで、おまけにそれらも私の意思が通る余地がなく、いつでも二人の一存で消失しそうな不安定なものだ。

　目下私はただ、波風を立てずに目立たず騒さわがず王宮で生き延びるしかないのだ。かといって、黙ってやり過ごせば攻こう撃げきが悪化しかねない。それはいただけない。

　私は冷静になろう、と慎しん重ちように言葉を選びながら言った。

「ダリヤとマーヤに同じことをすれば、悪いことをしてもいいのだと教えることにはなりませんか？」

　メリディアン王女は目を瞬かせた。

　痛みを知る人間は人に優しくなれるとしばしば言われている。けれども私はそれがあてはまらないこともあると思う。

　私は教会の子どもたちのことを思い浮かべた。見てきた子たちの中には、やはり悪ガキもたくさんいた。私には、幼少時にいじめられっ子だった子が少し大きくなるといじめっ子になるケースが少なくなかったように思える。……つまるところ、人はそんなに上等にはできていない。

「なぜいけないのかを分かってもらいたいんです」

「じゃあ、どうしたらいいと思うの？」

　私はしばし考え込んだ。

　侍女の間での新人いびりは昔から絶えないが、今回はとりわけ悪質だとグラバー夫人は怒っている。ダリヤとマーヤは常つね日ひ頃ごろから王宮に勤める貴族であることを鼻にかけていて、特に地方出身である侍女たちをいじめているのだという。私はグラバー夫人を見た。

「あの、……ダリヤとマーヤの二人に、ここの農園の土いじりを手伝わせてはいかがでしょうか」

　グラバー夫人は僅かに目を剝いた。

　地方の貴族であれば、経済的にゆとりがない限り、農作業を少しはするものだ。別に驚くほどのことではない。

「農作業の大変さや尊さが分かれば、地方出身の侍女を馬鹿にしなくなるかもしれません」

「二人に目を覚ましてもらうには、いい機会になるかもしれませんね。面おも白しろい考えです」

　思案を含んだ声の調子から察するに、私の提案はグラバー夫人に気に入られたようだった。

　私はふと気になって時計を見ながら、ポケットからメリディアン王女の予定表を取り出した。本来ならこの時間は、古典の講義の真っ最中の筈だ。

「メリディアン王女様。古典の講義はいかがなさったのです？」

「古典よりダリヤとマーヤの処分の方が大事だわ」

　するとイリスが口を開いた。

「それについては今結論が出ました。さあ、教室に戻りましょう」

「わたくしは傷ついているセーラについていてあげたいわ。それに古典なんかを学ぶ必要性が全く分からないの」

「私ならもう平気です。それより古典の先生が気の毒です。きっと傷ついています」

　メリディアン王女は今度は唇を尖とがらせて古典がいかに下らないかを力説し始めた。そして、古典に詳しいことが教養の高さを示すという、王族たちの間の暗あん黙もくのルールについてこき下ろした。

「セーラ。わたくし、昔の人の趣しゆ向こうや考え方には特に興味がないの。古典から何を学ぶというの？」

　そうきたか……本人は真しん剣けんなだけに余計にあしらい辛い。

　私は元教師として、全ての講義に共通する大原則を言った。

「つまらない話もじっと席に着いたまま聞く、という忍にん耐たいを学ぶのですよ」
















「あら。うまいこと言うじゃないの」




　ダリヤとマーヤは翌日、農園の作業を手伝わされたらしい。相変わらず私めがけて無人のカートが転がってきたり、上から水がかけられそうになる小さな新人いびりは陰で続けられたが、この日の事件のような陰いん湿しつないじめは以後起きなかった。どうやら、私はグラバー夫人に認められたらしいということと、何よりあのメリディアン王女が気に入ったらしい、ということから、半ば敬遠されるに等しい距離を持たれるようになったのだった。
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　アーチが幾いく重えにも並ぶ高い天井のホールを通り過ぎると、そこが北棟だった。

　ホールから北棟と繫つながる渡わたり廊ろう下かの前後には、私がいつも見慣れた宮廷騎士団の軍服を身につけた騎士たちが立っており、彼らとは北棟の中で頻繁にすれ違った。

　メリディアン王女が生活する区画はどちらかと言えば色使いに富み、華はなやかで温かみがある内装をしていたが、北棟はそれより無駄がなく洗練された雰囲気だった。白い大理石の床が続き、吹き抜けの高い天井から柔らかな陽ひ射ざしが注ぎ、真っすぐに伸びた廊下の両端にはたくさんの部屋が並んでいた。そこかしこに設置された飾り台の上には、私が見たことがない、用よう途と不明な変わった形の陶とう器きや、不思議な様式や動物をかたどった石像が置かれていた。外国からの贈り物といった類たぐいの品々なのだろう。

　北棟を歩いていると、次第に自分が異国に迷い込んだ気分がした。

　私を先導してくれるフィリップ王子は、軽やかな足取りで歩きながら北棟内部の説明をしてくれた。

　他国からの客人である王子や王女だけでなく、賓ひん客かくを接待する際にも北棟は使われるのだという。

　アルがかつて使用していた寝室は、今は他の王子が使っているので、見ることは叶かなわなかったが、それとよく似ているという部屋を見せてもらえた。三部屋からなるその空間は、メリディアン王女の居室と負けず劣らず豪華で、強しいて違う点を言えば窓からの見晴らしがあまり良くないということくらいだった。だが一つ一つの窓の上部に半円形の窓がついていて、それらは多彩な色からなるガラスで細かな模様が作られたステンドグラスで、光が入ると万まん華げ鏡きようのようでとても美しかった。

　皆が一堂に会する食事のための大広間は実に巨きよ大だいで、いかに多くの他国の王族たちがこの国に留学しているのかが察せられた。

　花々が咲き誇り、青々と緑が茂る美しい中庭もあり、侍女たちを引き連れた可愛らしい、どこぞの幼いお姫さまらしき少女が、中庭に出されたテーブルに着いて物知り顔で茶ちや菓が子しをつまんでいた。彼女はフィリップ王子が近くを通ることに気がつくと、はち切れんばかりの笑顔で手を振ってきた。

　歩きながら私は尋ねた。

「ここに来ている王子様や王女様は、皆みな様さまお親しいのでしょうか？」

　一瞬答えに詰まった後、王子は緩やかな笑みを作って言った。

「そうだよ。……と言いたいところだけれども、現実はそう甘くないかな。国力が本人の立場に比例するからね。大国から来ている王子たちの方が胸を張って闊かつ歩ぽしているよ」

　胸が痛くなった。

　では小国な上に敵対国から来たアルは、どう扱われたのだろう。

　私の胸の内を読んだかのように王子は続けた。

「レスター王子は、なるべく目立たないように終始気を配っていたよ。高名な師の授業がある時、彼は自分だけが分かった解答があっても、知識をひけらかすようなことはしなかった。剣の訓練でも、とっくに上達しているのに、手加減していた」




　突き当たりにある大きなバルコニーに出ると、風がドレスの裾を激しく揺らした。慌てて裾を押さえる。フィリップ王子はそれを見て軽やかに笑った。

「高さがあるからね。風が強い。レスター王子はこの場所が好きだった。よくここにいて、街並みを──いや多分、その先にある更に遠くを眺めていた」

　アルがここに立って、今私が見ているものと同じものを見ていた……！　そう思うと、無性に切なくなる。アルはどんな気持ちでこの場にいて、あの淡あわい青の瞳には何が映っていたのだろう。

　吹きつける風の音以外は何の音もせず、バルコニーは静かだった。

　王子は白いバルコニーの手すりに身を乗り出すようにして寄りかかりながら、呟いた。

　この方角にヨーデル村があるからかな、と。

　ハッとして目を凝こらすが、整然とした王都の街並みの先にポツポツと緑が広がり、それは深くなっていくが、その先は遠過ぎてもうよく見えない。ジッと見ていると風で目が乾いてくる。

　アルは、帰りたかった……？　ヨーデル村に。

　確かめようのない問いが私の胸に渦うず巻まく中、王子が言った。

「レスター王子のここでの過ごし方なら、私よりイライアスの方が余程詳しいだろう？　彼は一時期、レスター王子の専属警護を担当する宮廷騎士だったんだから」

「……えっ？」

　私とフィリップ王子の間を、風が吹き抜けた。私たちは顔にかかった髪を払いのけもせずに、問うように見つめ合っていた。

「イライアスから聞いていなかった？　これは早まったことを言ってしまったかな」

　王子はついと私から視線を外すと、バルコニーを離れた。廊下に戻った彼を追う。

「あのう、イライアスがレスター王子の警護を？　そんな話は聞いたことがなくて……」

「宮廷騎士団は王族の警護もするからね。特に逃亡の前科があるレスター王子には、その意味でも腕のいい騎士がつけられていた」

　そんな肝かん心じんな話を、イライアスはなぜ私に黙っていたんだろう。

「君に話せなかった彼の気持ちは痛いほど分かる。レスター王子が君を大切に思っていたことはイライアスも当時から知っていた筈だ。彼にしてみれば、君を横取りしたような後ろめたさがあるんだろうね」

　私の中で再びイライアスに対する評価が揺れた。彼は私に優しくしてくれているようで、そして疑問にも答えてくれているようで、実際には重要なことを話さないのだ。話さない、というよりはむしろ、何かを意図的に隠しているようにさえ感じられる。

　イライアスの思考は、摑みどころがないのだ。このままでは、肝心な時に手の平を返される気がする。

　イライアスを信じられたら、どれほど楽か。けれど彼がそうさせてくれないのだ。




　最後にフィリップ王子が私を案内してくれたのは、美術を嗜たしなむための部屋のようだった。

　部屋の壁には所ところ狭せましと絵画がかけられ、あちこちに描きかけと思われる、中ちゆう途と半はん端ぱに色が入った絵が立てかけられていた。

　絵の具の匂においだろうか、独特の油臭くささが辺りに漂ただよう。

　フィリップ王子によれば、アルは絵を描くのが趣味で、よくここに入り浸っては少しずつ完成させていたらしい。

　フィリップ王子は部屋の奥へ一度消えると、二枚の絵を腕の中に重ねて抱え、戻ってきた。見てご覧、と言いながら彼が示した一枚目は、風景画だった。

　小さく簡素な家が緑の中に建ち、木々が青空に向かって枝を伸ばしている。緑の間には家の住人だろうか、二人の大人と、二人の子どもが描かれていた。

　──これはうちだ。

　ヨーデル村の景色をアルが描いたものに違いない。赤い髪をした子どもは、小さく描かれているだけなので断言できないが多分私なのだろう。

「私はこちらの絵の方が好きだ」

　フィリップ王子がそう言いながら一枚目の絵をどけて、重ねていた後ろの方の絵を私に見せた。

　一人の少女がカンバスいっぱいに満面の笑顔を見せていた。赤い髪が風にでも煽られているみたいに広がっている。

「これは君だ。多分レスター王子が想像した、少し成長した君」

　決して実物に似ているわけではないが、そうなのだろうと思えた。これは私だ。

　恥ずかしいような嬉しいような、複雑な気持ちで私はその絵に触れた。

　どうして私を描いてくれたのだろう？　私を恨うらんではいなかったの……？

　絵の中の私の背景は、緑と黄と青の点がまばらに広がり、なんだかよく分からなかった。

「半年前、父上のお耳に不ふ穏おんな情報が入ったんだ。ガルシアが領土奪だつ還かんを目論もくろんでいる、とね。そこでレスター王子の私物を再度確認したところ、この絵に目が留とまったんだ。彼が親しい人間に昔たまに話していた、大事な女の子の絵に違いないと、すぐに分かった。だから私は宮廷騎士団長のイライアスにこの娘を捜し出して王宮に連れて来い、と命じたのだよ」

　この絵はそんな役割を果たしたのか。驚いて顔を上げた私の両肩を摑むと、王子は私の真向かいに立った。

「あの時イライアスは、この絵を食い入るように見つめていた。立たち尽つくす彼が非常に印象的だったよ。彼は君の笑顔を見慣れていなかったんだ。──君と彼が十五歳から付き合っていたというのは噓だ」

　王子の語り口は淡たん々たんとしていて、適当に誤ご魔ま化かすのが難しかった。

「噓か本当かはどうでもいいのだよ。私が噓だと思っていることを彼も分かっているだろう。そうまでして手元に君を置きたかったんだね。それとも本当に、私がそんなに危ない男だと思っているのかな」




　別わかれ際ぎわ、フィリップ王子は私と目を合わせずに言った。

　ガルシア王国軍は西進をやめず、じきに国境警備隊を主とした現在のイリリア王国軍の体制ではもたなくなるだろう、と。

「奴らは押しては引いてを繰くり返かえしている。焦じれたイリリア王国軍が出てくるのを待っているんだろう。心配はいらないよ。イリリア王国軍が出れば小国ガルシアなど、あっという間に打ち負かしてしまうだろう。そうなれば晴れて君は故郷に帰れる。或あるいは君はイライアスのもとに残る方を選ぶかな」
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「……というお話を聞きました」

　私はフィリップ王子が言った最後の一文を除く会話を、帰りの馬車の中で話した。

　イライアスは背もたれに深く寄りかかり、腕を組んで私の話を聞いていた。キースは一いつ貫かんして窓の外を眺めていて、関わりたくありません、という明快な意思表示をしていた。

「レスター王子にとって、あなた方家族がいかに大切なものだったかが、よく分かったでしょう？」

「分かりました。でもそれ以上に驚きだったのは、イライアスさんがアルの警護を担当していたことです。なぜ言ってくれなかったんです」

「聞かれなかったからです」

　あまりにもいけしゃあしゃあと答えられたので、拍子抜けしてしまった。もっと焦ったり悪びれたりするものかと思っていたのに……。

　私がアルのことを知りたがっていたのは分かっていたんじゃないのか。だったら、自発的に教えてくれたっていい筈だ。全く気が利きかな過ぎる。いや、そんなものを王宮の至宝様に要求するのがそもそも間違いか。

　とりあえず私は知りたかったことを聞いた。

「……アルは王宮でうまくやっていましたか？　アルがどうしていたのか教えて下さい」

「はじめこそ苦労されていましたが、文武に優すぐれた立派な方でしたよ、貴方の弟は」

「アルは、その、私を恨んではいませんでしたか？」

「なぜ。絵を見たのでしょう」

　フィリップ王子に見せられたヨーデル村と私の絵が、頭の中に蘇った。確かに明るく優しい色しき彩さいのあの絵からは、負の感情は一いつ切さい伝わってこなかった。

「あの絵をどう思いました？」

「温かい、と思いました。私の絵には驚きましたけど。……似ているようで、似てないような。真っ赤な髪の毛があり得ないくらい広がっていましたし」

　イライアスは私の反応を窺うようにジッと見つめてきた。

「あの絵──あれは王子が、自分に向けて駆けてくる貴方を描いたものですよ。だから髪があのように」

　走っている私？

　意外な解かい釈しやくを聞かされて私は目を白黒させた。そんな一場面を切り取った構図だったのだろうか。

「あの絵の背景が曖あい昧まいなのは、彼にとって他の景色はどうでも良かったからです」

　イライアスは私を真っすぐに見つめていた。

「私には彼の気持ちが、よく分かるのです」

　至近距離で見つめられるのに耐えきれなくなり、私は逃げるように目を逸らした。

「セーラ。……セーラ」

　静かに呼びかけられて、逸らしていた目をもう一度イライアスに向けた。

　イライアスはひたすら私を見つめていた。ざわざわと胸が騒ぐ。

「この少女しか、目に入らない──あの絵は、見る者に不用意にもそれを伝えてしまったのですよ」

　それはだって、アルは私と一番仲が良かったのだから。彼を拾ったのは私だし。彼にとって、ホルガー家の中でも私は最も近くにいた家族だったから。だから。

　……違う。そうじゃない。

　あの絵を思い出し、イライアスの話を聞くほどに、胸が重く、締めつけられるように息苦しくなるのはなぜだろう。

　いつかアルは、私のことを家族だと思ったことなどない、と言い放った。蓋ふたをした記憶から溢れ出すのは、いつか彼が私に押しつけてきた唇の熱さと強さ……。

　私はたまらずに自分の胸を押さえた。畳みかけるようにイライアスが言った。

「レスター王子は、貴方を愛していたのです。家族としてではなく、一人の女性として」

　それを否定する材料を、私はもう持たなかった。
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　ここ最近のメリディアン王女のブームは「質しつ実じつ剛ごう健けん」らしかった。

　飾かざりけないドレスに、ヒールの低い靴くつ。ただ簡単にまとめただけの髪かみ。

　感化されやすい年とし頃ごろの彼かの女じよは、私が農園の倉庫に閉じ込められてから、なぜか質素な暮らしに憧しよう憬けいを抱いだくようになったらしい。もしかしてマーヤとダリアが農作業をしてから大人しくなったことに、影えい響きようを受けたのかもしれない。とんだ飛び火である。

　ある朝突とつ然ぜん、「わたくし、こんなに無む駄だに装そう飾しよく的な衣服を着たくないの」と侍じ女じよが準備したドレスに文句をつけ始めたのだ。

　当然私たちは、彼女の突とつ飛ぴな行動をやめさせようと、説得を試みた。だが頑がん固こなメリディアン王女は瞬まばたきの激しいグラバー夫人の泣き落としや、脅きよう迫はくといった不断の努力に屈くつ服ぷくすることなく、その「流行」を押おし通とおした。

　メリディアン王女いわく、浮うかれた格好をするのは王族として相応ふさわしくないらしい。それに度たび々たび攻せめてくるガルシア相手に国境で奮ふん闘とうしている警備隊に顔向けができない、とも言った。だが残念ながら、彼女が王宮内で流行の火付け役となることはできなかった。

　質素に目覚めたのはメリディアン王女だけだったので、彼女は他の王女たちから更さらにおかしな目で見られたし、主あるじより豪ごう華かな服を着てはいけないと気を使った私たちは、その巻まき添ぞえをくった。メリディアン王女は新しいドレスを作ってもらうことを固辞していたが、そこで浮いた服ふく飾しよく費ひは、恐おそらく他の王女たちに回されただけなのではないかと思われた。




　イリリアでは既すでに王国軍の召集がかけられており、主力部隊となる兵士たちは王都に集められ、複数の訓練所に分かれて訓練を積んでいた。東部地域で集められた一部の兵士たちは既に国境警備隊に混ざって動員され、国境でガルシア王国軍に応戦していた。

　善戦している、ガルシア王国軍を追おい払はらうのは時間の問題だ、などと噂うわさされていたが、なかなか終結の話は伝わってこなかった。それどころか王宮で見る宮きゆう廷てい騎き士し団だんの人数が急に増え、王宮内が緊きん張ちよう感に包まれるようになっていった。

　イライアスが仕事帰りに疲つかれた顔を見せる日も多くなった。

　事態は良くない方向へ進んでいるのではないか。

　ひたひたとそんな予感に襲おそわれていた。

　やがてメリディアン王女の仕事の中に、王都内にある王国軍の訓練所への訪問が頻ひん繁ぱんに含ふくまれるようになり、私はいつにないほどのガルシア王国との衝しよう突とつが、現実に起きているのだと日増しに実感するようになった。




「刺し繡しゆうはいいわね。わたくし、戦いに行く兵士たち皆みなに手巾ハンカチを縫ぬってあげたいわ」

「ご立派な心がけです。それで、先日からずっと刺繡をされているのですね。ですが、今はダンスの授業の時間なんですよ」

　ダンスの師を放置し、ソファに座すわり込こんで刺繡を縫い続けるメリディアン王女に私は苦言を呈ていした。彼女は手巾に青い花の模様を縫い込んでいた。それこそ、何枚も。

　一度聞いてみたところ、「勇ゆう敢かん」、「勝利」が花言葉の花なのだという。あまりに長い花の名前だったので、聞いた二秒後にはもうその名を忘れていた。

「王女様。まさか夜会もその調子でサボるおつもりではないでしょうね」

　イリスが不意に不ふ機き嫌げんそうな表情を露あらわにした。

　もし王国軍が王都から出しゆつ陣じんしたら華はなやかな催もよおしは当分できなくなる。そのために今度の夜会は王宮で開かい催さいされる規模の大きなものになる筈はずで、国中から貴族たちが集まることになっていた。

「十年に一度の大規模な夜会ですよ。国こく威い発はつ揚ようともなる大事な場を欠席するなど、許されませんよ」

　イリスが厳しい声こわ音ねで言うとメリディアン王女は、何よー、とむくれた。

「セーラが教えてもらいなさいよ。ダンスが苦手だと前に言っていたじゃない」

　私は無視するつもりだったが、所在なげに部屋の隅すみに立っていた中年のダンスの師は、その提案に飛びついた。颯さつ爽そうと前に立った彼に両手を取られ、私はステップの指導を受ける羽目になった。

　元来運動能力が低い私にとって、人の動きを真ま似ねするということはとても難しいのだ。

　私は何回教わっても動きが覚えられず、何度も師の足を蹴けったり踏ふみつけたりした。

「ほほほほ！　セ、セーラ……！　お前それ本気でやっているの？　苦手なんていう表現ではお釣つりがくるわよ！」

　笑いで苦しそうなメリディアン王女の声に振ふり返かえると、彼女はお腹なかを抱かかえて私のダンスを笑っていた。いつの間にか手の中の裁さい縫ほう道具は放り出されている。私のダンスは余よ程ほどおかしかったらしい。

「違ちがうわよ！　こうよ、こう。逆なの。いつもそこで間ま違ちがえているのよ」

　私の下手さに居ても立ってもいられなくなったのか、メリディアン王女はイリスの手を取り彼女を相手役に、見本を披ひ露ろうしてくれ始めた。

　ダンスをする気になってくれたのはありがたいが、同じ見本を誰が見せてくれても、分からないものは分からなかった。同じように動いているつもりなのに、なぜか途と中ちゆうから足の置き場が間違っているのだ。

「夜会までになんとかしないと、ダンスに誘さそわれたら困るわよ」




　メリディアン王女の刺繡は馬車での移動の最中も続けられた。彼女は既に百枚近い枚数を縫い上げていた。彼女の様子を見ているうちに、本当に兵士たちにあげるつもりなのだろうか、と私とイリスは心配になってきた。

「今度行く訓練所の兵士たちに持って行ってあげるのよ。国境警備隊の防衛が崩くずれそうになれば、彼らと合流するのですって」

　サラリとメリディアン王女から言われたその一言に私は背筋がゾッとした。フィリップ王子から私が聞いた話を、メリディアン王女まで知るようになっている。王都にいるイリリア王国軍とガルシア王国軍が衝突する。それは国境警備隊や地方の兵士たちの衝突とは重みが違った。

「メリディアン様。おそれながら手巾の数は足りるのでしょうか」

「分からないわ。全員には配れないかもしれないわね。……ねえ、それならお前たちも手伝いなさい」

　私とイリスはホラきた！　とばかりに目を合わせた。その視線に気づいたメリディアン王女は気分を害したのか、唇くちびるを尖とがらせた。

「だって、セーラが前に言っていたじゃない。父親に自分が刺繡した手巾を上げたら、泣くほど喜ばれたって」

　……そうだった。

　縫った手巾を父さんに渡わたしに行ったら、父さんは目に涙なみだを溜ためて笑いながら受け取ってくれた。額に入れて飾らなきゃな、とか言いながら。

　メリディアン王女はその話を覚えていたらしい。

「ホルガー男だん爵しやくが今度また王都にいらした時は、わたくしにも教えて。是ぜ非ひ会わせなさい」

「メリディアン王女様。手巾を一部の者たちにしか渡せないと、かえって兵士たちの士気を下げませんか……？」

　父さんが王宮の地下で働いているとは知らない王女に、私は慌あわてて話題を逸そらした。

「あら。そうかしら、そういうもの？　次に行く訓練所には何人兵士たちがいるのかしら。……でも、これってとてもいい考えだと思わない？」

　確かに心がけは立派だと思う。

　戦争なんてどこ吹ふく風、と茶会や演劇鑑かん賞しように興じている他の王女たちよりは、格段に。

　メリディアン王女は変わり者だと専もつぱら噂されていたが、正せい妃ひのただ一人の王女としての立場上、他の王女たちより余程仕事をしていると言えた。茶会や鑑賞も仕事のうちだという王族の理り屈くつを除けば。

　彼女の侍女になってひと月近くが経たち、私はメリディアン王女のことを我わが儘ままだけれど可か愛わいい、と思うようになっていた。

　できればメリディアン王女の努力は無駄にしたくない。私は時計を一いち瞥べつした。

「分かりました。馬車で訓練所に行って、人数を聞いてきます」

　私は手近にいた宮廷騎士の一人に声をかけ、メリディアン王女の用事で出かける旨むねを伝えてから馬車に向かった。すると案の定、馬車が出発する頃ころにはキースが飛んできた。

「同行する」

　簡潔に宣言しながらさっさと馬車に乗り込むキースは、走ってきたのか汗あせだくだった。

　訓練所に着くと、突然現れた宮廷騎士とメリディアン王女の侍女である私に、対応してくれた責任者は動どう揺ようした様子だった。私は挨あい拶さつもそこそこに、メリディアン王女が訪問のための前情報として、兵士たちの人数を知りたがっている、と適当な理由をつけて名めい簿ぼを見せてもらうのに成功した。下手に手巾の話を出して、彼らを糠ぬか喜よろこびさせたくなかった。

　名簿をざっと見ただけで、手巾を全員に行き渡らせるのは無理だと分かった。

　私とイリスが手伝ってもこれでは達成できないだろう。

　溜ため息いきをつきながら事務室を出ると、外では砂すな埃ぼこりを巻き上げて兵士たちが訓練していた。広い野外に木の板で作られた障害物があり、そこを大勢が乗のり越こえたり潜くぐったりしている。その片かた隅すみで、キースが数人の兵士たちと剣けんを交かわしていた。

　彼は私が見ていることに気がつくとバツが悪そうに剣を収めた。

「終わったのか。戻もどろう」

　メリディアン王女の手伝いで手巾に刺繡をする私の手元を見ながら、馬車の中でキースはぼやいた。

「どんな訓練を積んでいるんだ？　てんで相手にならなかったぞ、あいつら」

　さっきの兵たちの話だとすぐに分かった。

「キースさんの腕うでが良過ぎるのかもしれないです」

「お世辞がうまくなったな。たまたま俺おれが弱い連中をつかまえただけならいいが」

「ガルシア王国の兵たちは強いのでしょうか」

　キースは少しの間考え込んでから口を開いた。

「現王は軍隊の訓練の仕組みづくりに力を注いだんだ。今までのガルシアとは違う。身分の尊そん卑ぴに囚とらわれずに人材を登用する珍めずらしい王なんだそうだ」

「それでは軍事力に自信があるんでしょうね。……どうして歴代のガルシア王はイリリアに攻めてくるんだと思いますか？」

「イリリアがガルシアの領土を奪うばうからだろう」

　キースはバッサリと言い捨てた。

　こんな言い方をする人は今まで私の周りにはいなかったので面くらった。教師として私たちは、常に西進してこようとするガルシア王国が悪いのだ、と子どもたちに説明してきたからだ。

　ガルシア王国とイリリア王国は何百年も前から、領土争いを繰くり広ひろげてきた。取っては取られの関係がずっと続いているのだ。百年ほど前までガルシアはもっと大きな国だった。だが度たび重かさなる戦争の結果、イリリアは領土を広げ、ガルシアは東の小国と呼ばれる地位に成り下がったのだ。

　そして更に私が幼い頃、ガルシア王国はイリリアの領土に唐とう突とつに押し入り、逆に押し返されてあっさりと負け、再び領土を奪われた。それが現在の国境線である。イリリアはその土地への積極的な入植計画を実じつ施しし、今やその地はほとんどイリリア人で構成されていた。

　アルはそこを奪だつ還かんしようとしているのだろうか……。

「ところで聞いてもいいか？　その刺繡、それはもしや花か？」

「聞く必要がありますか？　どう見ても花でしょ」

「俺の想像力も馬ば鹿かにならないな……」

　ムッとした私が顔を上げるとキースは慌てて目を逸らし、急に窓の景色を堪たん能のうし始めた。




　夕食を終えデザートのパイを食べ始めても、イライアスのお小言は飛んでこなかった。やはりキースを訓練所に同行させたのは大正解だった。満足しながらショアフィールド邸ていの料理人が作ってくれたパイに舌した鼓つづみを打っていると、イライアスが呟つぶやいた。

「貴方あなたは実に美お味いしそうに食べますね」

　私を見る緑色の双そう眸ぼうは、楽しげな色を帯びていた。

「だって、美味しいからです」

　イライアスは至し極ごく面おも白しろそうに笑った。

「貴方は、優やさしい両親のもとで深い愛情を受けて育ったのでしょうね。それがとてもよく分かります。……貴方に合う人は、誠実でなければなりませんね」

「はい？」

　唐突なその発言の意図が理解できなかった。聞き返しても二度とは言ってくれなかった。代わりにイライアスは全く別の話題を振ってきた。

「結局、メリディアン様の手巾は無駄になりそうなのですか？」

「いいえ。この次に訪問する王立孤こ児じ院いんに持っていくことになりました」

「かえってそちらの方がよかったかもしれませんね」

　パイに舌鼓を打ちながら私も頷うなずいた。私がメリディアン王女に、兵士たちにあげるには手巾の数がとても足りないだろうと報告すると、彼女は大層失望していた。

　だが、次回の訪問先である、王家と関わりの深い孤児院にいる子どもたちにあげてはどうかと私が提案すると、思いの外喜んでくれた。

　メリディアン王女の心こころ遣づかいが無駄にならなくて本当によかった。

　私はカラになった皿を見下ろす。

　今日の夕食も実に美味しかった……。この生活に慣れ始めてしまっている自分が怖こわい。そして当然のようにイライアスと毎日食事を共にし、ショアフィールド夫人と呼ばれていることに疑問を感じなくなっている自分が怖い。

　たいていイライアスは私より早く食事を終えるのだが、私が終わるまでずっと見ている緑の瞳ひとみの美しさが、心地ここち良よいとすら思っている自分がいた。

　順応性とは恐ろしいものだ。人が生き延びるための長所なのかもしれないが、この場合環かん境きように馴な染じんでいいのかが分からない。

「ダンスの授業はいかがですか？　少しは上達しましたか？」

「いいえ。全然だめなんです。そもそも私、身体を動かすのが全ぜん般ぱんに不得手でして」

　するとイライアスは椅い子すから立ち上がり、食しよく卓たくをぐるりと回って私の方へ歩いてきた。膝ひざ上うえのナプキンを折って遊んでいた私はキョトンと間ま抜ぬけな顔で彼を見上げていた。

「練習しましょうか」

「はい？」

　練習。何の練習だろうか？

「ダンスの練習のお付き合いをいたしますよ」

　まさか、今ここで？

　私の返事を待たずに彼は私の手を取り、立ち上がらせた。

「あの、でも私、本当に下手で……」

「尚なお更さらやりましょう」

　イライアスの手が私の腰こしに回され、その手が異常に熱く感じられてしまう。その秀しゆう麗れいな顔は毎日見ていても、間近で見上げると不覚にもドキドキしてしまう自分がいた。

　足の動きを揃そろえるためにイライアスが口ずさむ、一、二、三という静かな声が妙みように耳に近く感じられ、頭の中が熱くなっていく。

「……謙けん遜そんかと思っていました。ここまでとは……」

　どうやら私はイライアスの予想を超こえて下手くそだったらしい。




「……そこ。違う。ほらまた」

　顔の深い彫ほりに更に影かげを作って、イライアスは私の足元を注視していた。声が一層低くなったのは、下手過ぎて機き嫌げんを損そこねたからか。ゆっくりやるとできるのに、なぜ速くなるとできないのか、と不可解そうに彼は眉まゆをひそめた。

　何度か続けて間違えると、イライアスは大おお仰ぎように溜め息をつき、呼気が私の額を掠かすめていく。一いつ瞬しゆん自分の胸の辺りが痛むのを感じた。

「す、すみません。また踏んで……」

「口を動かす暇ひまがあるなら、足に集中しなさい」

　イライアスの教え方は非常に厳しかった。特に頼たのんだわけでもないのだし、私も何が何でもダンスを習得したい、というわけではない。むしろ正直、どうでもいいと思っていた。だが今いま更さらそんなことは言えない。言える筈がない。

　夕食の食器類を片づけに来た侍女たちは、まるで微笑ほほえましいものでも見るみたいな目つきで私とイライアスを見てきた。さしずめ私たちがダンスを楽しんでいるとでも思っているのだろう。だが真下から見上げるイライアスの顔は、怖いくらい真しん剣けんだった。

　どうしてそこまで熱心なのだろう。一体いつスイッチが入ったんだ。ついさっきまで、和なごやかな雰ふん囲い気きで夕食を共にしていた筈なのに。

　夜会でダンスがまともにできないと、私が思っている以上に困るのだろうか？　もしかして、このままだとショアフィールド夫人はダンスが下手だ、と嘲ちよう笑しようされてイライアスが恥はじをかいたりするのかもしれない。

　何事も完かん璧ぺきを追求するイライアスの性質はいかんなく発揮され、昼間の授業より余程厳しかった。気がつくと彼は私の腰辺りのドレスの生き地じを摑つかみ、当初優しく握にぎってくれていた片方の手は、私の手首を鷲わし摑づかみにしていた。

　──に、逃にげられない……！

　広い食堂を何往復したのか分からない。きっと、私がマスターするまでこの練習は終わらないのだろう。そう悟さとると、死ぬ気で覚えるしかなかった。

　本気そのもののイライアスの目を盗ぬすんで時計を見ると、踊おどりだしてから既に一時間が経っていた。




「やっとできました！」

　どうにか数種類のダンスの動きを、通しで覚えることができた。それを必死にアピールしようと、作り笑え顔がおでイライアスを見上げてみる。

　もう満足したでしょう？　私、マスターしました！

　しかし練習の終しゆう了りようの予感はあえなく裏切られた。イライアス鬼おに講師の形相には僅わずかも変化がなかったのだ。まるで吹雪ふぶきの雪原で向かい風に煽あおられているみたいな顔をしている。

「頭で覚えるのではなく、身体で覚えて下さい。一晩寝ねたらもう忘れていた、ということがないように」

　彼が私を捕とらえる力には僅かの緩ゆるみもない。絶対、ドレスが皺しわになっている。間違いない。

　その後もダンスの動きをモノにした、とイライアスが確信に至るまで、私たちは食堂を往復した。

　やがて彼は操あやつり人形よろしく摑んでいた私のドレスを放し、そっと手を当ててきた。同時に鬱うつ血けつ寸前だった私の手首も解放され、代わりに手をそっと握られた。

　イライアスは低音で音楽を口ずさみ始めた。急に大きく一歩、私の方に向けて踏み出すと、身体をグッと接近させて踊り始めた。服越しにお互たがいの体温が感じられて、心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

　困こん惑わくしてチラリとイライアスの表情を確かく認にんすると、彼は厳しい顔つきを緩め、涼すずしい口元には微かすかに笑えみさえ浮かんでいた。

　一瞬私は場を忘れてその綺き麗れいな笑顔に見み惚とれてしまった。

　──ダンスだ。私たちは普ふ通つうに、ダンスをしていた。

　もう疲ひ労ろう困こん憊ぱいで座りたい私の心境をよそに、イライアスは至極愉ゆ快かいそうに音楽を口ずさみ、私をリードしていた。

　なんだか、凄すごく楽しそう……。

　目の前のイライアスの様子が、酷ひどく新しん鮮せんなものに思えて、じっと見つめてしまう。

　私を見下ろす緑の瞳が、いつにも増して輝かがやいているように見える。動きに合わせて揺ゆれる金色の柔やわらかな髪が、食堂を照らす明かりに透すけ、何とも言えず美しい。こちらまで思わず楽しくなる。

　彼に微笑みかけられて、私も頰ほおを緩めていた。

「楽しいでしょう？　踊れた方が」

「……楽しい、です」

「よかった。……私は貴方の母上に約束したのですから。最高の教養をと」

　思ってもいなかった話が出て、笑顔が消えた。

　確かに、私をヨーデル村から連れ出す時に、イライアスはダンスや刺繡がどうのと言っていたのだ。まさか本気で言っていたなんて。

　イライアスはゆっくりと身体を離はなすと、私の手を取ったまま、足を折ってお辞じ儀ぎをした。

　その仕草の優ゆう雅がさに、思わずうっとりと見惚れてしまった。

「仕事で疲れていたのに、厳し過ぎましたね。すみません」

「いいえ。教えてもらえて助かりました。ありがとうございました」

　イライアスの手はしばらくの間私の手から離れなかったが、やがて滑すべるように、名残なごり惜おしそうにその手が離れた。




　ようやく練習が終わり、私は部屋に戻った。

　この屋や敷しきには立派な図書室が備わっていて、私は寝る前にそこの本を読むのを最近の習慣にしている。図書室に行こうと廊ろう下かに出て、少し歩くとキースと鉢はち合あわせした。

　無言で通り過ぎようとすると、声をかけられる。

「食堂でイライアス様と踊っていたんだって？」

　また妙な嫉しつ妬とをしているのかと振り返ると、意外にもキースは沈しずんだ顔をしていた。なんだか心なしかやつれた気がする。

　キースは出会った頃、もっと覇は気きがある男だったような気がする。私がここに来てからの短期間で、随ずい分ぶん若々しさがなくなったのは気のせいだろうか。

　キースは静かな声で言った。

「あんた、イライアス様が好きなのか？」

「なんでそうなるんですか。別に好きじゃありません」

　だから安心して、その落おち窪くぼんだ目をどうにかしてくれ。

　キースを睨にらんでいると、不意に彼の焦こげ茶ちやの瞳が見開かれ、私の肩かた越ごしに視線が投げられた後、なぜか気まずそうに逸らされた。不思議に思って後ろを確認すると、イライアスが立っていた。聞かれただろうか。そんな所にいたなんて、全然気がつかなかった。

　心臓がぎゅっと痛んだ。どうしてだろう。

　イライアスはお休みなさい、と言うと、押し黙る私とキースの横を通り過ぎて行った。

　お休みなさい、と平然と返すことはどうしてもできなかった。イライアスの後ろ姿を見届けるとキースは後頭部を搔かいた。

「ごめん。悪かったよ」

　絞しぼり出だすように呟いて、キースは俯うつむいたまま私から離れていった。
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　天てん空くう宮きゆうは立地の恩おん恵けいが多く、過ごしやすい。

　開け放したテラスからは夕暮れ時を過ぎると、冷気を帯びた心地良い風が吹き込んでくる。

　王宮の中でも最も多くの人間を収容できる大広間は、その天てん井じようをまばゆく飾るシャンデリアや、惜おしげもなくふんだんに使われた花々の装飾を霞かすませるほどの、煌きらびやかに着飾った男女で溢あふれていた。貴族たちを彩いろどるまばゆい宝石の輝きと、彼らを包む香こう水すいの入り混じった複雑な香かおり。

　その合間を縫うようにして、給きゆう仕じたちがトレイに乗せた酒やつまみを運ぶ。

　近年例を見ない豪ごう勢せいな夜会がいよいよ始まった。




　朝から私とイリスはメリディアン王女の準備に大おお忙いそがしだった。いまだ質素に拘こだわるメリディアン王女を、最後はイリスと半ば押おしきる形で着き替がえさせ、仕上がりを褒ほめそやして機嫌をどうにか取った。

　大広間に入るとあまりの人の多さに啞あ然ぜんとした。地方の貴族に至るまで今回は招待状が出されていて、集まった貴族たちで大広間は熱気に満ち、それは開け放されたバルコニーの外の庭園まで続いていた。庭園も、たくさんのランプでとても明るかった。

　豪ごう奢しやな衣い装しように身を包んだ貴族たちのお喋しやべりと、楽隊の演奏、それに酒の入ったグラスの音が入り混じり、私は慣れない貴族の絢けん爛らんな場に圧あつ倒とうされた。

　壁かべにはたくさんの鏡が飾られていて、それは大広間を更に広く見せていた。

　奥おくには国王夫妻とフィリップ王子、そして彼の妃きさきのための席が設けられており、次々に列をなして貴族たちが挨拶に来ていた。私はこの国の王をこの時初めて目にしたのだった。フィリップ王子をもっと太らせて、いかつくしたような容姿をしていた。

　来場してすぐにメリディアン王女が国王夫妻に挨拶しに行くと、一度国王と私の目が合い、その目が一瞬すがめられた。気のせいだろうか。

　この私がレスター王の姉だと知っているのだろう、と漠ばく然ぜんと感じた。

　来場者たちの挨拶が一段落すると、国王は杯さかずきを手に掲かかげて立ち上がった。ざわめきに溢れていた大広間は一瞬にして静まり返る。万ばん人にんの注目が国王ただ一人に集められる。国王は張りのある良く響ひびく声で宣言した。

「一夜の夢は儚はかなくうつろいやすい。だが今宵こよい一晩、ここに集つどいしイリリアの固い絆きずなは永遠の繁はん栄えいを導くだろう」

　それを合図に、国王やイリリアを讃たたえる声がそこかしこから上がり、生き返ったように大広間にざわめきが戻る。一同は手にしていたグラスを持ち上げて、一気に飲み干した。

　そのようにして夜会は始まったのだ。

　私は夜会などという場は初めてだったので、かなり戸と惑まどいながらメリディアン王女のそばにいた。

　楽隊の演奏の近くではたくさんの男女のペアがダンスをしており、規則正しく舞まう彼らの動きは見ていて飽あきなかった。特に貴婦人のドレスが舞うたびに美しく揺れ、ビーズが光り輝き、繊せん細さいなレースがはためく様子は見ているだけでうっとりとする。

　ダンスから少し離れた場所ではグラスを手にした人々がめいめい集い、社交に余念がなかった。

　華か麗れいな舞まいに目を奪われていると、メリディアン王女が私を肘ひじで唐突に小こ突づいた。

「ねえ、お前レイモンドお兄様と知り合いなの？」

　なぜそんなことを聞くのか、とギクリと視線を彷徨さまよわせると、歓かん談だんする貴人たちの人ひと垣がきを越えた先に、水色の衣装に身を包んだレイモンド王子がいるのが目に飛び込んできた。彼は真っすぐに私を見つめていた。

　片手にグラスを持ち、柱に寄りかかるようにして足を組んで立っている。私と目が合うとグラスを少し持ち上げ、その唇に寄せて中身をグイッと飲み干し、残る片手を私に向けて上げると指先をふわりとあおいだ。

「ね、ねえ。セーラ。今お前を手招きしなかった？」

　私の勘かん違ちがいだと思いたかったが、メリディアン王女にもそう見えたらしい。恐る恐るレイモンド王子を眺ながめていると、私は再び手招きされた。

　思わず足が一歩出かけ、従いそうになってしまったが、すぐに思い直した。いけない。あの王子と関わって私の得になることは何一つないのだ。

　私は軽く会え釈しやくだけすると後は気がつかなかったフリをした。

「わたくし、あのお兄様は大だい嫌きらいよ。ジマーマン家はフィリップお兄様を暗殺しようとしたんだから」

　言葉の端はし々ばしに怒いかりを含ませてそう語るメリディアン王女に、私は意外なものを見た気がした。フィリップ王子のことを、理解し難がたいと言いつつも、やはり唯ゆい一いつの同母兄あにとして慕したっているらしい。

「分かるでしょ？　フィリップお兄様がいなくなったら、ただでさえ微び妙みようなわたくしの立場が更に微妙になるじゃないの。それだけはごめんだわ」

「……メリディアン様は、ちゃっかり……じゃなくてしっかりされてますね」

　二人の間に兄きよう妹だい愛を髪の毛一本分だけでも期待した私が馬鹿だった。




　最初は語り合う人々で賑にぎわっていたが、陽が完全に落ち庭園が暗くなり、宴うたげが進むにつれて次し第だいにダンスを楽しむ男女で溢れるようになった。大広間はより活気を帯びた。楽隊の奏かなでる曲は一つ一つが雰囲気の違うもので、その曲調に合わせて招待客らはダンスのステップを巧たくみに変えていた。

　せっかく覚えたダンスなのだから、私も少しは踊ってみたい……軽かろやかな音楽を聞いているうちに、そう思い始めた。

　くるくると舞う楽しげな集団の方へと、自然と足が近づいていく。

「ダンスのお相手をお願いできるかな」

　なんと私にもダンスのお誘いが……！　驚おどろきと期待でニヤけてしまいそうになる表情筋をどうにか抑おさえながら振り返ると、胸に手を当て膝ひざを軽く折ってお辞儀をしているのはレイモンド王子であった。なぜよりによって彼が……！

　歓かん迎げいできない申し出に、引きつる笑いを浮かべてしまう。

　どうしよう。どうすべきか。踊りたいが踊りたくない。いやそれより、こういう場合断ることなど礼れい儀ぎとして許されるのだろうか。

　私は観念すると震ふるえる手を、差し出されていたレイモンド王子の手にそっとのせた。さっさと踊って済ませてしまおう。彼は私の手を優しく握るとそのまま人々の隙すき間まを縫うようにして進み、ダンスに興じる集団の真ん中近くまで私を引っ張って行った。ようやく位置が決まると、レイモンド王子の手が私の腰に回され、ダンスが始まった。

　弦げん楽がつ器きの重じゆう厚こうな音楽と、少し遅おそめの音おん符ぷの展開。

　初めての夜会での、初めてのダンスに緊張しつつ、足を踏んだり、自分が、そしてイライアスが恥をかいたりしないように、最新の注意を払って足を動かし、曲がりそうになる背筋をピンと張った。

　気を抜ぬくと記き憶おくが飛んで間違えてしまうかもしれない。

　それにしても……レイモンド王子は随分と身体を寄せてくる気がする。ダンスってこんなに異性が身体を密着させるものなのだろうか。昨日イライアスと踊った時も、ここまでではなかった気がする。距きよ離りが近過ぎて、ドレスの布越しにレイモンド王子の体温すら感じる。

　慣れないダンスに私は緊張させられた。

　一応他のカップルの距離をチラチラと見て確かめてみると、やはり私たちだけくっつき過ぎているような気がした。ひとさまから妙な誤解を受けたら困るじゃないか。

　困って見上げると、彼はどこか酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「もう一曲お付き合いを。ところで、私の話をあれから少しは考えてくれたかな？」

「話、と仰おつしやいますと」

「私は君の味方だよ。君の夫が何を考えているのか、知りたいんだ。何の罪もない女性を己おのれの野心のために、骨の髄ずいまで利用できる人間……彼はそんな男なのではないかと、私は思っている。恐らくあれは、実に美しい仮面を被かぶった悪あく魔まだ」

　なぜそこまでイライアスのことを悪く言うのだ。最終的にはアレ呼ばわりか。

　私の顔にはきっと嫌けん悪おが浮かんでいたのだろう。

　レイモンド王子は屈かがむようにして、私の耳に口を寄せて言った。僅かにその唇が私の耳に触ふれたのを感じ、自分の顔が火ほ照てるのが分かった。

「イライアスに伝えるといい。レイモンド王子はお前を疑っている、と」

「それは、何の話なのですか？」

「彼にはこれだけで必ずや伝わる。君のような王都に来たばかりの純じゆん粋すい無む垢くな女性に、彼の犠ぎ牲せいになって欲ほしくない。冷れい酷こく無む慈じ悲ひな男を信用してはいけないよ」

　言い終えたレイモンド王子の腕に力が込められるのが感じられた。

　彼は再び私の耳元に口を近づけた。

「彼が、こちらを見ているよ。ふふふ。射殺さんばかりの目つきだよ。怖い怖い」

　レイモンド王子が言っている意味が分からなかった。怖い怖いと言いながらもなぜそんなにも愉快そうに話すのだ。訝いぶかしく思いつつ、レイモンド王子の茶色い視線の先を辿たどると──一瞬幻げん覚かくを見たのかと思った。

　私たちの視線の先には、なんとイライアス本人がいたのだ。

　濃こい赤色の布地に金糸が太い模様を刻む彼の衣装は大変目立ち、高い身長とあいまって人目を引いていた。数人のいかにも貴族然とした男女に囲まれ、何やら会話をしている様子だったが、その緑の目だけは一直線に私とレイモンド王子を捉とらえていた。

　どうしてここに!?

　手の平にみるみる汗をかいていった。私の手を握るレイモンド王子にはそれが分かったのか、私の手を握る彼の手に更に力が込められた。

　どうしてイライアスも参加しているんだろう。彼が参加するなんて知らなかった。てっきり仕事だと思っていたのに。夜会に出ると分かっていたのなら、一言くらい私に言ってくれてもよかったじゃないか。

　私は何とか視線をイライアスから引ひき剝はがすと、目の前のレイモンド王子を見上げた。いつまでもこの王子と踊っていてはまずい。早くこの曲が終わらないだろうか。にわかに焦あせりだした私は、身体のコントロールが利きかなくなったのか、突然レイモンド王子の足あしの甲こうを踏みつけたり、脛すねを蹴飛ばしたりし始めてしまった。

　レイモンド王子はそのたびに閉口していたが、私はそんなことを気にするどころではなくなっていた。流石さすがにイライアスに逆げき鱗りん王子とのダンスを目もく撃げきされたくはなかった。私はこんなに心臓が痛い危ない思いをするために、イライアスからステップを習ったのではない。

　やがて喉のどから手が出るほど待った瞬しゆん間かんが来た。曲が終わったのだ。

　渾こん身しんの力を込めてレイモンド王子を押し返し、その顔を見ないように深々とお辞儀をした。

「お誘いありがとうございました。何度も粗そ相そうを致いたしまして、すみませんでした」

「待って……」

　待ちませんとも。

　私はくるりと後ろを向いてレイモンド王子に背を向け、人混みの中に飛び込んでいった。

　手近なテーブルの上に水が入ったグラスを見つけると、それを摑みぐびぐびと飲み始めた。口に入れた瞬間、一瞬の甘あまさの後にピリっとした辛からさが舌に伝わり、水じゃなく白い酒だったことに気づかされた。飲み終えると身体中が更に熱くなってしまった。

　何をしているんだろう、私は。

　自分に呆あきれて溜め息をつきながら、夜風に当たってこようと人垣をかき分けてテラスに出た。

　庭園にも篝かがり火びが焚たかれ、若い男女の集団がベンチのそばで何やら楽しそうに盛り上がっていた。オホホホ、という女性たちの高い笑い声が聞こえる。

　私はそれを見ながらテラスの手すりに両手の平をつき、もたれていた。冷たい夜風が気持ちいい。

　しばらくそうやってぼんやりしていると、右側に人が立った。

　真しん紅くの衣装の腕が手すりにかけられたのが視界に入り、顔を見なくても隣となりに立った人物がイライアスだと分かった。

「イライアスさんも来るなら、どうして昨日のうちに教えてくれなかったんです」

「参加する予定はなかったのですが。今日になって陛下に出るよう言われてしまったのです」

　イライアスはそう言うとその派手な衣装を軽く撫なでた。急きゆう遽きよ借りたので、おかしな風ふ情ぜいになってしまった、と苦く笑しようしながら。私は視線を上げて隣に立つイライアスを改めて見た。赤と金の衣装は華か美びではあったが、おかしくはない。華美さに吞まれず、やはり格好良かった。土台が良ければ何を着たってキマるものだ。

　イライアスは私の不ぶ躾しつけな視線をよけるようにテラスの手すりに寄りかかった。

「貴方にこの衣装を見られるのが一番恥はずかしい」

「変なんかじゃないですよ。ただ……なんて言うか、村一番の美人が髪型を変えたから、それを真似してみたら全然仕上がりが違ったのを思い出しまして」

　美人はどんな髪型でも似合うのだ。

　イライアスさんは顔がいいから、どんな格好をしてもキマりますよ、そう婉えん曲きよく的に伝えたかったのだが、遠回し過ぎて失敗したようだ。

　イライアスは不思議そうな顔で私を見下ろしていた。

「貴方はレイモンド王子に目をつけられてしまったようですね」

「ええ。でも私、しつこい王子を振ふり払はらってまいてきましたよ」

　私はさも自分の手て柄がらを報告するみたいに胸を張って答えていた。

「それは頼もしい。でも、だからなのでしょうか？　さっきからレイモンド王子が貴方をずっと気にされていますよ──振り返らないで下さいね」

　えっ、と息を吞んだ。

　レイモンド王子がまだ私を見ているというのか。急に私は大広間に向けている自分の背中に、ひたと人の目が注がれているような、一種の緊張を感じた。

　私が身を硬かたくしていると、イライアスは長い腕を鷹おう揚ように動かし、縮こまっている肩に回してきた。問うように見上げると、彼は言う。

「何かまた、私に言いたいことがあるのでしょう？」

「はい。でも……私、レイモンド王子が言うことを気にするつもりはありません。いちいち思おもい悩なやんでいたらこの状じよう況きように耐たえられなさそうです」

「彼に何と？」

「……言いにくいんですけど」

「結構ですよ。どうぞ」

「イライアスさんは女性を野心のために利用する、冷酷無慈悲な人だと。そう疑っていると伝えろと言われました」

　私は言いきると息を詰つめてイライアスの反応を窺うかがった。

　イライアスは答えず、代わりに私の頰にフワリと口づけた。柔らかく温かな唇が、寒空に冷たくなっていた頰を掠める。心臓がどきんと跳はねた。

　注意しなくてはならない。イライアスにとっては、私は単なる人ひと質じちでしかないのだ。間違っても勘違いしてはならない。そんなことになったら、傷つくのは私なんだから。

　決してレイモンド王子が言ったことに影響されているわけではない。私はただ、身のほどをわきまえたかった。

「私をそういう人間だと思いますか？」

「思いたくないし、そうでないことを願うばかりです」

　イライアスはレイモンド王子に随分なことを言われていた。多分、私が知らない確かく執しつが二人の間にはあるのだろう。でも毎日見ている、今私の目の前にいる人を信じてはいけないなんて、……切な過ぎる。

　二人で見つめ合っていると、イライアスの腕が私の身体にするりと回され、そのままゆっくりと彼に抱き締められた。

　どきどきと心臓が早鐘を打ち、一気に私の体感温度が上がる。

　優しく抱き寄せられているだけなのに、なぜか胸にちくりと小さな痛みを感じる。

　イライアスの顔がそっと私の髪に触れ、頭に押しつけられる。柔らかな彼の唇の感かん触しよくを髪の毛越しに感じた。

　セーラ、と囁ささやくようにイライアスは言った。私も彼の名を呼び返したいような衝しよう動どうがほんのひと時、湧わき起こった。

　でもそんなこと、どうしてできるだろう。

　いまだ私を捕らえて放さないイライアスの腕の中で、私の心臓は小鳥のように激しく動き、バクバクと悲鳴を上げていた。

　どのくらいそうしていただろうか。耐えきれなくなり、口を開いた。

「イライアスさん、恥ずかしいです。ひ、人が、見ていますから……」

「見せているのですよ」

「えっ!?」

「私たちに愛がないなどと、もう言わせないために」

　だって、愛、ないじゃない。

　喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込んでいると、イライアスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「いや、これは嫉妬かな。貴方がレイモンド王子とあまりに身体を寄せ合っていたから」

　イライアスはもう一度額に唇を押しつけると、何もなかったかのように、音もなく私から離れた。

「陛下からダンスに参加するよう命じられているのです。もう少し大広間にいますが、その後は仕事に戻ります。帰りは少し遅くなりますから、疲れたらキースと先に帰って下さい」
















　そうなんですか、と気の利きかない間抜けな返答をする私をバルコニーに残し、イライアスは大広間の人の波へと飲まれていった。

　遠ざかる彼の背中を見ながら考えた。

　私はもっとイライアスを問とい詰つめるべきだったのだろうか？

　──後で振り返れば、この時の自分は間違いなく分ぶん岐き点に立っていたのだ。




　メリディアン王女を探してウロウロと歩き始めると、何やら硬い物体を靴で踏みつけた。足をどけて拾い上げてみると、鈍にぶい光こう沢たくを持つ、指先ほどの大きさの白い球体だった。真しん珠じゆだろうか？　真ん中に糸を通すための穴があけられている。連ねてあったものが、切れて床ゆかに散らばったのかもしれない。

　辺りを見み渡わたせば皆、誰だれも床など見ていない。ダンスやお喋りに夢中で気づかないのだろう。床に目を走らせると、白い球体を更にもう一つ発見した。

　着飾った人々でごった返す大広間の中を、視線を床に釘くぎづけにしながら進むと、金色の指輪も見つけることができた。どうやって落としたのだろう。流石、大陸一大きいイリリア王国の夜会である。ここにはこれほどまでに高価な落とし物があるのか。いっそ這はいつくばってでも探したい。

「何をしているの？　とっても不ふ審しんなのだけれど」

　横から突然声をかけられて、私は驚いた。そこにはやや呆れた様子で私を見ているメリディアン王女がいた。

「こんな素す敵てきな落とし物があるんです」

「私の侍女を辞やめたくないのなら、今すぐ拾い食いはやめて頂ちよう戴だい」

　拾い食いはしていないし、実のところ侍女は是非辞めさせて欲しいと思っている。でも流石にそんなことは言えない。

　だがメリディアン王女は鋭するどく思考を読み取ったのか、青い目を疑い深くすがめて、首を少し傾かたむけて私を見てきた。

「まさかお前、辞めたいとか思っているんじゃないでしょうね」

「思っていません。毎日新鮮でとても楽しんでいます」

　酷い棒読みになってしまった。今大根役者となじられても文句は言えない。

「……ねえ、最初はお兄様の侍女になる筈だったのでしょう？　主あるじがわたくしで、本当はガッカリした？」

　唇を尖らせて腕を組み、仏ぶつ頂ちよう面づらをするメリディアン王女だったが、いつもは自信に溢れたその瞳はどこか不安そうだった。もしかして私が辞めてしまうのを本気で危き惧ぐしているのだろうか。ふとそう思った。

「メリディアン様は王室の方々の中で、一番魅み力りよく的な方ですよ」

　それは本心だった。メリディアン王女はプイと目を逸らし、あらやだ、と呟くとそっぽを向いてしまった。耳の後ろが赤くなっているのが見える。彼女は組んだ腕をもじもじと所在なげに動かしていた。




　大広間の奥は一ひと際きわ盛り上がりを見せているようだった。急にそこに人が集まり、夜会はにわかに活気を帯びていた。人口密度が局地的に上がり、人々の熱気と興奮が肌はだで感じられる。

　メリディアン王女の周囲に気を配りながらそちらへ近づくと、大きな円形を作って男女が組になりダンスをしていた。短い曲が終わるたび、円が少し回り、男女の組み合わせが変わる。相手を曲ごとに変えて踊るようだ。私はその中にイライアスがいることにすぐに気づいた。その少し後ろに、フィリップ王子もいた。

　私の横からひょいと首を出すと、メリディアン王女が自分の扇おうぎを煽あおぎながら言った。

「王宮の至宝が揃って踊っているじゃないの。見てよ、女たちが腑ふ抜ぬけみたいな顔で二人を見ているわよ」

「メリディアン様も踊ってきますか？」

「嫌いやよ。順番が回ってきたら兄妹で踊らなきゃならないじゃない。恥ずかしいわ」

　イライアスとフィリップ王子は非常に人目を引いた。周りの男性たちと同じ動きをしているのに、こうなると、逆にその違いが顕けん著ちよに分かった。容よう貌ぼうだけでなく、動きの一つ一つが洗練されていて、自信に溢れており綺麗だった。

　イライアスと踊る女性は時折彼を見上げては、はにかむように微笑んでいた。イライアスが何事か話しかけ、それを受けて彼女は花が咲さくような笑顔を見せた。

　私は彼らが何を話しているのか、気になった。

　ダンスに興じる人々と、それを見物する人々の喧けん騒そう、それらを取り巻く音楽。一いつ切さいの音が私の中でやみ、私はただ一点を見ていた。イライアスと女性を。

　──昨日の夜は私が一いつ緒しよに踊っていたのに。

　そうだ。私は夜会という特別な場がなくても、イライアスと一緒にいるんだ。だから。だから別に、……。

　別に？

　私はどうしてこんな言い訳じみたことを考えているのだろう。そんな必要は何もないのに。

「ねえ。疲れちゃったわ」

　メリディアン王女が欠伸あくびをしたので私は急いであいているソファを見つけ、そこに座らせた。続いて甘い飲み物を手渡すと彼女は一気にそれを飲み干した。

「いつもこうなのよ。始まりの頃は皆盛さかんに挨拶に来るし、わたくしをダンスに誘うの。でもね、時間が過ぎるとぱったりやむの。わたくしの周りにはお愛あい想そと義理しかないんだから。王家に女として生まれるのって、本当につまらないわ」




　貴族というのは実は凄すさまじい体力の持ち主らしい。

　私は農民の方が頑がん丈じようにできていると長年信じていたが、その認にん識しきを訂てい正せいする時が来たようだ。

　夜も深くなり、得意ではない社交の場の他愛ないお喋りと愛想笑いとダンスに疲れた私は、大広間の隅に置かれた革かわ張ばりのソファに座り込むともう立てなくなった。このままソファと一体化しても悔くいはない。

　靴を脱ぬいで、足首をクルクルと回す。少しずつ人は減ってはいるものの、大広間の中はいまだ賑やかだ。

　メリディアン王女はダンスに参加していた。もうすぐ曲が終わるだろう。そしたら立って、またメリディアン王女のそばにいないといけない。ああ、疲れる。この夜会とやらは、いつ終わるのだろうか。予定表は存在しないのか。

「疲れただろう。もう帰らないか？」

　ぼんやりとしていると耳元で低い声がして、驚いた。キースがソファの隣の床に膝をついて私を見上げていた。

　今まで全然見かけなかったが、どこにいたのだろう。魅力的な申し出だが、主であるメリディアン王女がまだいるのに、先に帰るわけにはいかない。そう言おうとして絶句した。

　キースの顔色がすこぶる悪かったのだ。

「キースさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　顔色が青白い通り越してドス黒いですよ」

「それ、割と失礼だぞ。……悪いが俺が帰りたいんだ」

　まだ佳か境きようにある夜会で、メリディアン王女を放り出して帰るのは憚はばかられる。だが、キースの顔色は私が今まで見た中で一番酷かった。元々地黒なので分かりにくいが、妙に青ざめているのだ。このまま昏こん倒とうしてもおかしくはないほど、血の気がない。

「体調が悪いんですか？　分かりました。メリディアン王女様に一言、言ってきます」

　ちょうどダンスが終わったらしい。

　紫むらさき色いろの唇に、目だけはギラギラしているどこか異様な補ほ佐さ官かんを放置できない。先に帰すことも考えたが、そうしたらイライアスに後でお小言を言われる予感がする。私はメリディアン王女に先に帰宅する無礼を詫わびに行った。




　キースは馬車の中で、眉まゆ根ねを寄せてひたすら目を落として考え事でもしているみたいだった。いつも以上に重苦しい雰囲気を醸かもし出だしている。たいてい彼は私といる時、暗かったが、あれ以上が存在するとは思わなかった。底なし沼ぬまみたいな男だ。

　私は思い切って聞いてみた。

「どこか痛いんですか？」

「……放っておいてくれ」

　切り捨てるような物言いに、ムッとした。心配しているのに、そんな態度を取らなくてもいいではないか。そもそも気を使って早く帰ってあげたのに。私の親切はビタ一文伝わっていないらしい。

　キースは背中から流すマントの一部を右手に巻きつけていた。イライアスやキースがそんな風にしているのは見たことがない。

「そのマントはどうしたんですか？」

　キースは不機嫌そうに瞳を曇くもらせた。眉み間けんに更なる皺を寄せ、長く息を吐いた。

「何も、聞かないでくれ」

「まさか右手に怪け我がでも？」

　キースの瞼まぶたがゆっくりと持ち上がり、私を捉えた。かと思うとその焦しよう点てんはすぐにぼやけて、揺らいだ。彼は目を一度閉じると再び緩かん慢まんに開いた。

「……田舎いなか貴族は田舎に引っ込んでりゃ良かったんだ。久々の大規模な夜会だからって、張りきって王都に出られた日にはこちらが困る」

「そ、それ私のことですか!?」

　なんて失礼なんだ！　もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうだ。

「ああ？　違う。あんたの話じゃない。……いいか？　今から言うことは馬車を降りたら忘れてくれ。俺の父の話だ。俺の父は子し爵しやくでね。狭せまい世界で生きる田舎貴族だったんだが……」

「もしやキースさんのお父さんが今日の夜会に？」

「最後まで聞いてくれ。……父じゃない。父とは俺が十六の時に勘かん当どうされてから会っていない。父の古い友人が来ていたんだ」

　どこか上の空でそう言うキースは、難しい顔をして口元を押さえた。その拍ひよう子しにややずれたマントの隙間から、袖そで口ぐちが見えた。そこに何やら染しみがある。彼は私の視線に気づくと、サッとそれを隠かくした。

　赤黒いその染みに私は首を傾かしげた。

「キースさん、やっぱり怪我を？　あの、袖口に血みたいなのが……？」

「俺の血じゃない」

　それはよかった。……いや、よくない。それじゃ、誰の血を袖につけているのだ。

　どこか人目につかない所で殴なぐり合いでもしたんだろうか。でも多分、殴るだけであんな血はつかないだろう。

　私は意を決して両手を伸のばし、彼が再び巻きつけ直そうとしているマントの端はしを摑み、そのまま引き剝がした。

「やめろっ！」

「き、キースさん、それどうしたんですか……！」

　露わになったキースの右袖には、ベッタリと大量の血がついていた。殴り合いなんてレベルじゃない。これは殺し合いレベルである。

「心配するな。物取りの犯行に見せかけてきた。貧ひん民みん街がいに置いてきたから、身元なんて割れやしない」

　私は叫さけび出しそうな自分の口を必死に抑えた。

　噓うそ、噓に決まっている。この補佐官は何を言っているのだろう。

「……これでおしまいだ」

　キースは掠れた声で吐はき捨すてた。

「おしまい……？」

「イライアス様にご迷めい惑わくはかけられない。俺は補佐官を辞職する」

　私たちは暗い車内でしばし物言わず見つめ合った。キースのギラつく眼光が、まるで闇やみに浮いているように見える。

　私の心臓が痛いほど動いて血流を押し上げ、興奮のあまり頭がクラクラとしてきた。

「あの、話が全然見えないんですけど。順を追って説明して下さい」

「夜会で久しぶりに会った父の友人を、殺してしまった。遺体はさっき捨ててきた。厄やつ介かいなことにイライアス様を巻まき込こまないように、俺は姿を消すよ」

「ど、えっ、……」

　突然の展開に混乱のあまり、言葉にならない。

　一いつ生しよう懸けん命めい整理をする。いや、並べられた事実は簡潔なのだが、認め難いし理解し難いのだ。

「お父さんの友達を殺したって、何ですかそれ。意味が分かりません」

「邪じや魔まだったから、消した。それだけだ。そうするしかなかったんだ。親の知り合いはある意味親より厄介だ。あんたには分からんだろう。分からなくて、いい。だがもう俺は、イライアス様にお仕えする資格がない」

　キースは胸ポケットを探さぐると中から何やら封ふう筒とうを取り出し、私に突つき出だした。

「頼みがある。これをイライアス様に渡してくれ」

　封筒の表面には、辞職願い、と簡潔に書かれている。

「毎日持ち歩いていたんだ。早晩こうするつもりだった。あんたが来てから、使う日が近いだろうとは思っていたよ」

　私は首をブンブンと横に振った。とんでもないことが起きている。私の誘ゆう拐かい犯で保護者で夫な泣く子も黙る天下の宮廷騎士団長の、口と性格は悪いが王立補佐官養成所を首席で卒業した部下が、ばったり出くわしたらしき己の父の友人を意味不明な理由から殺して、それを遺い棄きしてきたらしい。

　ここに人殺しがいます！

　馬車を今すぐ飛び出して誰彼構わず知らせて走り回りたい心境に駆かられる。

「心配するな。俺は必ず、あんたを守りに帰ってくる」

「いえ、結構です」

「帰ってくるから、待ってろ。今見聞きしたことはこれを限りに忘れてくれ。あんたは俺と帰宅しただけだ。いいな？」

「む、無理……」

　殺人を告白されて、忘れられるほど私の感性は雑じゃない。私は純じゆん朴ぼくな人間なのであって、正直者だし噓は下手だ。

　私は震える手に握らされた封筒を、顔をしかめて見た。こんなものをイライアスに渡したら、色々問いただされるのは必至だ。盛せい大だいに目を泳がせて、裏返った声で「私は何も知りません」と答えろというのか。怪あやし過ぎる。子どもの使いじゃあるまいし、そもそも辞職願いをキースから黙って私が受け取る方が変だ。

「色々、無理があります」

「やるんだ。噓をつけ。そうだな、イライアス様にはお話ししてもいい。でも他の人間は絶対にだめだ。イライアス様という盾たてを失えば困るのはあんただぞ」

　イライアスがいなくなったら──私は当初の予定通り、王宮に身柄を移されるんだろうか。最悪の場合、じきに王都から出る王国軍に同行して、前線まで連れていかれて、ガルシア王国軍の目の前に鎖くさりに繫つながれて担かつぎ出だされるのかもしれない。

　まだそれは私には起こり得ない、可能性の低い未来に思えた。小国ガルシア相手にイリリアの国境警備隊が苦戦するなど、誰も予想していなかったのだ。

　薄うすら寒さむい思案にくれる私に、キースが低い、淡たん々たんとした声で畳たたみかけた。

「本当の人質がどんなものか知りたいか？　どれほど虐しいたげられても助けの手が届くことはない。一切の理り不ふ尽じんも不条理も身一つで耐えるんだ。いつか抜け出せると信じて」

　キースがゆらりと腰を浮かせ、私が顔を上げた次の瞬間には、私の首筋に硬く冷たい剣けん先さきが当てられていた。

「キース、さん……」

　なぜ、こんなことを。

　剣を抜く仕草を一切認識できなかった。

　馬車の座席に張りついたみたいに、身体が動かない。きっと冗じよう談だんだ、キースはふざけているだけだ──そう思いたかったが、首を僅かに動かすと、冷たい剣はピッタリと私の動きに合わせてついてきた。キースの暗い目は怖いくらい冷たく鋭えい利りだったが、その奥に、激情を感じた。

「何の真似ですか。け、剣を下ろして……」

「あんた、危機感が足りない。これは今そこにある危機だ。分かってくれ。分かるか？」

　私はこくこくと頷いた。頷く他ない。

　……分かっている。私だって状況は認識できているんだ。けれど、毎日そんなことを考えていたら、身がもたないじゃないか。全ての人間が現状を打開する力と能力を備えているわけじゃない。私は今を生きるのに手いっぱいなのだ。別に能天気に王都での日々を過ごしていたわけじゃない。

　私だって自宅に帰りたい。父と家族を引ひき裂さいた罪は償つぐないようがない。

　あの日アルの手を引いて、無む邪じや気きに家族の馬車まで連れていったのは、私なのだ。この事実は変わることがない。これでも、自分の運命を受け止めているつもりなのだ。

「案ずるな。多分イライアス様は俺のことを深く追つい及きゆうしたりしないだろう。あの方は馬鹿じゃない。自分に火の粉が及およびそうだと分かれば、あっさり俺を捨て置くだろう」

　馬車が静かに止まった。

　視線を動かすと、ショアフィールド家の玄げん関かんの灯あかりが見えた。屋敷に着いたのだ。

　キースは剣先を私の喉元から鎖さ骨こつに、鎖骨から腹部へとゆっくりと滑らせた。そのまま私の横腹に剣を動かすと、馬車の扉とびらに向けて軽く私を剣で押した。

「降りてくれ。振り返らず、屋敷に入って」

　馬車を降りて、正面玄関までの道のりを振り返らずに歩いた。その道のりが、とても長く感じた。緊張のあまり右手と右足が同時に出ていたかもしれない。屋敷の玄関に至る数段の階段に足をかけた時。私はどうしても振り返らないといけない気がして、キースの言いつけを破りついに後ろを振り返った。

　馬車の扉はまだ開いたままで、私のいる位置からは中がよく見えなかった。つられるようにして馬車まで駆け戻り、車内を覗のぞいた。

　中にはもう誰もいなかった。屋敷の周りは夜の静けさに包まれており、キースの気配は露つゆと消えていた。

「キースさん……。キース！」

　試ためしに辺りに呼びかけてみるものの、案の定何の返事もなく、ひんやりとした夜の空気だけが周りを支配していた。

　本当に姿を消してしまったのだろうか？　思わず手の中の封ふう書しよを握にぎり締しめ、私は屋敷から侍女が呼びに出てくるまで玄関付近をウロウロしていた。




　その夜、イライアスは遅くまで帰宅しなかった。部屋でじっとしていることもできず、私は玄関ホールで彼を待った。

　イライアスを乗せた馬車が屋敷の前に着くと、私は主人に飛びつく愛犬よろしく、玄関を飛び出して彼を迎むかえた。何事かと目をすがめるイライアスに私はまくし立てた。

「大変なんです、聞いて下さい。キースさんがどこかに行ってしまったんです！」

　イライアスは私の後を慌てて追いかけてきた侍女を、怪け訝げんな目つきでみた。すると彼女は困り顔で言った。

「先ほどからキース様のお姿を見ていません」

　イライアスは視線を戻し、私の肩に手を置いた。

「中で詳くわしく聞かせて下さい。……それは？」

　イライアスは私が両手で握り締める封書に気づいて問いただしてきた。私は即そく答とうした。

「遺書です！」

「遺書？」

　私は自分の返事に驚きよう愕がくし、急いで封書を確認した。

「あ、じゃなくて、辞職願い、と書かれています」

　なぜ遺書などと言ってしまったのか自分で自分が分からない。──別わかれ際ぎわのキースの暗い瞳が、生気を感じさせなかったからだろうか。それは奈な落らくの底を眺めているような、暗い色だった。

　私はとりあえず、玄関ホールにイライアスを連れていくと、人払いをしてから自分が見聞きしたことを話した。

　イライアスは微かに眉間に皺を寄せる以外は、非常に冷静に私の話を聞いていた。

　話している私が興奮し過ぎて、息が上がったり話が前後しているのが滑こつ稽けいなくらいだ。まるで全然たいしたことない話を私が大げさに騒さわぎたてているみたいではないか。

　話を全て聞き終えると、イライアスはキースの封書を開けて無言で読み始めた。何て書いてあるんです、と尋たずねるとイライアスは数枚からなる文面を私の方に向けた。

「私に対する感謝と謝罪。それと、捜さがさないでくれ、と。辞職の理由はショアフィールド夫人との確執、となっています」

「私との？」

　そんな馬鹿な。私を辞職の理由にするなんて。人聞きの悪い。

「表向きの理由でしょうから、お気になさらず」

「どうするおつもりですか？」

「どう、とは？」

「キースさんのことですよ！」

　するとイライアスはキースの手紙を畳んで胸ポケットにしまった。その様子は驚くほど淡々としていた。

「捜すなと本人が言うのですから、そうしましょう」

　その回答は予想していたものかもしれなかった。キースが予言していた通りのものだったから。けれど、仮にも六年も補佐官として寝しん食しよくを共にしてきた筈なのに、イライアスはキースが突然自分のもとからいなくなっても気にならないのだろうか？

　聞き分けがいいタイミングを間違っちゃいないか。

　己の野心のために相手を利用できる、美しい仮面を被った悪魔。レイモンド王子の言葉が、急に私の中で妙な説得力を帯びたように思えた。

　イライアスが天井を見上げると、彼が耳の下で結んでいる金色の髪が胸むな元もとにサラサラと流れた。

「困りましたね。今は人事異動の時期ではありませんから、新しい補佐官を探すのは大変なのです。養成所を優ゆう秀しゆうな成績で出た卒業生は皆既に採用されてしまっているので」

　キースが消えた話を聞いた直後に、もう新しい補佐官を探している。困惑しないではいられない。

「でも……キースさんは大丈夫なんでしょうか？」

　イライアスは僅かに口角を上げて首を傾けながら私を見下ろした。

「キースが心配ですか？　貴方はキースを嫌っているのかと」

「好きとか嫌いとかじゃなく心配ですし、被ひ害がい者しやのことも……」

　言いながら私はどもってしまった。あの血を流した人のことを考えるとゾッとする。

　きっと家族は心配でたまらないだろう。

　では、私が見聞きしたことを密告でもするのか？　いや、それもできない。無意識に自分の首筋に触れた。先ほどのキースの剣の冷たさが、我わが身みが可愛いのなら黙っていろと、説とき伏ふせてくる。

　イライアスはそんな私のジレンマを見み透すかしたかのように、苦笑した。

「キースはあれでも腕が立ちます。うまくやってくれている筈ですよ。辛つらいものを見せました。彼を雇やとっていた私の責任です。申し訳ありません」




　部屋に戻ってもなかなか眠ねむれなかった。

　キースの腕に付着していた血の鮮あざやかな赤い色が、瞼の裏に張りついて取れない。

　そして殺された人のことを考えてしまう。

　頭を左右に振り、追い払おうとしてもどうしてもできない。

　何をするでもなく、椅子に座ったまま冴さえきった目を宙に彷徨わせていると、部屋の扉が叩たたかれた。

　現れたのは片手に磁器のカップを携たずさえたイライアスだった。

「部屋の明かりがまだついていたので。眠れないのですか？」

「疲れてはいるんですけど」

「飲みますか？」

　イライアスは持っていたカップを私に差し出した。カップの金色の縁ふちの下に描えがかれた、繊細な花々の模様をぼんやりと眺めたまま、私はそれを受け取った。

　カップを満たしていたのは白い葡ぶ萄どう酒しゆのようだった。お茶かと思ったのに。無意識に小さな笑みがこぼれた。

「イライアスさんがご自分で用意してくれたんですか？」

「ええ。なぜそれが？」

「葡萄酒をこんなカップに入れちゃうのは、きっとイライアスさんくらいです」

　台所の棚たなをいじったりしたことが、きっとないに違いない。

「実はお茶にしようかとも思ったのです。でも貴方はお酒を飲むとすぐに眠たくなるのでしょう？」

　そんなところに気がついていたのか、と少し驚いた。

　イライアスはカップを引き取りたそうだったので、私はありがたくその場で飲むことにした。

　葡萄酒はキンキンに冷えていた。

　丸みを帯びた磁器のカップから、葡萄酒が一気に口の中に流れ込み、思わずむせた。

　カップから口を離し、ゴホゴホと咳せき込こむ。気管に入った酒が、酷く熱く感じる。

「大丈夫ですか？」

　イライアスは腕を伸ばして私の背をさすってくれた。

「ええ、だい……」

　言いかけて再びむせ、咳き込む。気管に居い座すわる酒が呼吸の邪魔をする。

　それを押おし出だそうと私は大きく咳き込んだ。

　ようやくつかえが取れると、今度は私の背をさするイライアスの手がとても熱く感じられた。

「ありがとうございます」

　お礼を言っても彼はまだ私の背を撫でていたので、とりあえずカップに残っていた分も飲み干した。

　イライアスの手が私の背から離れ、密ひそかにほっとしたものの、その手は次に上へ上がり、私の下ろした髪にそっと触れた。

「赤い……」

「知ってます！　生まれた時から赤毛ですから」

　イライアスは真顔のまま、私の顔を覗き込むようにして言った。

「いえ、貴方の顔が赤いのです」

　顔のことだったのか。私は猛もう烈れつに恥ずかしくなり、触れるほど近くにあるその緑色の瞳から顔を逸らした。

「……酔よったんです」

「なぜ顔を逸らすのですか？」

「恥ずかしいからです！　近いですし……」

「私は貴方の顔を近くで見たいのです」

　イライアスが私の耳元に口を寄せ、囁いた。

「とても、可愛い」

　自分の頰が猛烈に熱くなった。それはどんな酒より私を赤くしたに違いない。

　イライアスは手の平を広げて、私の前に差し出した。

　今度は何だろう、と目を白黒させて顔を再び上げると、彼は静かな声で言った。

「カップを。戻してきます」

　私はいつの間にか、カップを両手で抱え込むように握り締めていたのだ。
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　その日は一日、上の空で過ごしてしまった。

　メリディアン王女の話し相手もろくにつとまらず、時間を間違えたり、失敗の連続で夕方にはグラバー夫人に呼ばれて初めてまともに叱しかられ、一層落ち込んだ。

　私は、ここで何をしているんだろう。

　王宮からの帰りの馬車の中、暗い車窓に映る自分の冴えない顔を見ながら考えた。

　自分が、途と方ほうもなく虚むなしい。




　屋敷に帰り着くと、私は重たい気持ちのままぼんやりと玄関に入った。

「セーラ様、お帰りなさいませ。書しよ斎さいでイライアス様がお待ちです」

　年配の侍女にすぐに声をかけられ、私は彼のもとに向かったが、書斎に入るなり足が止まった。

　扉を開けるなり筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男性が、朗ほがらかな笑顔で私を待ち構えていたのだ。

　見慣れない顔である。というより、恐らく初対面だ。しかし男が着る群ぐん青じよう色の詰つめ襟えりの上下と白いマントは、どう見ても補佐官の制服だった。

　誰にでも懐なつく仔こ犬いぬを彷ほう彿ふつとさせるその笑顔につられて、私もとりあえず笑っていた。

　イライアスは部屋の真ん中に置かれた机に半ば腰かける格好で寄りかかって、私と男を見ていた。

「こんばんは。あの、どちら様でしょうか？」

「本日付けで宮廷騎士団長付補佐官に着任致しました！　ジザギルラ・バウアーと申します！」

「まさか、イライアスさんの補佐官ですか？」

　これではスピード人事もいいところだ。

　目の前の男は爆ばく発はつ的に嬉き々きとした笑顔で誰の目にも分かるくらい、大きく頷いた。まるで頷くことを初めて覚えてそれを披露したがる幼児のように。

「前任者が突然の辞任とのこと。大いに力不足ではありますが、誠心誠意尽つくさせていただきます」

「よろしくお願いします。セーラです」

　啞然としながらも即そく席せきの笑顔で、当あたり障さわりのない挨拶をするほかない私を尻しり目めに、イライアスは腰を上げてこちらへやって来た。そのでき過ぎた微び笑しようが怖い。

「そういうことですので、よろしくお願いしますね」

　どういうことで、何をよろしくされているのか。この頭からつま先まで筋肉でできていそうな、善良を絵に描いたような新補佐官と仲良くしろと？　ついでにキースのことは忘ぼう却きやくしろという脅おどしに違いない。

「ジ、ジザ……」

「ジザギルラです。個性的な名前でしょう？」

　間かん髪はつを容いれずにイライアスは訂正してくれた。確かに個性的であるが、それより覚えにくい上に言いにくい。可愛い我わが子と他人の子の名前が被るのだけは、断じて許せない親だったのだろう。

　ジザギルラ補佐官は両手の平を合わせながら、そのいかつい体格には似つかわしくないくらい、キラキラとしたつぶらな茶色い目で言った。

「呼びにくい名をしております。どうかジルとお呼び下さい」

　随分思い切って削けずった結果極きわめて平へい凡ぼんな名に成り下がっている。だが私が、ジルさん、と試しに呼びかけてみると、至極嬉うれしそうに返事をしてくれた。




　ジルは三十代半ばで、話し上手だった。なんてことはない日常の出来事や風景の描びよう写しやも、彼の巧みな話し方によって、面白おかしい話題に変へん貌ぼうした。

　やがて私は王宮からの帰り道、馬車の中でジルとお喋りをするのを楽しみにするようになった。だいたいの場合において、ジルがその日にあった面白い出来事を話し、私が大笑いしていた。三人で帰ることができる日は、イライアスまで声を立てて笑い、そんな束つかの間まの平和な時間が嬉しかった。




　新しい補佐官に慣れてひと月程ほど経った頃、メリディアン王女が高熱を出した。

　最初に体の不調を訴うつたえられた時、私たちはてっきりまたいつものお芝しば居いかと思い、相手にしなかった。だがふと触れた手が異常に熱いのに気がつき、慌てて彼女を寝かせて医師を呼んだ。

　医師のみたてでは、風か邪ぜの一つで安静にしていれば治る、とのことだったのでメリディアン王女の一日の予定を全てキャンセルして、寝ている王女に付つき添そった。

　こんな日に限り、頼たより甲が斐いあるイリスが家庭の事情とやらで珍しくお休みだったので、寝しん台だいでうつらうつらするメリディアン王女の横に椅子を持ってきて座り、一日中そばにいた。具合が悪いのに思うように寝つけないのか、メリディアン王女は私にあれこれ持ってくるよう指示したり、退たい屈くつ凌しのぎに何か話せと言ってきた。

　食事がほとんど喉を通らないらしく、何であれば食べられそうか尋ねたところ、メリディアン王女は喉の痛みから掠れて低くなった、だるそうな声で答えた。

「麦が入った、……サッパリしたスープがいいわ」

　メリディアン王女は昼前にようやく眠ってくれたので、私は地下にある調理部に要望を伝えに行くことにした。誰か他の人に伝えるよう頼んでも全く問題はないのだが、私はそれにかこつけて父さんに会いたかった。

　せっかく二人とも王宮にいるのだから、会わないのは勿もつ体たいない。

　父さんは私の姿を目にすると大層嬉しそうにしてくれたが、ちょうど昼食前だったので調理部の同どう僚りようたちが周りにたくさんいた。

　白いエプロンを着用した彼らは、皆無駄のない機き敏びんな動作でてきぱきと動き回っていた。

　中年のふっくらとした女性は大量の野菜を水を張った大おお樽だるの中でじゃぶじゃぶと洗っていた。

　すぐ近くには大きな木の机があり、若い男性がメニューらしき紙の束をひっくり返して、何やら探しているみたいだった。

　台所はこの真上に位置していて、壁の中に取り付けられた、上下に動く荷物用の滑かつ車しやを用いて、地下に保管されている食材が次々に上へと運ばれていった。

　私と父さんはメリディアン王女の昼食についてひとしきり話し合うと、小声で互いの近きん況きようを話した。

　父さんは若じやつ干かん聞きにくそうな様子で、おずおずと尋ねてきた。

「……セーラ、お前はその、宮廷騎士団長様とどうなっているんだい？」

「一緒に暮らしているだけだから、心配しないで」

　我ながら自分の発言内容に全く説得力がないとすぐに気づいたが、事実なので仕方がない。だがいくら不安を払ふつ拭しよくするためとはいえ、「男女の関係にはなっていないから、大丈夫、傷ものにはなってないよ！」なんて赤せき裸ら々らな告白は父親にはできない。

　父さんは少し悲しそうな顔で言った。

「セーラ、こんな頼りない父さんが言えた義理じゃないけど、……自分を大切にするんだぞ。必ず、ガルシアとの争いはいつか終わるんだから」

「父さんは頼りなくなんかないよ。それに私はちゃんと自分を大事にしているし」

　メリディアン王女にはよく振ふり回まわされるが、よく懐かれているし、屋敷でも新しい補佐官が来てから居い心地ごこちが良かった。

　不意にあの暗くら闇やみで見たキースのギラつく目と鮮せん血けつを思い出すことがあるが、私は急いでその映像に蓋ふたをする。あの出来事は体の芯しんからくる震えと、罪悪感を呼び起こすのだ。

　私たちは互いの健けん闘とうを祈いのると、人目を気にしてすぐに離れるしかなかった。




　メリディアン王女は食事をきちんと取れているので、明日には大分調子が上がるだろう、と医師は言ったが、念のため明日の視察は全て延期にしておいた。メリディアン王女が夕方早目に軽食を取り、ぐっすりと眠った頃を見計らって帰宅することにしたのだが、帰り際グラバー夫人が私に声をかけてきた。

「明日から四日間、貴方をお休みさせると宮廷騎士団長から連れん絡らくを受けていますよ」

　驚いて聞き返すと、グラバー夫人は私を宥なだめるような口調になった。

「このままではメリディアン王女様と共とも倒だおれしてしまいますよ。いくら若いとはいえ、ずっと休んでいなかったのですから、たまには休みなさい」

　いやいや、もうそんなに若くはない、と一瞬言いそうになったが、私より遙はるかに年上のグラバー夫人に失礼であろうと思われたので、やめておいた。

　仕事に慣れてきて少しは自信がついてきていたが、やはり私一人くらいいなくてもメリディアン王女のお世話は問題なく回るものだ、と改めて気づかされ、少し気が抜けた。

　私に無断で急に休みを入れられた理由をイライアスに尋ねようと思ったが、その日の帰りの馬車に彼はいなかった。最近にしては珍しく私より先に帰宅したらしく、王宮で待っていたジルと二人で帰宅することになった。




　屋敷に着くといつもは静かな邸てい内ないが人の動きで落ち着かなかった。侍女たちが夜だというのに忙いそがしそうに動き、廊下の隅では年長の侍女が、若い侍女に何やら早口でお小言交じりの指示を飛ばしていた。屋敷全体が騒がしい。

　何かあったのだろうか。

　部屋に戻って王宮仕様の堅かた苦くるしいドレスを脱ぎ捨て、着き心地ごこちの良い服に着替えていると、イライアスが訪ねてきた。着替えたら探しに行こうと思っていたので、手間が省けた。彼は開口一番で、私の休きゆう暇かを勝手に決めた件について詫びてきた。

「フィリップ王子から旅行のお許しをいただけたので、殿でん下かの気が変わらないうちにさっさと実行に移してしまおうと思いまして」

「旅行……？」

「明朝出発します。ショアフィールド家の領地であるドーン地方に行きましょう」

　ドーン地方といえば、確か北にある海沿いの地域だ。

　話には聞いたことがあるが、行ったことはない。

　随分急な話だ。……それに、王都から出ていいのなら、ヨーデル村に一度帰りたかった。家に一人残してきた母さんが心配だ。というよりも母さんたちが私を心配しているだろう。

「あの、王都から出て良いのなら……」

「ヨーデル村には連れていけません」

　どうやら頼もうとしていたことを読まれたらしい。

　やはりそうか。別に私は逃げ帰るつもりなんてないんだけどな。

「ドーンは長閑のどかで美しい場所ですよ。貴方にとってきっとよい息抜きになりますよ」
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　ドーンは王都から馬車で半日ほどの距離にあった。

　イライアスは見慣れた軍服ではなく、上衣はゆったりとしたシャツを纏まとっており、彼にしては随分砕くだけた格好をしていた。対するジルはいつもの群青色の補佐官の軍服をかっちりと着ており、その対比の面白さを私が指し摘てきすると、イライアスはジルより先に答えた。

「貴重な休暇ですから。仕事からはひとときでも離れたいのです」

「私はいつ何なん時どきも騎士団長の補佐官である名めい誉よを、忘れたくないのです！」

　噓か本当か、ジルが張りきって妙な説明をした。

　道中は終始このように明るいジルがいたのでとても賑やかに過ごせた。ジルはそこにいるだけで楽しい雰囲気を作ってくれる人だった。

　目的地が近づくと、春の穏おだやかな陽光を反射してキラキラと輝く海が車窓から見え始め、日常とは違う所に来たのだ、と気分が高こう揚ようした。

　馬車は海沿いを走り、その反対側は瑞みず々みずしい緑色の絨じゆう毯たんがなだらかな丘おかの上に広がる牧草地となっていて、点々と牛や羊の姿を見ることができた。境目の分からない広大な牧草地がどこまでも続き、羊たちは遠目には最も早はや緑色の絨毯に散らばる毛玉にしか見えない。

　そんな羊たちを、飼い主はどうやってまとめているのだろう。たまにポツンと現れる小屋だけが、かろうじて人の存在を意識させた。

　忙しく首を振って左右の窓の景色に見入っていると、イライアスに声をかけられた。

「ドーン地方の乳製品はその美味しさで有名なのですよ。王室への献けん上じよう品ひんにも度々選ばれています。ここの家か畜ちくの乳は少し塩味がするのです」

「海が近いからですか？　まさか！」

　イライアスは本当ですよ、と笑った。そんなことってあるんだろうか。

「彼らが食はむ牧草に塩気があり、それが血肉となります。牛乳は牛の血液からできているのですよ」

　本気か冗談なのか分からなかったが、その補足説明はできたら省いて欲しかった。牛乳を飲む気が失うせそうだ。




　ドーンにあるショアフィールド家の屋敷は、王都の屋敷とは異なり、控ひかえめな大きさの屋敷であった。白はく亜あの直線的な外がい壁へきを持つ、三階建ての屋敷は海のすぐそばに位置し、屋敷の裏手から続く階段を下りれば海に出られた。

　普ふ段だんはショアフィールド家の人間が居住していないため、屋敷内は調度品や家具といったものが必要最低限しか置かれておらず、昨今華美過ぎる生活空間に慣らされていた私は、質素な内装だ、という身の程知らずな第一印象を持ってしまった。

　壁さえあればあちこちに絵が飾られていたり、絵がなくてもゴテゴテと装飾されたり、目が疲れる模様の壁かべ紙がみが貼はられている天空宮や王都のショアフィールド邸と違い、内部の壁は感動的なまでに白かった。しかしながら、大きな窓からは青く広がる美しい海が見え、シンプルな内装が逆に景色の良さを引き立てていた。

　焦げ茶色の木の床はやや年季が入っていたが、よく掃そう除じが行き届いていた。歩くと少しギシギシと軋きしむ音が、何やら不思議と心地良い。

　侍女たちが荷に解ほどきを始めると、私も手伝おうとしたが、ふと疑問に思った。

　侍女たちは私とイライアスの荷物を両方とも、主しゆ寝しん室しつに運び込んでいた。一際広いその部屋に置かれた寝台は一つだけだ。

　……まさか、イライアスと二人でこの寝室を使うのだろうか。

　さりげなく屋敷内を彷徨うろついて他の部屋を覗いてみると、掃除がされていない部屋も多かった。使用人用の寝室は準備ができていたが、私たちのために用意された寝室は一つだけのようだった。

　これはマズい。

　私とイライアスは夫ふう婦ふだが結けつ婚こんしていない。いや違う、結婚しているが夫婦ではない。




　イライアスは屋敷に到とう着ちやくして早々、日頃住み込みで管理している夫妻と居間で話し込んでいた。少し小太りの夫妻は帳ちよう簿ぼを前に説明をしたり、屋敷内を身み振ぶり手て振ぶりで指しては近況を説明していた。

　潮風で外壁が傷いたみ、修しゆう繕ぜんをしなければならない。

　近くで盗ぬすみ聞ぎきしていると、夫妻が最も強調したいのはその点のようだった。

　話が終わると、夫妻は丁てい寧ねいに私に自己紹しよう介かいをしてくれてから、居間を出て行った。すかさずイライアスに駆け寄る。

「イライアスさん、大変です。私たちが同じ寝室を使うと思われています」

「夫婦ですからね、それはそうでしょう。この屋敷はあまり部屋数もないですし。嫌ですか？」

　えっ!?

　嫌かどうか……？　そういう問題じゃないのだ。私は単なる同居人なのであって、寝室を共にすれば流石に色んな過あやまちが起こり……得ないだろうか。

　それともイライアスにとってみれば、私などデカイ置物くらいにしか見えていないのだろうか。たとえ触れるほどの距離に私が薄うすい寝ね間ま着き姿で横たわっていようと、彼が抑え難い衝動に駆られて、何かしようなどと思わせる魅み力りよくは、私にはないのだろうか。

　そうですか。左様でございますか。王宮の至宝様に対して、かえって恥ずかしい問題提起をしてしまった気がしてきました。

　私は咳せき払ばらいをした。

「イライアスさんこそ、それでいいんですか？　私なんかと同じ寝室では……」

「そうですね。或あるいは辛いかもしれませんね」

「えっ？」

「なんでもありません。貴方がお嫌なら、なんとかしますよ」

　イライアスが少し傷ついたような、寂さびしそうな表情をしているのは、気のせいだろうか。

「そもそも部屋数があまりない、というイライアスさんの認識に大いに誤りがあります。ヨーデル村にこの屋敷があったら、城と呼ばれてもおかしくありません」

「もちろん侍女に言って、別の寝室を今から用意させることもできますよ。貴方が私と別々の部屋になっても困らないなら」

　なぜ別々の寝室になると私が困るのだ。首を傾げながら私は答えた。

「そのようにお願いします」




　イライアスが軽く頷きながら行ってしまった後で、考えた。

　もしやこんなことを頼んだら、何が何でも部屋を別にしたがっている、新しん婚こんなのに喧けん嘩かでもしているのかとここの管理人や侍女たちに思われるだろうか。

　さしずめイライアスは、私が寂しい新にい妻づまだと後ろ指さされる事態を心配してくれているのだろう。

　それこそ心配ご無用というやつだ。今に始まったことではないのだから。




　ドーンの屋敷に着いてからしばらくすると、私はイライアスとジルの三人で、屋敷の周囲を散策した。

　芝しばの間を縫う砂じや利り道みちを進むと、屋敷からそう離れていない所に赤い屋根の牛舎があった。

　その前に並ぶ白い木の柵さくをヒラリと乗り越えると、イライアスは牛舎の方に進んでいった。私もジルの手を借りて柵を乗り越え、彼について行った。

　牛の糞ふんの臭においが漂ただよう牛舎の中に入ると、つなぎを着た中年の髭ひげ面づらの男性が牛の身体をブラシですいていた。

　彼はイライアスが声をかけると、目を丸くして振り返り、すぐに笑顔になった。

「イライアス様！　お久しぶりです。──そちらにいらっしゃるのはまさか、本当に奥おく様さまですか!?」

「セーラです。よろしくお願いします」

「私の妻が、ドーンの牛の乳を味わいたくてたまらないらしくてね」

「おお！　今搾しぼりますんで、お待ち下さい。よその牛乳などもう飲めなくなりますよ」

　男性は手を拭ふくと牛の横にしゃがみ込み、銀色の小さなバケツ型の器うつわにリズミカルに乳を搾り始めた。コップ一杯ぱい分ほどを手て際ぎわ良く搾ると、彼はバケツを私に差し出した。

　まさかバケツごと手渡されるとは思わなかった。

　だが、彼は私が自じ慢まんの搾りたて牛乳を味わうのを、今か今かと目を輝かせて待っている。ここで躊ちゆう躇ちよしては女がすたる。仕方なく慎しん重ちようにバケツを傾けてそのまま口をつけてみた。

　その牛乳は私がいつも飲んでいるものよりもとろみがあり、濃く感じた。イライアスが説明していた塩味は全く分からなかったが、鼻を通る風味まで普段口にする牛乳とは違った。

「美味しいです。クリームみたいに濃いですね」

「そうでございましょう？　イライアス様はお小さい時、牛の足元に屈んではお口を開けて、その中に搾ろうとなさっていましたよ。危なっかしくて、何度お止めしたか……」

　男性は嬉しそうに教えてくれた。昔のイライアスのやんちゃな姿が意外で、本人に話の真しん偽ぎを確かめようと見上げると、イライアスは照てれ臭くさそうに目を逸らした。

「子どもの頃の話ですよ」

　それはそうだろう。今もやっていたら、全力で他人のフリをしたい。




　屋敷に戻ると、私のための寝室が訴えた通りに新しく用意されていた。

　超ちよう特急で準備してくれたのだろう。ありがたい。

　そこへ自分の荷物を運び入れ、少し部屋で休んだ。

　しばらくしてから廊下に出ると、イライアスが背を向けて立っていた。私が部屋から出てきたことに気がついていないようだ。

　イライアスは廊下にある大きな窓を開け放し、外に身を乗り出していた。

　窓の桟さんは彼の腰より低い位置にあるため、一つ間違えれば窓の外に転落してしまいそうに見える。

　後ろから見ていると、イライアスは片足で桟を跨またぎ、その上に腰かけたではないか。イライアスの長い片足は完全に窓の外に出ていた。なんということをするのだろう。ここは三階なのに。

「イライアスさん、危ないですよ！」

　慌てて駆け寄り、彼の袖を摑んだ。

　彼は私に気づくと、穏やかに微笑んだ。

「外壁の状態を確認しているのです。どの程度の修繕が必要か」

　そう答えると、イライアスは再び窓の外に目を向け、ゆっくりと上下左右の外壁を観察した。

　片手を内ない壁へきにかけ、身を乗り出すイライアスのその広い背中を見ていると、不思議と危なくないだろう、彼なら大丈夫だろう、という気分になってきた。私はいつの間にか、イライアスの背中に安心感を覚え、彼自身を信しん頼らいするようになっていたのだろうか。

　ひとしきり確認作業が終わると、イライアスは桟に腰かけたまま、遠くを見た。

「ご覧らんなさい。美しいでしょう。ドーンの自慢の景色です」

　つられて窓の外を見た。

　白い布切れのような多数の雲が浮かぶ、薄うす青あお色いろの空の向こうは、橙だいだい色いろの空へと続き、しまいには海と交わっていた。

　視線を横に巡めぐらせると、遠くの方に切り立つ灰色の断だん崖がいが見えた。海からほぼ直角にそそり立つその断崖は、まるで海から来るものを拒きよ絶ぜつするかのような、地の切れ目であった。目を凝こらすと崖がけの上は青々とした芝が敷しき詰つめられ、粗あらい崖とは対照的に、穏やかな牧草地が広がっているようだ。

「あの崖、見事ですね。絶ぜつ壁ぺきに小さい黄色の花が咲いてます」

「あんな遠い崖に咲く花が見えているのですか？　随分視力が良いのですね。私には見えません」

「そうなんですか？」

　驚いてもう一度崖を確認した後で、私は思わず笑ってしまった。

「何か？」

　急に笑った私を訝しんだのか、イライアスは不思議そうにこちらを見た。

「いいえ。田舎者は目がいいんです。私でもイライアスさんに勝てるものがあったんだな、と感激しました」

「おかしなことを」

「あの崖は牧草地なんですか？」

「ええ、牛が放牧されている筈です」

「牛たちは崖から落ちたりしないんでしょうかねぇ」

　すると今度はイライアスが豪ごう快かいに笑いだした。──真面目な質問だったのに。

　イライアスは笑いを収めると、静かな口調で言った。

「もう少し天気が良いと、更に極ごく上じようの夕焼けがここから見えるのですが」

「十分綺麗ですよ」

　イライアスは私の方に顔を向けた。時間をかけてイライアスの左手が上へと持ち上がり、その指先が私の頭に触れると優しく撫でた。人に頭を撫でられるのなんて、何年ぶりだろう。

　だからなのか、私はふわふわと心が高揚するのを感じた。

「真っ赤で温かな、美しい夕焼け色が見られるのです。貴方の髪の色のような」

「それでは空一面に広がる、私の髪ですね」

　私はくすっと笑って、少しふざけたつもりだった。

　だがイライアスは私をひたすら真面目な顔で見つめたままだった。その手が、私の頭から下の方へと次第に下りてきて、私の赤い髪の毛を一ひと房ふさ手に取ると、そっと長い指で梳すくように触れた。

　髪に感覚はない筈なのに、私は酷く気持ちが良くて、顔を全く動かせなかった。

「あの絵を見た時から、ずっと触れてみたかったのです」

「イライアスさん……」

「とても美しく、印象的な髪です」

　イライアスの緑色の瞳を見ていられず、ついに私は俯いてしまった。

　今なら、なんだか素す直なおになれる気がした。

「私、子どもの頃から、自分のこの真っ赤な髪が大嫌いだったんです。ずっと金色の髪に憧あこがれていました」

　思い切って言ってみると、イライアスは私から顔を動かさずに言った。

「夕焼けと日の出の色です。万人が美しいという色ではありませんか」

　そんな風に考えたことなんてなかった。

　私は窓の外の美しい景色とイライアスを交こう互ごに見た。

　ずっと大嫌いだった自分の髪を、少しだけ好きになれたかもしれない。

　少なくとも私はこの瞬間、自分の髪をちょっぴり誇ほこらしく思えたのだった。




　ドーンの屋敷の裏手には大きなバルコニーがついていて、そこから出ている階段を下りると、海だった。真夏ならば何度も泳ぎに来られるだろう。

　ドーンでの滞たい在ざい二日目、屋敷の人たちはその小さな砂すな浜はまにテーブルと椅子を出してくれて、焼きたてのお菓か子しを並べてくれた。侍女がバスケットからポットを出すと、カップにお茶を注ぐ。

　海を見ながらいただくお茶は、最高に美味しかった。

　屋敷の人たちは気を使ってくれたのか、準備が整うと屋敷に戻り、私たちを二人きりにした。

　私はクッキーをつまみながら、ぼんやりと波間を眺めていた。海を見ると思考が止まり、時間を忘れてしまいそうになるから不思議だ。寄せては返す波の音は、なぜこんなに人を落ち着かせてくれるのだろう。

「気持ちがいいでしょう？」

「はい。最高ですね」

　私とイライアスはたまに目を合わせてはお互いに柔らかな笑顔を見せ合った。

　私たちはしばしそんな穏やかな時間を過ごした。

　不意にイライアスの手が、テーブルの上の私の手に重ねられた。どうしよう、何のつもりだろうと思っているとその手はすぐに離され、彼は立ち上がった。イライアスは前を見つめたまま、何かを振り切るように頭を左右に振った。

「頭を冷やしたい。少し泳いできます」

　泳ぐ？

　半はん袖そでではまだ肌寒いようなこの季節に？

　目が点になる私をよそに、イライアスはさっさとシャツを脱ぎ捨て、上半身裸はだかになった。その露わになった素す肌はだを見て、思わず息を吞のんだ。予想以上に逞たくましく、「なんて綺麗なんだ！　こりゃ見応えがある」、と両手で盛大な拍はく手しゆをしたくなるくらいだ。しかし見惚れそうになったのは一瞬だった。

　イライアスの上半身は傷だらけだったのだ。

　騎士として、剣を振るう中でついた傷だろう。

　とりわけ胸から脇わき腹ばらにかけて、非常に目立つ大きな縫ほう合ごうのあとがあり、痛々しかった。相当な怪我だったに違いない。それこそ、生死を彷徨うような。

　そう想像すると、あることが思い当たった。もしやあの傷は、ディディエ前宮廷騎士団長を討うった時の戦いでできたものだろうか？

　イライアスは私の物言いたげな視線に気づき、腹に亘わたるその傷に触れた。

「五年前に負ったものです。当時は、死にかけました」

　そう言うなり、海に向かって走った。彼はあっという間に波なみ打うち際ぎわから遠ざかり、やがて波間に浮かぶ頭だけしか見えなくなってしまった。

　寒くないのだろうか。見ているこちらの方が寒くなってくる。

　イライアスは、沖おきの方まで行くとそこから浜はま辺べに並へい行こうに泳ぎ出した。半ば呆れて泳ぐ姿をしばらく眺めていたが、やがて飽きて私は再びテーブルの上のお菓子を口に運び始めた。

　……とても美味しい。私もいつか、こんなに上手に焼いてみたい……。

　料理は不得意ではないが、菓子作りは苦手だった。最近焼いたクッキーはなぜか石のように硬く、異常にツヤがあり、驚きよう異い的に味がなかった。そんなことを考えながら視線を海に戻すと、イライアスが見当たらなかった。

　おかしい。

　見落としただけだろう。水面は陽の光で乱反射しているから……。

　気を取り直して目を凝らし、海をつぶさに見るが、さっきまで見えていたイライアスの金色の頭が、どこにもない。クッキーを放り出して波打ち際まで走る。

　心配のあまり胸が早鐘を打ち始める。必死に波間を見渡すが、やはりいない。

　噓、まさか……溺おぼれた!?

　私はどうしようかとたたらを踏んだ。屋敷は階段を上ってすぐだ。人を呼んで来るべきだろうか。いや、そんな悠ゆう長ちようなことはしていられない……！

　いまだイライアスの姿がないことを確認してから、私は靴を脱いで思い切って海の中に入って行った。

　水は身を切るように冷たい。何だってこんなに冷たい海をあの男は泳いだりしたのか！　まるで拷ごう問もんだ。身体が冷えて溺れてしまったんじゃないだろうか。

　冷た過ぎて膝から上はとても水に浸つかることができない。

「イライアスさん！」

　名前を呼びかけるが、当然返事はない。どうしたらいい。イライアスは沈んでしまったのだろうか？　水面を眺めていても知りようがない。海中に顔を突っ込んだら何か見えるだろうか？

　ドレスの裾すそが海水を吸い、足元にまとわりつき、私は転んでしまった。両手をついて腰まで海に浸かってしまい、縮み上がる思いで立ち上がる。

　すると少し先の水面がゆらりと膨ふくらみ持ち上がったかと思うと、金色の物体が浮き上がった。すぐにそれはイライアスの頭だと分かり、次の瞬間には彼は胸から上を水面から出して立っていた。彼は顔から垂れる水すい滴てきを払いのけながら、驚いた様子で私を見ていた。

「何をしているんですか？」

「何を……って、イライアスさんを探していたんですよ！　ちょっと目を離したら、いなくなっていて……」

「潜せん水すいしていたのです」

　潜水？

　こんなに長く息が続くなんて、信じられない。

　どれだけ強きよう靭じんな肺をしているのだ。それともエラ呼吸でもできるのか。

　視線を落とせば、確かにイライアスの胸は途と絶だえていた空気を求めて、今大きく上下していた。

「……貴方も泳ぎますか？」

「泳ぎません！」

　勝手に焦って海にまで入って、服をずぶ濡ぬれにして恥ずかしい。滑稽な真似をしたみたいで、自分自身に腹が立ってくる。

　イライアスが急にいなくなったからってこんなに動揺してしまった自分が、情けない。

　そう思うと胸の内にふつふつと熱い怒りが湧いてきて、私はクルリと踵きびすを返かえして海からサッサと上がろうとした。

　だがその時、少し高い波が打ち寄せてきて、私の身体を再び海の中へと倒たおした。

　ドブン！　と水音が聞こえ、思わず受け身を取った手の平が、波の底の砂の層に触れた。塩しお辛からい海水が、容よう赦しやなく口の中に入る。

　うっぷ、と喘あえいで再び立ち上がろうとして、けれどドレスの重みですぐに立てない私を、イライアスが手助けしてくれた。

　彼の腕が私の肩から腰までしっかりと絡からみつき、私がまた波に攫さらわれないようにそのまま岸へと誘ゆう導どうしてくれた。

　水で濡れて張りつく服越しに、イライアスの腕を感じて、猛烈に恥ずかしい。

　岸へ近づくと、私はついその腕を振り払って、一人で海から上がろうとした。

　砂浜は砕けた貝かい殻がらや石が堆たい積せきしていて、足の裏が痛かった。そんなことも今になって気づいた。

「怒おこったのですか？　今のは冗談ですよ」

「自分に苛いら々いらしているだけです！」

　靴を履はこうと足を入れると、砂すな粒つぶが濡れた足にたくさんこびりついているせいで、痛いし気持ち悪い。後で靴も洗わなくてはならない。

　イライアスは私に追いつくと再び口を開いた。

「屋敷に戻りましょう。そんな格好では風邪を引きますよ」

「……イライアスさんの方がずっと寒そうですよ」

「……私を探しに、海の中に入ってくれたのですか？」

「慌てん坊ぼうですみませんね！　忽こつ然ぜんと消えたみたいに見えたんです」

　私は怒っているのに、余よ裕ゆうの笑みを浮かべるイライアスが憎にくたらしい。なんなのだ、私にこんなに心配させて。そもそも身体を鍛きたえるのが仕事なのかもしれないけれど、今やる必要があったのか。

　私はぷりぷりと子どもみたいに不機嫌な顔で、屋敷へと続く階段を上った。




　夜のドーンも魅力的だった。

　心地良い潮風を受けながら、バルコニーから夜の闇に滲にじむ海を眺める。

　それは限りなく静かで淡々とした時間の過ごし方だった。

　何にも煩わずらわされることなく、何も考えなくていいというのはいかに幸せかを改めて感じた。翌日仕事がない、つまり決められた時間に早起きをする必要がないというのも、素晴らしい。精神的なゆとりがまるで違う。

　最近自分がいかに疲れていたのか、と気づかされる。

　私は侍女とお喋りをして時間を潰つぶしてから寝室に向かった。

　寝室に入り、掛かけ布ぶ団とんの下に潜り込むと布団を顎あごまで引っ張り上げて目を閉じた。

　とても静かだった。

　時々の溜め息や寝返りによって寝台が軋む音、それに布団の擦すれる音がひどく大きく感じられる。

　ドーンは、静かな所だった。




　翌日私はイライアスとジルの三人で、近くの農場を回ったり、海を散策した。

　私はとりわけ屋敷の裏にある浜辺を、のんびりイライアスと歩くのが気に入った。

　何をするでもなく、果てなどない海の前に佇たたずむ自分のちっぽけさを再認識しながら、ただ歩いた。時々私たちは貝を拾ったり、打ち上げられた海かい藻そうをつついたりもした。

　広い海と、どこまでも続く海岸線の中で、私たちは二人きりだった。

　ドーンでの過ごし方は、ごく単純なものだった。

　けれどただ何もしない、という最高に贅ぜい沢たくな時間の過ごし方が久々にできたのだ。




　ドーンの屋敷での最後の夜、私たちは夕食後に海に面したバルコニーに出て、三人で酒を飲んだ。私はバルコニーにあるベンチに座り、イライアスとジルは手すりにもたれて立っていた。

　ジルは酒が入ると更に饒じよう舌ぜつになり、私たちを楽しませてくれた。私はそれまであまり彼の私生活については深く聞いたことがなかったのだが、この機会に彼についてもっと知ることができた。

　ジルは既き婚こん者しやなのだが、奥さんは彼の初はつ恋こいの人らしかった。彼があの手この手で奥さんの心を射止めるまでの話が、大層面白かった。

「ジルさんが羨うらやましいです。私初恋って、全然覚えていなくて。明るくて村一番の人気者の男の子のことを、この人が好きかも、と漠然と思ったくらいで」

「セ、セーラ様、その男の子は今……」

「引ひっ越こしてどこかに行ってしまったんです」

「それはよかったです。イライアス様に消される心配がなくなりましたね」

　するとイライアスが声を立てて笑った。

　酒の力があったのだろう。私はあまり深く考えずに聞いた。

「イライアスさんの初恋はいつでしたか？」

　ジルが興味深そうにそのつぶらな瞳をイライアスに向けた。イライアスは左肘を手すりに乗せ、後ろのベンチにいる私を右側から振り返った。

「実はよく分かりません。初恋を経験する前に交際を始めていたので」

「……はいっ？」

　私とジルはほぼ同時に素すっ頓とん狂きような声を上げた。だがその後の反応にはかなりの差があった。ジルは半ば尊敬の眼まな差ざしで、流石我が宮廷騎士団長だ、と意味不明な感心を披露し、一方で私は驚いてものが言えなかった。

　普通は恋こいをしたから交際をするんじゃないのか。男女交際はそんな綺麗ごとばかりではないのは私も知っている。だけど、とりあえず付き合ってみよう、などという付き合い方を、初恋も経験していない若い子がするなんて。

　やっぱり都会の子は違う。

　イライアスは酒をあおると海の方へ視線を投げた。

「ですが昔、この少女が欲しいと強く思ったことはあります」

「どんな人でした？」

　私はふとシューリの姿を思い浮かべた。だが、一夜限りが主義のイライアスにしてみれば、誰かを欲しいと思ったという過去は意外な気がした。

「よく表情の動く可愛い少女でしたよ」

「イライアス様、それは一ひと目め惚ぼれってやつですね」

　ジルは上官の若い時分の恋愛話を開けて満足なのか、人じん畜ちく無害な微笑をたたえて何度も頷いていた。

「それに似たものかもしれない」

　私は先ほど自分がジルに聞かれたことを、今度はイライアスに尋ねた。

「その少女は、今どうしているんですか？」

　そんなことを聞いてどうするんだろう、と自分で自分に突っ込みながら。

「その少女は今、私の妻になっています」

「あっ、そういうお話でしたか。いやこれは参りました」

　なぜか顔を乙女おとめのように紅潮させて首を振るジルとは対照的に、私は言葉を失った。今私は、何を言われたのだろう？

　まるでイライアスが以前から私のことを……好きだ、と思っていたみたいに聞こえた。

　私がレスター王の姉だから王都に連れて来た筈ではないのか。それともやはり、ジルを喜ばせるためのリップサービスだろうか。

　イライアスは人を翻ほん弄ろうするのがうまいから。

　酒を取って来ます、と言い残すとジルはそっとバルコニーを離れた。私たちに気を使ったつもりなのだろう。二人きりにされた私とイライアスは無言で見つめ合った。

　見下ろせば私の手の中のグラスも既に空だ。私もおかわりを取りにこの場を離れてしまおうか……？　いや、だめだ。

　ここはイライアスと向き合って、彼の気持ちをもっと良く知りたいし、知るべきなのだ。

　探るような視線をイライアスに投げると、彼は少し笑った。

「そんなに疑うたぐり深ぶかい顔をしないで下さい。……全部本当のことですよ。あの日、貴方が脇わき目めも振らずに真っすぐに私を目指して駆けてきた時、まるで私を一いち途ずに想おもってくれているような、……自分がひたむきに愛されているような、心地良い錯さつ覚かくが一瞬起きて私の中から消えなくなったのです」

　十五の時、確かに私は騎士様目指して爆ばく走そうした。ウーリヒ爺じいさんのスコップを返した後。自分の誕生日を祝うためのお駄だ賃ちんが欲しかったからだ。

「レスター王子を連れ帰ってからも、貴方のことを思い出さない日はなかった……」

　信じられない思いで、それを聞いていた。そして今聞かされていることを、一言たりとも聞き漏もらしたくない、と思った。

「共に馬に乗り、走った時に見た景色が頭の中から離れませんでした。貴方ほど純粋な女性は、私の周りには一人もいなかった。それまでも、それからも」

　イライアスはバルコニーの手すりから身を離し、私が座るベンチのもとへゆっくりと歩いてきた。

「きっと貴方にとっては、取るに足らない、些さ細さいな出来事だったことでしょう。けれど私には、繰り返し思い出しても、決して色あせない場面だったのです」

　イライアスは私を見つめたまま、自嘲気味に笑った。

「もちろんあなた方一家に対する罪悪感もありました」

　距離が縮まるにつれ、私は期待だか緊張だか混乱した感覚で身体中がいっぱいになり、熱くなっていくのを感じた。

「けれど警護を担当しているレスター王子から、こまごま々と貴方の話を聞くたびに、私はまるで彼の目を通して貴方を見ているような思いがしました。──いつしか、彼が羨ましくてたまらなくなった……」

　胸が、熱くて苦しい。矛む盾じゆんしているけれど、それでも先を聞きたくて仕方がない。私は心の中で何かを仄ほのかに期待していた。──イライアスは何を語っているのだろう？

「私は領地の視察などという言い訳にかこつけて、貴方を見にヨーデル村まで毎年足を伸ばしていました。そうして私は密かにレスター王子に対して優ゆう越えつ感すら抱いていました。彼が見ることが叶かなわなくなった、一番美しい時期の貴女を私はこの目で見ているのだ、という」

　イライアスは音もなくベンチに座った。

　こんなにも胸が高鳴って仕方がないのは、膝が触ふれ合あうほどのその近さからか、それとも彼の告白のせいか。私はやっとの思いで尋ねた。

「アルに、私の話を……？」

「して差し上げませんでしたよ、一切。私は汚きたない男でしょう？」

　緑の瞳に自嘲の色が走り、イライアスは長い息を吐いた。その手が緩慢に上げられ、私の方へ近づく。私はイライアスの手で髪に触れられると、痺しびれるような快感を抱いてしまった。それはほんの少しの後ろめたさと、困惑を含んでいた。

「私は卑ひ怯きような男です。貴方と彼の時間を盗み、──今こうして、貴方を手に入れている。私は貴方を側に置き、自分の妻と呼びたかった」

「……それは違います。イライアスさんは、私をフィリップ王子や危険から守ってくれているのでしょう？　それに、私は誰のものでもありません」

　震える声で言った私の問いかけは、無言で返された。

　イライアスの手は、とても大切な物に触れるみたいに慎重に私の髪を上下に撫で続けていた。そうして、彼は呟くように言った。

「私は、貴方を……」

　いくら待っても続きは出てこなかった。

　イライアスの手が私の髪からするりと逃げ、ずっと逸らすことなく絡み合っていた視線が、ついと離された。

　その目はバルコニーの向こうの、月明かりにぼんやりと照らされた海に向かった。

「やはり私には、貴方をこの手で抱き締める資格がありません」

　なぜそんなことを言うのだろう。そして、それを聞かされてがっかりしている自分にも愕がく然ぜんとした。

　イライアスはバルコニーを離れ、建物の中に戻った。酒を取りに行ったのだろう。もしくは、気を使う必要はない、とジルに伝えに行ったのかもしれない。

　イライアスが言ったことは本当なのだろうか？　十年前のあのたった一日の、それも落とし穴を一緒に埋うめたなどという出来事で、私を気に入るなんてあり得るんだろうか。

　だが、胸むねの奥おくにジワジワと溢れてくる満足感と──喜びとしか思えない感覚が、私を苦しめた。つまりいつの間にか私は、彼に愛情を期待するようになっていたのだ。

　私は単なる人質で、彼は私に妻としての役割は求めない、と断言していたのに。

　あの日から、ヨーデル村まで視察に来て私を見ていた。そこまでして、そしてそれを私に明かしておきながら、私にそれ以上触れようとしないイライアスに、もどかしさすら感じてしまった。自分の気持ちを一方的に伝えてきながら、私の気持ちは知ろうとはしないのも、もどかしく、切ない。

　悶もん々もんと悩んでいたが、なかなかイライアスはバルコニーに戻って来なかった。気がつけば私は、夜のバルコニーに一人だった。

　ふと気になり背後を振り返るが、誰もいない。侍女の目も警備の兵も、私を見ているものは何もない。イライアスもジルも。周りを囲む高い塀へいや、城門もない。

　これはヨーデル村を出て以来、初めての状況だ。気づけば私は極めて特異な状況にいた。

　急に背中に翼つばさが生えたような自由を感じる。こんな感覚は久しぶりだった。誰の目もないのだ。

　それに背中を押されたのだろう。何かにつられるようにベンチから立ち上がった。

　不思議な浮ふ遊ゆう感が私を包んでいた。

　そのまま極力足音を立てないようにしてバルコニーを横切り、階段を見下ろす。

　辺りは非常に静かだった。

　もしや今なら、ここから逃げられる……？

　私は浜辺へと繫がる石の階段を下り始めた。波の音だけが支配する静せい寂じやくの中、私の心臓はにわかに緊張で高まった。靴が階段の硬い石から、歩きにくい砂浜の感触を捉える。慌てて屋敷を見上げるが、やはりバルコニーには誰もいない。

　屋敷からの明かりが届く範はん囲いの浜辺と波打ち際は、深い水色と白い泡あわ飛沫しぶきを薄うつすらと視界に捉えることができる。だがその先の海は夜の闇と一体化し、浜辺も奥が見えなかった。そこに身を滑り込ませてしまえば、最早誰にも見つからないだろう。

　これは絶好の機会だ。暗闇が、私を呼んでいる。

　何かに引っ張られるように私は浜辺の奥へと走り出した。




　相当な距離を走った気がした。

　だが所しよ詮せんヒールのある華きや奢しやな靴で進めた距離はしれていた。膝に両手の平をついて呼吸を整え、自分が後にした屋敷を思い切って振り返ると、屋敷はいまだすぐそばに大きくそびえていた。本当にこのまま逃げられるだろうか？

　怖くなって視線を戻すと、その先──不気味に枝を広げる防風林の間に、何か異様なものを見た。目が一点に釘づけになる。一人の男が立ち、こちらの様子を窺っているではないか。一瞬にして全身の鳥とり肌はだが立った。

　悲鳴を上げるべきか、否か。

　だが、私の恐きよう怖ふは次第に疑問へと変わっていった。揺れる木立の下に佇み、微び動どうだにしないその男の、細いが均整の取れたシルエットに見覚えがあったのだ。

　──キース？

　まさかあそこに立っているのは、彼だろうか？　暗くて顔の判別ができないが、姿形はキースそのものに思えた。

　私の足は一歩動きかけ、止まった。私は何をしたいというのか。

　人ひと影かげはゆらりと動き、足を進めてくる。

　私はその人物が自分に向かって歩いてくるのを顔をしかめて凝ぎよう視ししていた。距離が縮まるにつれ、暗闇の中でも顔の輪りん郭かくがハッキリとしてきたが、その強く鋭い眼光と細ほそ面おもての顔立ちは紛まぎれもなく、キースだった。唐突に別れた夜会の夜から寸分変わらない、前補佐官の姿がそこにあった。

　一瞬ここがドーンだという事実を忘れそうになる。なんて奇き妙みような夜だろう。

　彼は私との距離をお互いの声が届く所まで縮めると、口を開いた。

「約束しただろう。あんたを守りに戻ってくると」

　確かに、言った。だが私は丁てい重ちように、断固お断りした筈だけれど。

「キースさん、今まで一体どこにいたんですか？」

　彼はそれには答えず、瞳を私から動かさないまま、いつもの低い声で淡々と続けた。

「あんたを、王都から離れた小さな田舎町に連れて行って匿かくまってやる。あんたは名前を変えて生きていくことになると思うが。ほとぼりが覚めたらヨーデル村に帰ればいい」

「そんな。私の逃とう亡ぼうの、手助けをしてくれるというの……？」

　キースは無言で頷いた。

　彼の言っていた、助ける、という言葉が私を逃がすことを意味していたなんて全然考えていなかった。ガルシア軍との前線で矢でも飛んできたら、盾になってくれるのかと想像していたけれど。
















「事態が切せつ迫ぱくしてからはもうこの手段は選せん択たくできない。時は今しかない」

　彼はそのまま右手を私に向けて差し出した。

　その手を取るのは簡単だ。だが、そうすれば色んなものを捨てることになる。

　私はここまで自分で歩いてきておきながら、不思議とその手を取る気にはならなかった。無意識に足を後ろに引くと、靴くつ底ぞこが浜辺の砂をかく。

「私は、どこにも逃げない。何も悪いことはしていないんだから」

　私は弾はじかれたように屋敷を振り返ると、階段へ向けてもつれそうになりながら走った。自分の気持ちが揺らいでしまうのが怖くて、一度も後ろを見なかった。振り返ったら最後、心が真っ二つに割れてしまいそうな気がしていた。




　バルコニーまで息を切らして上り着くと、そこにはイライアスがいた。

　彼は先ほどと同じく、手すりに寄りかかっていて、階段から現れた私を見ようとはしなかった。まるで私が逃げることが、分かっていたみたいに。

　急いでバルコニーまで上がってきたために、はあはあと上がる私の息だけが辺りに響き渡る。

　棒立ちになる私に、ゆっくりとイライアスは視線を移した。

「よかったのですか？」

「何が、ですか？」

「夜の散歩はもうおしまいですか？　きっともうこんな機会は二度とないでしょう。今一度酒を取りに戻りましょう。貴方がそう望むなら」

　間違いない、イライアスは知っているのだ！　私がここから逃げようとしたことを！

　イライアスは私をただ見つめていた。

　私がもう一度散歩する、と言うのを待っているのだろうか。タイミングがよすぎる。キースはイライアスから、私の逃亡の手助けをするよう頼まれていたのかもしれない。私は意識的に声を落として言った。

「……キースさんが下にいました」

　イライアスの表情は僅かも動かなかった。彼はただ、認識できるかできないかの小ささで一度だけ、頷いた。それ以上何も反応がないということは、やはりキースが現れたことを既に知っていたらしい。

「……イライアスさん、あの、私がいなくなったら貴方は困りませんか？　処しよ罰ばつを受けませんか？」

「この旅の許可を下さったのはフィリップ殿下ご自身ですから。それにもし貴方が身を儚んで夜の海に引きずり込まれたとしたら、フィリップ殿下は怒りより悲しみを覚えるでしょう」

　それは、私が入じゆ水すい自殺をするという設定だろうか。イライアスは私が死んだと偽いつわり、逃がしてくれるつもりだったのだろうか。この突然のドーンへの旅の目的はそこにあったのか。

　けれど、そんな逃亡に未来があるのか疑わしい。それに私がいなくなれば王宮にいる父さんが身代わりになる筈だ。父さんを犠牲にするなんて、できない。

　何よりここから逃げ出せばもう、イライアスと二度と会えなくなる──そう思うと、身を切るような辛さが全身を駆け巡った。なんてこと。ヨーデル村の家族と会えないかもしれないことよりも先に、イライアスと会えなくなることを嫌だと考えてしまうなんて。

　こんな自分を認めてはいけない。イライアスは私のアルや、家族を苦しめている存在だったはずなのだ。自分勝手で、頭がおかしい宮廷騎士団長なんだから。

　それに私もシューリみたいにいつかあっさり捨てられるに決まっているのだ。冴え冴えとするほどに美しいその緑の瞳は、私一人にずっと向けられ続けるものではないだろう。

　私は言葉として表現することを許されない、心の奥おく底そこの感情に、断腸の思いできつく蓋を被かぶせた。

「これは最後の警告ですよ。このような機会は二度と与あたえません」

「……私は自分の存在を消させたりしません。堂々とここにいます。何も逃げなければいけないようなことはしていないのですから」

　イライアスは目め尻じりを下げて少し笑った。

「そう言うと思っていました」

　彼が歩いてきて、その手を私の肩に回してきた。そっと引き寄せられ、額に唇が優しく落とされるのを感じる。私は微動だにできなかった。

　どうしてどうして。こんなことをするの。

　私を逃がそうと思っていたなら、なぜその前に、私に愛の告白じみたことをしたのだ。それを聞いて私が逃げると……？

　彼が考えていることがまるで分からない。

　混乱で胸中は千々に乱れ、抑えている筈の感情が溢れ出しそうになる。柔らかな唇はすぐに離され、彼は身を引いた。

　なんて呆あつ気けない瞬間に思えるんだろう。そうしてそんな風に──イライアスの私に対する行動に、それ以上を望んでしまう自分の浅はかさが嫌だ。こんな気持ちに溺れてしまいそうになるなんて、私はなんて愚おろかなんだろう。

「冷えてきました。中に戻りましょう」

　イライアスの手は私の腰にそっと当てがわれ、建物の方へ私を軽く押した。




　三日の滞在の後、私たちはドーン地方から王都に帰った。所々で私たちは馬車を降りて寄り道をし、イライアスと私は手を取り合って風光明めい媚びな地方の街を散策した。それは実に旅行休暇らしく、見知らぬ街の中を単純に歩き回るだけでとても楽しかった。

　復路の馬車の中、私とイライアスはしばしば物言わず互いに見つめ合った。ただひたすらじっとお互いの目を合わせた。向けられる瞳は、本当に私を見ているのか。ドーンでの、そして今まで私に向けられた言葉に噓偽りはないのか。私は無言で彼の緑の瞳にそう尋ねていた。




　ゆったりとした時間の流れに身を任せていた休暇の余よ韻いんに浸ひたる間もなく、翌日からすぐに王宮に出勤すると、メリディアン王女は超ちよう絶ぜつ不機嫌だった。

「わたくしに黙って勝手に休むなんて、サボりと同じだわ」

　ここ最近、授業をサボるのをやめていたメリディアン王女にとって、私の唐突な休暇は我が慢まんならなかったらしい。イライアスが私に無断で入れた休みなのだ、と事情を説明してもメリディアン王女は機嫌を直してくれなかった。

「わたくしが熱に苦しんでいる時に、どこかに勝手に旅に出るなんて。侍女として失格よ！」

「熱はすぐに下がったではありませんか。いい加減にして下さい」

　イリスが呆れ顔でとりなしてくれたが、メリディアン王女は更に唇を尖らせるだけなのだった。

「いいこと!?　この次わたくしの許しなく旅行なんかのために休んだりしたら、クビに……許さないんだから」

　メリディアン王女は私が帰る時間になるまで、ついに不機嫌なままだった。
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　その日の帰り道、異変は既すでに始まっていた。

　イライアスは私より先に帰宅をしたのか、屋や敷しきに戻もどる馬車には同乗しておらず、待っていてくれたジルと二人で帰宅した。屋敷に着くと、侍じ女じよたちが夜だというのにまたしても忙いそがしそうに動いており、邸てい内ないがどこか騒さわがしかった。まさかまたドーンに行くわけではあるまい。

　ドレスを着き替がえる間もなく、私はイライアスの書しよ斎さいに呼ばれた。

　書斎に入るとイライアスは暗い木目の椅い子すに深く腰こしかけたまま、私を見た。いつもは高価な貴石の如ごとく澄すみ渡わたる緑の双そう眸ぼうは重たく翳かげり、その表情は酷ひどく浮うかなかった。私を書斎まで連れて来てくれた侍女が退出しその場からいなくなっても、彼かれはしばし沈ちん痛つうな空気を纏まとったまま言葉を発しなかった。

「貴方あなたにとても辛つらいお願いをしなければなりません」

　何か只ただ事ごとならぬ事態が起きているようだ。

　これから教師のお叱しかりを受ける生徒のように、私はイライアスの正面に立って無意識に唾つばを嚥えん下かした。

「今日、私にも正式に出頭命令が出ました。五日後、私はイリリア王国軍と共に東の戦地へ向かいます」

　言われた意味を理解できるまで時間がかかった。理解に至ると私は動どう揺ようを抑おさえようと努めて平板な声こわ色いろで聞き返した。

「……東の戦地へ？」

「そう。大量投入していた筈はずの国境警備隊が、昨日ガルシア軍の急きゆう襲しゆうによって壊かい滅めつ状態に追い込まれたとか。ガルシア軍の本隊は一いつ旦たん引いたようですが、現在国境沿いの街はガルシア軍に押おさえられています」

　国境警備隊が弱過ぎるのか、ガルシア軍が強過ぎるのか、もしくはその両方なのだろうか。私は楽観的な思考の持ち主ではないと自負していたけれど、まさかイライアスが戦地に行かねばならなくなるなど、現実に起こるとは思っていなかった。かける言葉が思いつかない。

　……お気をつけて。

　いや、冷たく聞こえる気がするからだめだ。

　……お帰りお待ちしてます。

　いや、妻気取りでよくない。引かれたら嫌いやだ。

　何と言って送り出せばよいのか悩なやんでいると、いまだ眉まゆ根ねを寄せるイライアスの表情からもう一つの悪い報しらせを察知した。急激に血の気が引いていく。

「もしかして、私も……」

「貴方も途と中ちゆうまで一いつ緒しよに来るのです。私は宮きゆう廷てい騎き士し団だんの選せん抜ばつ隊たいを率います。王国軍の総司令官はフィリップ殿でん下かです」

　咄とつ嗟さに地面の感覚がなくなった。くらりと軽い眩暈めまいに似たものに襲おそわれ、暗くなりかけた視野を確保しようと瞬まばたきをしながら額を押さえると、いつの間にかイライアスが隣となりに立ち、ふらつく私を支えていた。

「貴方にはメリディアン王女と共に、イリリア王国軍を途中まで送ってもらいます」

　王国軍が戦地に向かう際は、王族の女性がそれを見送るという古い慣習があるという。それは戦地に赴おもむく王に妃きさきが手ハン巾カチを手渡した伝説に端たんを発していた。フィリップ王子の妃ではなくメリディアン王女がその役を担になうのは、私を同行させる口実を成立させたいからだろう。

「現在の前線からは少し離はなれた、デメル地方にある屋敷まで行き、そのままお帰りいただきます。貴方だけはそのままその屋敷に待機せよとのことですが、そこはかつて要よう塞さいとして築かれたもので、現在のところ危険はありません」

　現在のところ……。素す敵てきな言い回しだ。数時間後の安全は約束できないらしい。宮廷騎士団長がそう言うのだから何とも頼たのもしい。

「イリリア王国軍は、ガルシア王国軍に勝てますよね？　ガルシア王国軍なんて……」

　それ以上続けることはできなかった。イライアスは私の挙動を食い入るように観察していた。

　私は、今とんでもないことを言った気がした。

　ガルシア王国軍を打ち負かすというのは、アルを傷いためつけるのと同義だ。私は、アルよりイライアスに無事でいて欲ほしいと願ってしまったみたいに思えて、罪悪感に苛さいなまれた。

　アルは私にとって大事な家族であり、かけがえのない存在だ。そんな彼が王として率いている軍隊の敗北を期待するなど、あってはならない。

　黙だまり込んだ私に、イライアスは逆に問いかけてきた。

「……レスター王の勝利は貴方の立場を危あやうくするのですよ。ご自分よりも彼の方が大切だと？」

「答えようもないことを聞かないで下さい」

「答えられないのですか」

　私を支えていたイライアスの手がそっと離された。

「……もし、……私がレスター王と一いつ騎き討うちになったら、貴方は果たしてどちらを……」

　途中で首を軽く振ふり、イライアスは言葉を止めた。一度下に流された視線が再度私に向けられた時、それは随ずい分ぶん投げやりなものだった。

「尋たずねるまでもありませんね。忘れて下さい」




　書斎を出てからも私の頭の中は、イライアスに聞かれかけたことでいっぱいだった。

　長い金色の髪かみを靡なびかせて、馬上から白銀の剣けんを振りかざすイライアス。それを剣で受け止めるレスター王。私が想像できるのは、別れた時のままの十五歳さいのアルの姿だった。

　もし一騎討ちになったら……？

　私の記き憶おくの中のアルは、剣なんてろくに持ったこともなかった。どうやったって、アルが戦うところなんて、思い浮かばない。




　その後の数日間、イライアスは多た忙ぼうになり、同じ邸内にいながらも私と顔を合わせることが少なくなった。私は普ふ段だん通どおり王宮に通い、往復はジルが付つき添そってくれた。

　余よ程ほど忙しいのか、毎日共に食事を取るというイライアスの拘こだわりもここへ来て捨てられたらしく、一人食しよく卓たくに向かうことが多くなった。

　私は屋敷の裁さい縫ほう室に足あし繁しげく通かよい詰つめては、刺し繡しゆうをした。王都を発たつまでの間に二枚の手巾を作った。一枚目はヨーデル村の村花である、黄色く愛らしい花の模様を縫ぬった。これは出発前に父さんに渡したかった。

　二枚目には、スコップを立てかけたオレンジの木の図ず柄がらを入れた。腕うでが悪いために、正体不明な実を結んだ木から、謎なぞの足が一本生えているようにも見えなくはなかった。戦地に向かう男性に縫う刺繡は、本来もっと別のものであるべきなのかもしれない。だが私にはこの構図が相応ふさわしく思えたのだ。

　これは私とイライアスの出会いを物語る二つだったから。

　メリディアン王女も兄王子に手渡すために手巾を作っていた。というより、作らされていた。イリスに説得されて単なる義務感から作られたそれは、メリディアン王女の腕うで前まえからすれば大分稚ち拙せつな仕上がりではあったが、それでも私が逆立ちしても真ま似ねできない美しい刺繡だった。




　空は青い隙すき間まが僅わずかも見えないほどどこまでも灰色で、地上には朝から霧きりが深く垂たれ込こめる鬱うつ々うつとした天候だった。

　デメル地方へ向けて王都を発つ日、私は早朝に王宮に入り、メリディアン王女と共に王族専用の、白地に金色の彫ちよう刻こくが施ほどこされた華か麗れいな馬車に乗り込んだ。

　私たちの馬車の周囲は、彼かの女じよの世話をする他の侍女や警備のための宮廷騎士団が固め、その先にはフィリップ王子が率いる王国軍の兵たちが隊列を組み、私のいる位置からは兵たちの先頭はおろか、イライアスの姿さえ見ることはできなかった。

　大量の馬や荷馬車が用いられていたが、下位に属する兵たちの移動手段のほとんどは徒歩であり、当然ながら私たちの移動速度は遅かった。

　隊列の中ほどに位置する、メリディアン王女の一行は見送りが主要な目的であったために、彼女の携けい行こう品ひんは手て抜ぬかりなく上質なものが準備され、表面的にはいつも通りが演出されていた。しかしながら同行する侍女たちの表情は大変硬かたく、一様に緊きん張ちようと不安を抱いだいていた。

　メリディアン王女本人だけは、私たちの前でそんな様子は見せず、変わりなく過ごしていた。一部の侍女たちはそんな王女を、状じよう況きようを認にん識しきしていない、とか無む頓とん着ちやく過ぎるなどと批判したが、私にはメリディアン王女が王族の責務として努めて毅き然ぜんと振ふる舞まおうとしているように思えた。主の動揺は全体に伝でん染せんするからだ。

　まだ若いメリディアン王女が、この事態を怖こわいと思わない筈がない。

　隊列は王都の真ん中を太く貫つらぬく道を行き、それを見物するたくさんの住民たちが沿道に集まった。彼らは手を振ったり、旗を掲かかげたりしながら口々に歓かん声せいを上げているのだが、馬の蹄ひづめの音や彼ら自身の声で、何を叫さけんでいるのかほぼ聞き取れなかった。

　王都を抜ぬけひたすら東へ進み、森を通り幾いくつかの街や村を後にした。小さな村であっても、私たちに声せい援えんをかけるために住民たちが沿道に出てくれていた。

　デメルに到とう着ちやくしたのはその日の夜だった。




　お兄様にご武運を──。

　メリディアン王女のまだ幼さの残るやや高い声が、早朝の澄んだ空気に乗り、響ひびく。

　小さな川沿いに建つデメルの屋敷前に、イリリア王国軍は勢せい揃ぞろいした。

　それを率いるフィリップ王子の前にメリディアン王女が進み出て、恭うやうやしく手巾を渡した。

　フィリップ王子がメリディアン王女の頰ほおに軽くキスをし、背の高い栗くり毛げの馬に跨またがる。

　彼はそのまま馬をゆっくりと歩かせ、居並ぶ兵たちの間を縫うように進みながら彼らを鼓こ舞ぶした。

「我わがイリリアの領土を脅おびやかす宿敵、ガルシアをついに掃そう討とうする時がきたのだ。国家の秩ちつ序じよを乱すガルシアの蛮ばん族ぞくどもに、今こそ思い知らせてやろうではないか。顕けん著ちよな手て柄がらをあげた者には、末代まで続く栄えい誉よを与あたえよう！」

　耳を劈つんざく雄お叫たけびが兵たちから上がり、私はそのあまりの音量に思わず耳を覆おおった。

　立ち位置を間ま違ちがえていたら鼓こ膜まくを破られていたかもしれない。

　兵たちが行進を始めると、私は仕事を終えたメリディアン王女から離れて、急いでイライアスを探した。数多あまたの歩兵や騎き兵へいが辺りを埋うめ尽つくしてはいたが、イライアスが属する宮廷騎士団が構成する隊はフィリップ王子の脇わきを固めていたため、探すのに時間はかからなかった。

　目が合うとイライアスは隊を離れて、私の近くまで馬を進めてきてくれた。

　彼が身に纏うのはいつもの豪ごう華かな装そう飾しよくだらけの宮廷騎士団の軍服ではなく、無む駄だのないデザインの、イリリア王国軍の青い軍服であった。まだ鎧よろい一つつけていないため、何だか身軽に見える。

　防具などは今から装着すると、行動が制限される上に重量があり過ぎるので、前線近くまで行ってから身につけるのだという。

　私たちはお互たがい忙しく、イライアスと顔を合わせて話せるのは、デメルに向けて王都を出てから初めてだった。イライアスは少し目元を緩ゆるめて馬上から私に言った。

「ガルシア軍を追い出してすぐに戻ります。被ひ害がいが少ないうちに彼らが降こう伏ふくしてくれることを祈いのります」

「……ご無事のお戻りをお待ちしています」

　私はポケットの中の手巾で頭がいっぱいだった。

　早くイライアスに手渡したい。

　だが、いざ渡す場面を迎むかえると、酷く気き恥はずかしく、自分を叱しつ咤たしなければ手巾を取り出すことができない。だってこんな子どもの手習いみたいな手巾をあげて、彼に嫌きらわれたりしないだろうか？　二本足の気色悪い木の模様だ、と気味悪がられたりしないだろうか？

　拒きよ絶ぜつされたら当分立ち直れそうにない。刺繡などもう二度とやらないだろう。私みたいな、エセ貴族ではなく、れっきとした上級貴族のイライアスは、上質な刺繡を日ひ頃ごろから見慣れている筈だ。

　隊列にイライアスが後おくれを取るのではないかと心配になりながら、私は言葉を選んだ。

「ここでご無事を祈って待っています。……ええと、あの、デメルに着いてからもなかなか二人になれる機会がなくて……」

　その時フィリップ王子がイライアスを呼ぶ声がした。どうやら隊列を離れたことを咎とがめているようだ。私は焦あせってポケットに手を入れた。

「殿下に怒おこられてしまいました。妻に見送ってもらえて私は幸せです。では行ってきます」

「……待っ……！」

　イライアスは滲にじむような笑え顔がおを見せながら馬の脇わき腹ばらを蹴けり、私に背を向けて隊列へと戻って行ってしまった。

　……手巾を渡しそびれてしまった。

　隊列はたくさんの荷馬車や兵たちがどこまでも延々と連なり、兵たちによる道が遠くまで続いていた。

　やがて彼らが巻き上げる砂すな埃ぼこりで視界が遮さえぎられ、見送りに出ていた女性たちがゴホゴホと咳せき込こみ始めたのをきっかけに、屋敷の中に引き返した。

　役割をここで果たしたメリディアン王女とそのお付きの侍女たちは、すぐに王都へ帰る準備を始めた。

　私はいよいよ芝しば居いを始めなければならなかった。メリディアン王女の侍女のうち、私だけがここに残らねばならないのだ。

　私は予あらかじめ決めていた通り、高熱が出たことにした。メリディアン王女は馬車には乗れる筈だと、強きよう硬こうに私の残留に反対した。そこで急きゆう遽きよ、お腹なかも下している、と主張することにした。

　なりふり構わぬ芝居が功を奏し、宮廷騎士団の数名を屋敷に置いていくことを条件に、最後は折れてくれた。




　心配そうなメリディアン王女たちがいなくなっても、屋敷にはまだ多くのイリリア王国軍の兵たちが残っていたし、その世話をする下働きの女性たちも泊とまり込こんでいた。

　しかし数日後、周辺の村から食しよく糧りようを調達してまわっていた補給部隊の兵たちが、まだ夜も明けきらぬ早朝に、フィリップ王子一行と合流するために出て行ってしまうと、屋敷は急に物もの寂さびしくなった。

　補給部隊が出て行った夕刻、私は激しい喧けん騒そうに目を覚ました。驚おどろいて寝ね間ま着きのまま廊ろう下かに飛び出すと、私のために残っていた宮廷騎士団の一人が走ってくるところだった。

「殿下と兵たちが戻って来ました」

　本来補給部隊が先に戻る筈なのに、本隊が先に帰ってくるとはどういうことか。

　宮廷騎士は早口に説明した。

　合流する予定だった補給部隊が先にガルシア軍に襲われ、武器や食糧を奪うばわれた挙句壊かい滅めつ状態になったという。その補給部隊に成りすまして近づいたガルシア軍に、フィリップ王子率いるイリリア王国軍は敵てき襲しゆうだと気づくのが遅おくれ、多くの犠ぎ牲せい者しやを出してどうにか撤てつ退たいしたのだ。夜の闇やみに紛まぎれてガルシア軍は予想以上に西に侵しん入にゆうしていたことになり、イリリア王国軍は敵軍の移動速度に恐おそれをなしたらしい。ガルシア軍の正確な位置を把は握あくできていなかったことが判明し、戻った兵たちは多重に困こん惑わくしていた。

　私は次々と屋敷の中に運び込まれる負傷兵の介かい抱ほうを、他の下働きの女性たちと一緒に手伝った。

　広く長い回かい廊ろういっぱいに布が敷しかれ、怪け我が人にんたちが所ところ狭せましと横たえられた。

　はじめは、血を流して苦く悶もんの表情を浮かべる兵たちで埋め尽くされた屋敷内の様子に生きた心地ここちがしなかったが、必要に迫せまられて動き回るうちに、次し第だいに感覚が麻ま痺ひしていき、時間を忘れて手当てを手伝った。

　命からがらここまで辿たどり着ついたのであろう重傷者の中には、息を引き取る者たちもいた。私が名も知らぬ彼らにも、待つ人がいた筈だ。

　母親を呼びながら亡なくなる若い兵もいた。彼が安らかに眠ねむる乳ち飲のみ子ごであった時分に、彼を腕に抱いた母親は我が子のこんな無残な最さい期ごを想像すらしなかっただろう。そう思うとやりきれなかった。

　兵たちはそれでもフィリップ王子を讃たたえていた。戦場で撤退を決断するのは大変勇気が必要なことであり、殿下の決断の時機は、あの場で最良のものであった、と。打ちのめされてもなお、彼らは血気盛さかんで、隊を立て直したらすぐにガルシア軍を討うつ、と息巻いていた。

　デメル地方は西沿いに大きな河が流れており、ガルシア軍はそこを渡る深追いはせず、イリリア王国軍の出方を待っているらしい。

　イライアスは無事だった。私はその事実に心から安あん堵どし、一方で亡くなった兵たちに申し訳なく思った。

　イライアスは私の姿を見つけるなり軽く一度抱き締め、すぐにフィリップ王子と他の参さん謀ぼうが入る部屋に戻って行った。

　間もなく私はフィリップ王子に呼ばれた。




　屋敷内に設けられたその一室には、フィリップ王子ただ一人がいた。薄うす暗ぐらい明かりの横で、彼は大きな地図が広げられた机に向かっていた。いつもは華はなやかなその容よう貌ぼうは数日にして翳っていた。

　彼は音もなく立ち上がると私の正面に来て、腰から抜ばつ刀とうした。

　まさか腹いせに殺されるなんてことはないだろう。私は大事な人ひと質じちなんだから。──自分にそう言い聞かせ、私は一歩もその場を動かなかった。

　そんな私を見てフィリップ王子は僅かに口角を上げた。次に発せられた声は大層掠かすれていた。

「勇気ある撤退？　退ひくのは確かに難しい。だが我々が逃にげ帰かえってきた事実は変わらない」

　フィリップ王子が抜いた剣が私の首筋に向かい、彼は私の髪を一ひと房ふさ手に取った。軽く髪が引かれた一いつ瞬しゆんの後、彼の手には切られた私の赤い髪が収められた。

「間もなく来るガルシアからの使者にこれと、君の絵を持たせる。人数でガルシア軍に勝まさる我々は、次こそ勝つ。明日再出しゆつ撃げきする際は、君も連れて行く」

「私なんて連れて行っても、何の役にも立ちませんよ」

「やってみなければ分からない。少なくとも無差別な矢の攻こう撃げきは防げると思うよ。卑ひ怯きようだと思うかい？　だが、私は兵たちと領土に対して責任がある。君一人でそれが全まつとうできるのならば、他のどんな諫かん言げんも私に届きはしない」

「アルはそんなに馬ば鹿かじゃないと思います」

　フィリップ王子は剣けん先さきを下に向けたまま、私を一いち瞥べつした後で窓まど際ぎわに向かい、床ゆかに置いてある白い紙箱に向かってその剣を勢いよく振り上げた。箱の蓋ふたが飛び、中に収められていた布のようなものが露あらわになる。

　彼はそれを箱から取り出すと、私の足元に放ほうった。

　バサリ、と音を立てて靴くつの上に落ちてきたそれは、一枚のドレスだった。

「明日、君はそれを着て隊の前列に陣じん取どるんだ」

　私が戦地に赴くために用意されたドレスは、鮮あざやかな黄色の布地に赤や青、紫むらさき色いろの花々が咲さく、実に華やかで場ば違ちがいな代しろ物ものだった。靴の上に落ちたままのそれを、悔くやしいけれど拾う勇気が出せない。

　フィリップ王子のどこか笑いを含ふくんだ声が、追い打ちをかける。

「美しいドレスを纏い、防具も武器も備えない君の存在は、さぞや戦場で目立つだろう。君は我が軍の勇気となり、敵軍の枷かせとなる」

　怒いかりとも悲しみとも形容し難がたい感情が、私の身体中を駆かけ巡めぐる。俯うつむいたままの私の顎あごの下に、唐とう突とつに剣先が当てられ、フィリップ王子と目を合わせるしかなかった。

「我が国に弓引く蛮族の王を育てた罪を、贖あがなうがいい。……今日の惨さん状じようを、あの場で君に見せたかった」

　思わず、廊下に所狭しと横たえられた負傷兵の姿を思い出した。彼らの死と、無念を。フィリップ王子が戦場で見たものは、あれより遙はるかに残ざん酷こくなものだっただろう。

　私を睨にらみ据すえる青い双眸は、強い憎にくしみを帯びていた。

　だがフィリップ王子は屈かがんで私の足元のドレスを拾い上げると、一転して綺き麗れいな笑顔を披ひ露ろうした。その美と残酷さが同居する薄はく情じような微び笑しように、背筋がゾッとした。

　フィリップ王子はドレスを私の胸に押しつけた。

「レスター王は、この花を散らせるだろうか」
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　はじめまして！　岡おか達だち英え茉まと申します。

　この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　田舎いなかの村から王宮の表おもて舞ぶ台たいに急に引きずり出された、一人の女性の物語をお届けしました。お楽しみいただけましたなら幸いです。

　この本の出版に際して、本当にたくさんの方々のお世話になりました。

　勝手が分からない私を丁てい寧ねいにご指導して下さった担当様。感謝してもしきれません！

　溜ため息いきのでるような美しいイラストを描えがいて下さった紫むらさきあや様。感激してイライアスの顔を眺ながめ続けたことを告白します。

　校正様、応おう援えんして下さった皆みな様さま、理解を示してくれた職場の上司、協力してくれた家族、この本の出版に尽じん力りよくして下さった皆様にお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　それでは、下巻でまたお会いできることを願って。


岡達英茉










著

岡達英茉

Ema Okadachi




10月26日生まれ　Ｂ型

食べることと旅行が大好きです。その甲斐あってか最近後ろ姿が丸くなってきました。




子どもの頃に読んだ物語の影響か、セーラという名前が昔から好きでした。知性と優しさ、強さを連想します。その名前を持つヒロインを中心にフルーツやお城、美形騎士といった好きなものを詰め込んででき上がった物語です。よろしくお願いいたします！
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